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　彼女は彼に新しい名を与あたえた。

「ギンレイ、なんてどうかしら」

　メイディランド夫人は、屋や敷しきの奥から引っ張り出してきた分厚い本をめくって、そう言った。

「美しい名でしょう。雪が降り積もって銀色に輝かがやく山の嶺みねという意味なの」

「聞いたことがありませんが」

　怪け訝げんそうな彼に、夫人は胸を張る。

「古い文ぶん献けんに出てくる、下界の小さな島国の言葉よ」

「下界？」

　彼はいっそう眉まゆ根ねを寄せた。

「お言葉ですが奥様、下界など子どものお伽とぎ話ばなしです。本当に信じてらっしゃるので？」

「夢のない子ね」

　夫人はつまらなそうに宙を仰あおぎ、扇おうぎを広げた。

「まあ、気に入らないって言うなら、別のを考えるけど」

　けれど彼は、少し考えてからこう答えた。

「……いいえ、お受けします」

　極ごつ寒かんの北天にそびえ立つ山。足あし跡あと一つない、一面の銀世界……。自らの身体からだに根づいた真っ白な薔[image: ら]ばらにふさわしい名だと思ったから。

「ギンレイ。そう呼んでください」

　メイディランド夫人は目を細めて笑った。




　彼女は彼に新しい名を与えた。過去に囚とらわれぬように。未来を信じて進めるように。

　やがて彼はその名のように、冷たい孤こ独どくに苦しむようになるけれど。

　その暗くら闇やみを乗り越こえた先に……、硬かたく凍こおった万年雪をも溶とかすような、眩まばゆい光が現れることまで、夫人は予期していたのだろうか？　頑かたくなな心の奥、高い雪山の頂に、やがて真紅のスカーフが旗はたのように翻ひるがえることまで？
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「馬ば鹿かかお前はッ！」

　キャメロットの空の下、今日も響ひびく怒ど鳴なり声。訓練用の薔[image: ら]畑の真ん中で、私は大おお鎌がまを抱かかえ、ぐったりと座り込んだ。

「何度言ったら分かる。逆走するんじゃない！」

　二本の長ちよう剣けんを地面に突つき立て、声こわ高だかに一いつ喝かつするのは、ハート隊のキング・ウォルター。疲つかれたようにすがめた目は、くすんだ緑の光を宿している。

　私は汗あせでべたついた髪かみをかき上げた。ふり仰げば澄すみ渡わたった青空。強い日差しにじりじり焼かれ、拭ぬぐっても拭っても汗が出る。

　今日の訓練は隊の陣じん形けい練習。先陣切って進め、という指示は重々承知だけど、後ろに薔[image: ら]が現れると、どうしてもそっちに気がとられてしまう。唸うなる私に、クイーンのスカーレットが声をかけた。

「後ろの黄薔[image: ら]に気づいて下位騎き士しをかばったのはよかったわ。だけどあの場合、後方支し援えんは私たちに任せてあなたは進む方が有利だったわね」

「一番手のジャックが勝手な進路を取ると隊列が崩くずれる。君、絵札組としての自覚ある？」

　参さん謀ぼうのニコロが蠟ろう盤ばん片手に小言を漏もらす。私はぴしりと背筋を伸のばした。

「先は長そうだな。ほら」

　ウォルターが差し出す手をとって、立ち上がる。汗で隊服が体に張り付いて気持ち悪い。

「そんな顔するな。一日や二日で使い物になるとは思ってない」

　私がハート隊のジャック、つまり切り込み隊長に就任してから一週間たった。ウォルターが言うように、まだ戦力には程ほど遠いけれど、ログレスの平和を守る薔[image: ら]騎士団の一員として、目下訓練漬づけの毎日だ。

　そう、ここは浮うき島ログレス。人ひと喰くい薔[image: ら]の巣くう島。湖の扉とびらを通って突とつ然ぜんここに飛ばされた私は、赤薔[image: ら]に取り憑つかれ、薔[image: ら]騎士として騎士団に入ることになった。

　薔[image: ら]が突とつ如じよ発生し、人々を襲おそうという一種の災害・薔[image: ら]障。これに対たい抗こうできるのは、薔[image: ら]に耐たい性せいがあり、自ら薔[image: ら]を身に宿して戦う薔[image: ら]憑きだけだ。中でも薔[image: ら]騎士団本隊の薔[image: ら]騎士たちは、全すべての薔[image: ら]の親株である〈金の女王薔[image: ら]〉を倒たおし、薔[image: ら]障を撲ぼく滅めつすることを目標に、日夜任務に励はげんでいる。私はある事件の後、薔[image: ら]騎士団ハート隊の切り込み隊長・ジャックに任命されたのだ。

　先代のジャックだったフレミングは、私の目の前で薔[image: ら]に取り込まれてしまった。けれど、本来なら行われるべき殉じゆん職しよくの儀ぎは行われなかった。彼が自らキャメロットの城じよう壁へき内に薔[image: ら]の種を蒔まいて薔[image: ら]障を引き起こしていたことが分かったからだ。

　というのも、彼は徽き章しようを早く集めるため、自作自演をしてでも手て柄がらを立てたかったらしい。

　薔[image: ら]騎士の隊服の左胸についている徽章。薔[image: ら]の形を模した小さなバッジは、その騎士の伐ばつ葬そう数、つまりこれまでに伐きった薔[image: ら]の数だけ与えられ、それによって隊内の序列が決まる。そして徽章を百集めれば名めい誉よ退団となる決まりだ。

　薔[image: ら]騎士としての仕事は名誉であり、良家の子息の通過儀ぎ礼れいだけれど、当然危険がつきまとう。フレミングは早く徽章を集めて退団したいがために、あろうことか自ら大きな薔[image: ら]を育てていた。キャメロット城壁内で頻ひん発ぱつしていた薔[image: ら]障は、彼が城壁外で育てていた薔[image: ら]から気をそらすための工作だったのだ。

　彼の策略は暴あばかれ、薔[image: ら]障もなんとか収束したものの、解決していないこともある。状じよう況きようから考えると、フレミングの単独犯ではないらしく、彼にそれを指示した存在は未いまだに分かっていないのだ。黒幕がいるとすれば、〈金の女王薔[image: ら]〉との繫つながりがある者。薔[image: ら]騎士団の上にいる十二人の重じゆう鎮ちん・円えん卓たくの騎士たちは内通者探しにやっきになっている。私たちからすれば、円卓の騎士たちこそ疑わしいけれど……そんなこと口が裂さけても言えない。

　なんにせよ、

「しっかりしなくちゃ」

　下界……つまり元の世界に帰るためには、〈金の女王薔[image: ら]〉を伐らなければならない。薔[image: ら]の心臓部は、金の心花と呼ばれる金色の花。中でも強い魔ま力りよくを持つ〈金の女王薔[image: ら]〉の心花には特別な力があるそうだ。それを手にした者は、何でも願いが叶かなう……それがあれば、下界に帰れる。どころか、安否の分からないまま火事現場に残してきた父を、救えるかもしれない。

　でも、〈金の女王薔[image: ら]〉を伐るなんて、口にしただけでも笑われるような途と方ほうもない目標だ。なにせ、薔[image: ら]騎士団の長い歴史で、それを成し遂とげた者は未だに存在しないのだから。ゆえに、〈金の女王薔[image: ら]〉を倒す者はこう呼ばれる。〈次代の王〉と。

　と、そのとき、スカーレットが声を上げた。

「あ、ギンレイ」

　その名で、身体がびくりと震ふるえた。私は弾はじかれたように立ち上がり、くるりと背を向ける。

「君らの隊は相変わらずだな」

　後ろから耳に流れ込んでくるのは、いつものように冷たく呆あきれを含ふくんだ言葉。スペード隊のキング・ギンレイの声だった。

「今日は風が強いからハート畑から砂すな埃ぼこりが流れてきて困る。もう少し静かに訓練できないのか」

「飼いイノシシの暴走が止まれば少しは楽になるだろうよ」

　ウォルターのぼやきが続く。例の一件以来、二人は少しずつ言葉を交かわすようになった。まだ会話がぎこちない瞬しゆん間かんはあるけど……、この間まで顔を合わせても頑かたくなに無視を貫つらぬいていたことを考えれば、はるかに前進だ。元々ウォルターとギンレイは書類上叔お父じと甥おいの関係で、入隊前は一いつ緒しよに暮らしていた仲だし、言ってみれば長い兄弟喧げん嘩かの後、徐じよ々じよに関係を修復しているってところだろう。

　まあ、それはいいとして。

「雑草さん」

　不意に、声がかかった。私は何故なぜだか止まらない汗を拭い、背を向けたまま答えた。

「な、何」

「……君はいつから背中に目がある珍ちん妙みような生き物になったんだ？」

「誰だれが珍ちん獣じゆうよっ！」

　憎にくまれ口に乗せられてまんまと振ふり返ると、ギンレイとまともに目が合った。氷のような無表情で真っ直すぐこちらを見つめる彼。私はぐっと、唾つばを飲んだ。

　慣れとは恐おそろしいものだ。すっかり当たり前になっていたけれど、改めて眺ながめれば、思わずはっとするような美び貌ぼうがそこにあって。

　真っ白な隊服と対照的な黒髪、すっと通った鼻筋。見る者に恐れを抱いだかせる、きりりと引き締しまった顔つき。そして切れ長の目の奥には、吸い込まれそうな暗闇。だけど本当は、その芯しんに温かな火が灯ともっていることを私は知っているから、こうして見つめていると、体の奥の方からむず痒がゆさが押し寄せてくるような、頭がくらくらしてのぼせてくるような……、

「あ」

　そのとき、ギンレイが薄うすく口を開けた。彼がこちらに手を伸ばしかけたとき、

「オリヴィアッ！」

　スカーレットの叫さけびと共に、急激なめまいが意識を奪う。ぐらりと歪ゆがんだ視界の隅すみに、キングの徽章が煌きらめいた。










「日光にやられたのね。今日は暑かったから」

　熱ねつ中ちゆう症しようだったらしい。スカーレットに付き添そわれ、医務室に担かつぎ込まれた私は、医い療りよう担当の騎士に一日休んでいるように言い渡された。まだ体は怠だるいけれど、半地下になった石造りの部屋はひんやりと空気が冷え切り、簡易ベッドの麻あさシーツもさらさらとして気持ちいい。

「ギンレイも心配してたわよ」

　けれど、スカーレットがそんなことを言うものだから、冷えかけた体がまた熱を帯び始めた。どんな表情をしていいか分からなくて、寝ね返がえりを打って背を向ける。スカーレットは忍しのび笑い交じりに、

「意識しちゃってるわねえ」

　私は両手で頰ほおを挟はさんだ。熱い。

「なんかまともに顔見られなくて」

「あんなことされたから？」

　がばりと起き上がる。そう、そうなのよ！

「オリヴィア？」

「うううう……」

　私は三角座りして、その上に突つっ伏ぷした。

　叙じよ任にん式の日、突然ギンレイにキ……キスされてから、何だか変なのだ。あの日からギンレイを見るとつい目をそらしてしまうし、声が聞こえただけで逃にげ出しそうになる。体がかっかして、胸の奥がくすぐったい。こんなのおかしい。

　……まあたいていは、どぎまぎしている私なんかおかまいなしでギンレイの皮肉の嵐あらしが飛んでくるから、結局いつも通り私が逆上してしまうのだけど。

「だいたい、なんであんなこと」

　私は引き寄せた膝ひざに唇くちびるを押し付けて、呟つぶやいた。

「それは当人に聞いてみれば？」

「え？」

　顔を上げると、医務室の入り口に見慣れた影かげ。件くだんのギンレイだ。な、なんで……！

「私はいなくなった方がいいかしらね？」

「や、やだ、ここにいて」

　スカーレットの服を摑つかんで止める。無理、今二人っきりになったりしたら、心臓がどうにかなっちゃう！

「いやね、遠えん慮りよしなくていいのよ。食堂から何か持って来るわ」

「スカーレット！」

　この薄はく情じよう者！　スカーレットがにやにやしながら去って行くのと入れ違ちがいで、ギンレイは何も言わずにこちらにやって来て、勝手に椅い子すを引いてそばに座った。

「……何だ」

「こ、こっちの台詞せりふなんだけど……」

　私は意味もなく麻布を胸まで引き寄せた。

「見み舞まいに来られちゃ迷めい惑わくか」

　どうしてそう回りくどい言い方するの。相変わらず何を考えてるのか分からない。

「そういう、わけじゃ、ないけど」

　言葉を濁にごすと、ギンレイは前かがみになった。

「……君、ちょっと様子が変だぞ」

「ああ、えっと、その……日光にやられたみたいで」

「そうじゃない」

　ギンレイは左手をベッドにつき、ぐいと身体からだを乗り出した。ち、近い……！

「この前から変だと言ってる」

「な、何が」

「目を合わせろ」

　苛いら々いらしたように言われるけれど、意志に反して目は泳ぎっぱなしだ。私だってちゃんと話したいのに。こんなの変だって分かってるのに。

「だ、だって」

　だから言い訳っぽく、早口で言う。

「ギンレイが、あんなこと、するから……」

「あんなこと？」

　ギンレイはいったん訊きき返した後、

「……ああ」

　体を離はなし、ゆっくりと椅子の背もたれに寄りかかった。今の今までさっぱり記き憶おくの彼方かなたに押しやっていたことを不意に思い出した、とでも言いたげな顔。まさか、本当に忘れてた？

　一人でじりじりする私をよそに、

「気にするな」

　ギンレイは狼ろう狽ばい一つ見せず、さらりと言ってのけた。

「意味なんてない」

「……」

　一いつ瞬しゆんの間の後、身体の奥からふつふつと何かがこみ上げてきた。今までのどうしようもない恥はずかしさは消え、急激な疲つかれで上うわ塗ぬりされていく。

「どうした？」

「別にっ！」

　私は大声で怒ど鳴なった。

　何よ！　こっちは顔を見るだけで真っ赤になっちゃうっていうのに、あっちはみじんも気にしてないってこと？　私一人意識しちゃって、馬ば鹿かみたいだわ。忘れてやる！

「いきなり元気になったな」

「雑草だもの」

　条件反射で言い返すと、彼はふ、と笑えみを零こぼす。

「うっ」

　その表情は反則だ。めったに見せない、くつろいだ微び笑しよう。厚い雲の切れ間から、ちらりと覗のぞく一瞬の陽光のような。

　ぐっと息を詰つまらせていると、ギンレイは切れ長の目を伏ふせた。低く滑すべらせた視線が、私の右手で止まる。その意図に気づいた私は、どくどく脈打つ血の中に確かに混じる、薔[image: ら]ばらの鼓こ動どうに耳を澄すました。

[image: ]

　私の身体に宿った赤薔[image: ら]……それが、この前の薔[image: ら]障のとき、金色に変わったことを、彼だけが知っている。私の伐ばつ葬そう具の大おお鎌がまが、あの日、黄こ金がね色に染まった。苦手なはずの白薔[image: ら]を刈かり、あげく薔[image: ら]を従わせた。未いまだに他人ひと事ごとのように感じるのは、自分でも信じられないからだ。だってそんなのってまるで……全すべての薔[image: ら]を統すべる、〈金の女王薔[image: ら]〉みたい。

　私はうすら寒くなり、無意識に腕うでをさすった。

　あれっきり金の鎌が現れることはなく、理由も分からずじまいだ。一体なぜ？　自分の中に〈金の女王薔[image: ら]〉と同じ力があるなんて気味が悪い。だからって誰だれにも言えない。何をどう調べればいいのかも分からず……、悶もん々もんとしたまま、今にいたる。

　難しい顔で唸うなっていると、ギンレイが切り出した。

「そう言えば、さっきの訓練を見てたが、君は切り込み隊長の役目を理解してないんじゃないか？」

　お叱しかりの気配を察し、私はそそくさと、ベッドの上に正座した。

「……何だ？」

「下界ではお説教を受けるときこういう風に座ることになってるの」

「そうなのか……いや、説教ということでもないが」

　ギンレイが多少面めん食くらっているうちに、私は言い訳した。

「振ふり向いちゃいけないのは分かってるのよ。先せん陣じん切るのがジャックの仕事だし……でも、後ろで隊のみんなが薔[image: ら]に襲おそわれてると思うと、どうしても気になっちゃって」

「襲われてるって……訓練だろ。それに、いくら下位でも皆みんな薔[image: ら]騎き士しだぞ」

「そりゃそうだけど」

　隊の仲間をみくびっているわけじゃなくて、ただ、

「みんな守りたいのよ」

　この前の薔[image: ら]障で、大事なものを守るために戦うと決めた。貪どん欲よくかもしれないけど……、何も切り捨てたくない。だって私が目指すのは〈次代の王〉。それはただの称しよう号ごうではなく、たくさんの人の命と願いを抱だき込んだ重い言葉なのだ。

　ギンレイは、分かっている、と、確かな視線で答えてから、

「だからこそだ。だからこそ、振り返っちゃいけない」

「どうして？」

「よく考えろ。君の後ろには誰がいる？」

　ギンレイは私を甘やかさない。答えに繫つながるヒントはくれても、あくまで解くのは私。はるか高みから響ひびくその声は、突つっ走りがちな私の進路を制せい御ぎよし、凜りんと導く羅ら針しん盤ばんみたいだ。

「まあ無理はしないことだ。体を壊こわしては元も子もない」

　再び考え込む私に、ギンレイは心もち優やさしくそう言った。

「うん……ありがとう」

　なんだかんだで心配してくれていたのは本当なのだろう。態度はそっけなくても、いつも気にしていてくれる。伝わりにくいけど。

　しばらく話していると、徐じよ々じよに調子も戻もどってきた。変に意識して、気づまりだったのはこっちの方だったって気づいたのだ。本音を言えばずっと、彼に話を聞いてもらいたかったのかもしれない。変なの。何を話したって、返ってくるのは短い相あい槌づちか厳しい叱しつ咤ただけなのに。

　そのうちに、木のお盆ぼんを持ったスカーレットが医務室に帰ってきた。

「オリヴィアにパン粥がゆを持ってきたの。葡ぶ萄どう酒もあるわ。ギンレイも一いつ杯ぱいいかが？」

「いや、仕事が残ってるから、もう行く。それじゃあ」

　ギンレイはさっと立ち上がった。

「まあ、つまらないわね」

　ふくれっ面つらのスカーレットごしに、ギンレイの後ろ姿を見送る。振り返るかな、と思ってなかなか視線を離せないでいたけれど、彼は結局そのままあっさり出て行ってしまった。何故なぜだかちょっとがっかりしてしまうのは、いったん置いておくとして、

「なんだか気が抜ぬけた」

　ギンレイの足音が消えてから、私は古びた風船みたいにゆるゆると息を吐はき出した。スカーレットが隣となりに腰こしかけ、勢い勇んで身を乗り出した。

「彼に何か言われた？」

「え？」

「この前のことよ」

　興味津しん々しんに尋たずねる彼女から目をそらし、唇くちびるを突き出す。

「……意味なんてないって」

「あらあら」

　スカーレットはお盆を枕まくら元もとに置き、

「柄がらにもないことして、自分でも混乱してるんでしょ、きっと。今に気づくわ」

　なんて独り言みたいに零しながら、銀のカップに葡萄酒を注いだ。

「どういうこと？」

　私は座り直し、差し出されたカップを受け取りながら尋ねる。

「馬鹿ね、オリヴィア」

　見やれば、スカーレットのくすんだ緑の目が虹にじみたいに弧こを描えがいている。

「いつも理り詰づめで行動するギンレイが、理由もなく衝しよう動どうで動いちゃったってことが重要なのよ」

「よく分からない……」

　スカーレットは波打つ金きん髪ぱつを耳にかけ、ふむ、と唸った。

「双そう方ほう鈍どん感かんか。この分じゃ、まだウォルターにも勝機はアリね」

「何言ってるの？」

「こっちの話。何にせよ、無理は禁物よ。疲つかれもあるんじゃないかしら」

「そうね……、悪いけど今日は休むわ」

　スカーレットは頷うなずき、パン粥を勧すすめた。ほんの少しの葡萄酒で胃が温まったのか、意外にも食が進む。ここのパンは硬かたくて酸すっぱいからいつもなら苦手だけど、牛乳に浸ひたされ、香こう草そうで優しく風味づけされたパン粥はずいぶん食べやすかった。

　私はがつがつ食べた。ただでさえ訓練を早退しているのだから、栄養を摂とってなるべく早く回復しないと。それでなくても力不足なのに。

「オリヴィア、気負うことないのよ。ゆっくり強くおなり」

　スカーレットはペットを可愛かわいがるように私の頭をぽんぽんと叩たたいた。参ったなあ、クイーン様には何もかもお見通しみたい。私は木の匙さじを握にぎり込み、くすぐったさに身を任せる。

「ありがとう、スカーレット」

　にやけ顔を隠かくそうと努めるけど、親友の美しい微び笑しようの前では無意味というものだ。

「よしよし」

　スカーレットはいっそう愉ゆ快かいそうに、私の頭を撫なで続けた。










「て……じょ……何？」

　その晩、ハート隊の談話室。聞き取れなかった私のために、ウォルターはことさらはっきり口を開いてこう言った。

「定例序列決定式だ」

「隊の序列は明確に実力順よ。成果に応じて変動するの」

　スカーレットは薔[image: ら]ばら騎士団の基本的なシステムを改めて説明した後、目の前を指さした。

「それより、飲んで頂ちよう戴だい。遠えん慮りよはいらないわ」

　夏が近づき、装そう飾しよく以外に用のなくなった暖だん炉ろの手前、黒こく檀たんのローテーブルの上には、木き彫ぼりのカップが四つ並んでいた。

「またおじさんちの香草入り蜂はち蜜みつ酒？　勘かん弁べんしてよ」

　ニコロはうんざりとして宙を仰あおいだ。変な臭においのするこの飲み物は双ふた子ごの実家の料理人から送られてきたものだそうで、身体からだにはいいらしいけど少し、いや、かなり不味まずい。在庫処分に付き合わされてもう三日目だ。

「おじさんと呼ぶな！」

　ウォルターはいつものように怒ど鳴なった後、実家特製蜂蜜酒を口に含ふくみ、顔をひきつらせた。やっぱり不味いんじゃない。ニコロはきっぱりと手で拒きよ否ひを示してから、

「イノシシさん、医務室に逆戻りしたくなきゃやめとくんだね」

「ご忠告に従うわ」

　あんまりな物言いだけど、反論は出来なかったらしい。ウォルターは咳せき払ばらいしてから、話題を元に戻した。

「で、さっきの話だが」

　あ、そうか。定例序列決定式、ね。

「年に一度、全隊員が自分の徽き章しよう数を報告する。その数によって序列を組み直すんだ」

　序列を組み直す？　その言葉で、冷たい汗あせが流れる。

「徽章って、だって」

　私の左胸に光る徽章は、たったの一個。何十のバッジをぶら下げた絵札組はもちろん、ずっと下位の騎士でもこんなに質素な隊服を着ている人は見かけない。せっかくジャックになったばかりなのに、これじゃ下位に転がり落ちる未来しか見えない！

「また何か誤解してるようだな、イノシシ娘むすめ」

　ウォルターは指先で眉み間けんの皺しわを伸のばしながら、

「絵札位の騎士は他の三人の承しよう認にんなしには変動しない。俺たちは続投だ」

「そうなんだ。よかった……」

　ほっとする。ウォルターはおまけみたいにそっけなく付け加えた。

「お前を手放す気はない。安心しろ」

　うぐ。なんだか照れくさくて言葉に詰つまっていると、

「……おい、スカーレット、ニコロ、何にやにやしてる」

　ウォルターはひそひそ話すクイーンとエースの方に疑うたぐり深い目を向けた。

　するとニコロは芝しば居いがかって腕うでを組み、ウォルターの真似まねをする。

「お前を手放す気はない」

「その調子よ、ウォルター！」

　スカーレットは両手で拳こぶしを作って身を乗り出した。何をしてるんだろうか、あの二人。新しい遊び？

「ともかく、下位騎き士したちは浮うき足立ってるぞ。徽章が同数の場合、略式の模も擬ぎ試合で順位を決めるからな」

「そっか、徽章の数が同じ騎士もいるよね」

「今回ハート隊は七戦予定されてる。言った通り、俺たちは模擬戦には関かかわらないが」

　ウォルターはそこで、本題に入った。

「例年通り、絵札組は代わりに、序列発表の後に剣けん舞ぶを披ひ露ろうする」

「剣舞？」

　剣を持って踊おどるってこと？　まるで想像がつかないけれど、舞まいといってもあくまで騎士らしくってことかな。

「今回はハートとスペードの担当だから、明日あした軽く打ち合わせする予定だ。イノシシ、お前も午後は空けとけよ」

「え、ひょっとして私も踊るの？」

　一応尋ねてみると、男性陣じんは二人揃そろってなんとも言えない顔をした。

「ひょっとしないから心配するな。お前は、その、……舞に向いてるとは思えない」

　ウォルターはまだ気を遣つかって言葉を選ぼうとしてくれたけど、

「イノシシの踊りじゃ儀ぎ式しきというより見世物だよね」

　ニコロは遠慮なくばっさり切り捨てた。

「ひどい……でも言い返せないのが悔くやしい……」

　ひとしきり落ち込んでいると、出し抜ぬけに、スカーレットががたんと立ち上がった。

「いい案を思いついたわ！」

　兄と同じ緑の目が、ちょっと異様に輝かがやいている。

「スカーレット？」

　目の前で手を振ふるけれど、完全に自分の世界に入ってしまって、見えてないみたいだ。指を唇に当て、何かぶつぶつ唸うなっている。

「確かあの曲が……、ああ、エーデルワイスと話してこなくちゃ」

「おい、スカーレット？　何言ってるんだ」

「ちょっと失礼するわね。ニコロ、何してるの。あなたもおいでなさい」

　早口にまくしたてると、クイーンはニコロの手を引き、跳はねるように談話室を出て行った。残された私とウォルターは目を見合わせる。

「……あいつも日光にやられたんだな」

「そうみたい」










　スカーレットが用意した演目は、ログレスの伝統的な剣舞だった。薔[image: ら]戦争の話をなぞったこの曲で舞台に立つのは、〈永遠の王〉と、彼の腹心の部下〈湖の騎士〉、そして彼を殺すことになる騎士〈反逆の子〉。

「三人用の舞なのね」

　スカーレットにだいたいの流れを聞いて、私は思わず呟つぶやいた。

　隊舎裏の訓練場。壁かべはなく、石の柱で天てん井じようが支えられただけの風通しのいい造りだ。午後ともなれば、体を鍛きたえる騎士たちで賑にぎわう。今日も今日とて混こみ合った訓練場の隅すみに、ハートとスペード両隊の絵札組が打ち合わせのために集まった。といっても、スペード隊はキングとクイーンだけだけど。相変わらず個人主義の隊だ。

「どうせならエーデルワイスも入れて、四人で舞まえばいいのに」

　私は言った。スペード隊のクイーン・エーデルワイスは、雪のように白い肌はだにふわふわのプラチナブロンドを肩かたのあたりまで伸ばした小こ柄がらな騎士だ。吹ふけば消えてしまいそうなほど儚はかなげな外見なのに、実は白薔[image: ら]の女性最強騎士なんて、未いまだに信じられない。

「二隊で担当するのに、主役が三人じゃ収まりが悪くない？」

「エーデルワイスはハープの名手だからね。音楽を担当してもらう」

　これにはニコロが答えた。エーデルワイス本人も、いつも通り穏おだやかな声で続いた。

「私は目立つのは得意じゃないから……楽器の方が性に合ってるわ」

　スカーレットはなぜだかほくほく顔で、人差し指を立てた。

「というわけで、今年は私とウォルターとギンレイが舞うわ。いいわね？」

　そう自信満々に言われては、異論は出せない。やっぱり最初から除外されている私はちょっぴり情けないけれど、まあそもそも剣舞なんてやったことがないわけだし、三人がやってくれるならありがたい。

「役割分担はどうする？」

　スカーレットが尋たずねると、ギンレイとウォルターはいわくありげな視線を交かわした。

「俺は……別に何でも構わないが」

「俺も別に」

　口ではそう言うものの、二人の間にばちばちと火花が見えるのは私だけじゃないはずだ。無言の攻こう防ぼうは明らかに、一つの枠わくを巡めぐって行われている……つまり、この剣舞の主役。

　不思議なことじゃない。〈永遠の王〉は、押しも押されもせぬ稀き代たいの英えい雄ゆう。その役を演じる騎士は、必然的に、騎士団最強という看板を背負うことになるだろう。そしてそれこそ、ギンレイとウォルターが、入隊以降ずっと争い続けている座だ。

「じゃあ〈永遠の王〉は……」

　スカーレットが言いかけるのを、ギンレイが遮さえぎった。

「いや、ちょっと待て。やっぱりよそう。別の演目はないのか」

「何だ、今いま更さら。俺に〈永遠の王〉役を取られるのがそんなに嫌いやなのか？」

　ウォルターがけしかけた。途と端たん、いつも冷静なギンレイの面おも差ざしが乱れる。ぴくりと眉まゆを上げると、

「それはこっちの台詞せりふだ。剣舞でも脇わき役やくじゃあ万年二番手さんが哀あわれだろう」

「何だと、偉えらそうに。いつでも自分が一番だと思ったら大おお間ま違ちがいだぞ」

　堰せき切ったように、勢いよく応おう酬しゆうが始まった。

「ギンレイって結構負けず嫌ぎらいだったのね」

　かつての二人はこういう感じだったんだろうな、なんて想像しながら呟くと、

「子どもか」

　ニコロがうんざりといった感じで腕をぶらんと投げ出した。エーデルワイスは心配そうにおろおろしているけれど、スカーレットの方は頰ほおが緩ゆるみっぱなしだ。

「いいわ、昔から喧けん嘩かの仲ちゆう裁さいは私って決まってるの」

　睨にらみ合う二人の前に悠ゆう然ぜんと仁に王おう立ちし、彼女が出した折せつ衷ちゆう案とは、

「よくって、兄様方。仕方がないから、〈永遠の王〉は私が演やります。あなたたち二人で〈湖の騎士〉と〈反逆の子〉を舞って頂ちよう戴だい」

　ハートとスペードのキングは不服そうだけれど、スカーレットは眼力で黙だまらせた。若手騎士の双そう璧へきを組み敷しくスカーレットって、実際最強なんじゃないだろうか……。

「ま……まあ、お前が言うならそれでいいが。じゃあギンレイ、どっちをやる」

「別にどっちでも」

　あ、また始まる。私の予想通り、

「すました顔しやがって、どうせ後から文句言うんだろう。お前って奴やつはいつもそうだ」

「お言葉だがウォルター、何かと因いん縁ねんつけてくるのは君の趣しゆ味みなのか？」

　そろそろ飽あきてきた。私はニコロに倣ならって、やれやれのポーズをする。

「ああ、もう、面めん倒どうくさいわね。どっちでもいいでしょ、〈湖の騎士〉も〈反逆の子〉も……どうせ二人とも裏切り者よ」

　結局スカーレットに強ごう引いんに丸め込まれ、〈湖の騎き士し〉役はウォルター、〈反逆の子〉役はギンレイが舞うことになった。〈反逆の子〉……私はちょっと案じてギンレイを見やるけれど、本人はたいして気にしていないようだった。

　やっと事態が収しゆう拾しゆうして、ニコロがほっと息をつく。

「じゃあ、書類仕事は僕がやるよ。必要な物品があれば言ってね」

　エーデルワイスも安あん堵どした様子で、

「では、音楽のことは私が」

「あの……、私は？」

　手持ち無ぶ沙さ汰たで尋ねると、スカーレットが胸に手をあて、芝しば居いがかって言った。

「オリヴィアには特別な仕事をあげましょう」

「な、何？」

　勢い込んで尋ねると、スカーレットは顔いっぱいの笑えみで、指を立てた。

「私たちと一いつ緒しよに、剣けん舞ぶの練習をすることよ」

「え、なんで」

　私は出ないんじゃなかったのか。

　この提案には私だけじゃなく両隊のキングも驚おどろいたようだった。けれどスカーレットは動じず、得意げにふふんと鼻を鳴らす。

「これはただの踊おどりじゃなくて、剣舞よ。意味分かる？」

　わ……分からない。でも、キングたちはすぐに理解したみたいだ。

「なるほど。スカーレット、昨日言ってたいい案って、そういうことだったのか」

　ウォルターが納なつ得とくしたように頷うなずけば、

「訓練の一いつ環かんというわけだな。雑草さんにはおあつらえむきかもしれない」

　ギンレイもそんなことを言う。

「訓練？　剣舞が？」

　一人だけついて行けずきょきょろするけれど、助け舟ぶねは見当たらなかった。

「じゃあ明日あしたから練習ってことでいいかな。エーデルワイス、楽がく譜ふの手配は頼たのめる？」

「ええ。だけど、午後は訓練場は混むでしょうし、集まるなら昼前が無難ね」

「あの」

「じゃあ絵札組は午前の訓練を早めに抜ぬけられるよう調整しよう。スペード隊はどうだ？」

「構わない。下に伝えておく」

「えっと」

　私を置いてけぼりにしたまま、とんとん拍びよう子しに話は進む。

「いいから黙って一緒に練習なさい、オリヴィア。そのうち理由も分かるわ」

　スカーレットは豊かな胸を張って勝手に結論付けた。










　序列を決めるための模も擬ぎ戦は、キャメロット城を離はなれ、裏手の坂の下の広場で行われることになっていた。城下町の人々も観戦できるようにするためだ。対して、翌日行われる序列の発表式とその後の剣舞は、内々の儀ぎ式しき。薔[image: ら]ばら騎士は全員出席する一方、一いつ般ぱんの市民は参加できない。薔[image: ら]騎士たちは再びここ、キャメロット城の訓練場に集合して序列の発表に臨のぞむ。そして剣舞の奉ほう納のうを経て、そのまま食堂になだれ込んで宴うたげになるのだという。

　ゆえに、剣舞は大仕事なのだ。なにしろ騎士団中のみんなに見られるのだから。ただ踊ればいいってものじゃない。でも、ただ踊るってこと自体が、そもそも難しい。

　滑なめらかに手首を動かし、素す早ばやく剣を回す。逆手に持ち替かえたと思ったら、今度は大きく振ふり上げて。扇おうぎを返すように手首を回すと同時に、肩の力を緩め、今度は低く腰こしを下ろして、深く引いた姿勢からのびやかに剣を掲かかげる。

「これ、普ふ段だんの訓練よりきついかもしれない」

　練習を始めて数日。私は息を切らし、訓練場のベンチに座り込んだ。初夏の太陽が斜ななめに差し込み、石敷じきの床ゆかに濃こい影かげを作っている。

「山育ちじゃ舞まいの心得はないだろうと思ってたけど、ここまでとは。猛もう練れん習しゆうだね」

　ニコロの言葉にはぐうの音も出なかった。息を吐はくように嫌味を飛ばしながらも、小さな手には膨ぼう大だいな数の羊皮紙の束を抱かかえているエース。任務の報告書や訓練の計画、会計処理に、休きゆう暇かの調整……、日々それらをさばく彼には頭が下がる。

「それにしても、あの二人はさすがに疲つかれ知らずね」

　早々にへばってしまった私の前では、底なしの体力を競きそい合うように赤と白のキングが舞まい続けていた。

「……綺き麗れい」

　エーデルワイスが爪つま弾びくハープの音色に合わせ、しなやかに踊るギンレイとウォルター。二人はどちらも伐ばつ葬そう具が剣なので、自分の剣で舞うことになった。ギンレイの真っ直すぐな大剣とウォルターの針のような双剣は、私たちの小ぶりな模造剣とは迫はく力りよくが段違いだ。見慣れた隊服に飾かざり気のない訓練場が背景でもなお、視線を捕とらえて離さない。ぴたりと合った動きは一枚の絵画みたいだった。

「はい、お水」

　スカーレットが水の入った革かわ袋ぶくろを持ってきてくれた。

「ずいぶん上達してきたじゃない。元々動きはいい方だし、あとは拍ひよう子しに合わせることね」

　そう言いながら隣となりに腰を下ろすクイーンは、圧あつ倒とう的な存在感を放つ二人のキングに引けを取らない、いや、彼らを従えるのも納得の、圧巻の舞だった。演目の主役として華か麗れいに駆かけ回りながら、息の乱れ一つない。さすがは大貴族の令れい嬢じよう、踊りは当然のたしなみらしい。

「私はついて行くだけでも精いっぱいで……三人みたいに踊るのは、なかなか」

　思わず弱音を吐くと、スカーレットは首を振った。

「いいのよ、少しずつで。あなたのためになることだわ」

　私のために、か。今のところ、自分が惨みじめなだけなんだけど……。高貴な馬の群れの中に一いつ匹ぴきだけ交ざったイノシシの気持ち。

「そろそろ切り上げましょうか。他ほかの騎士たちが来るころだわ」

　訓練場は四隊の共同施し設せつだから、いつまでものんびり剣舞の練習をしてはいられなかった。午前中はどこの隊も訓練だけど、午後は自由時間だから、ここに来て汗あせを流す騎士も多いのだ。

「じゃあみんなで昼食でも？」

　スカーレットがハートの絵札組に言った。でもせっかくだし、

「ギンレイとエーデルワイスもどう？」

　私は振り返って誘さそった。ギンレイは一いつ瞬しゆんこちらに身を乗り出しかけたように見えたけれど、すぐにいつもの無表情に戻り、

「ああ、悪いが今日はこれから隊舎の保安会議なんだ」

　そう事務的に答えた。エーデルワイスもすまなそうに笑む。

「あ、そう。じゃあ……、また今度」

　仕事があるんじゃ仕方ないけど、誘った手前、ちょっとだけ凹へこむ。挙げかけた手をぎこちなく下ろす私をよそに、ニコロが声をかけた。

「それなら僕もついてっていい？　ハート隊舎の雨あま漏もり、保安委員に報告しとかないと」

「構わないわよ」

　エーデルワイスが答え、ハープを持ち上げた。

「じゃあ、ハートの皆みなさん、また明日」

　ぺこりと頭を下げ、歩き出すエーデルワイス。ニコロも羊皮紙の束を抱えてついて行く。ギンレイは汗を拭ぬぐい、二人に続こうとして、去り際ぎわに一度振り返った。さっきまで隣で舞っていたハートのキングをぴしりと指さすと、

「ウォルター、最後半はん拍ぱくずれたぞ」

「お前こそ、いつになったら爪先の角度が揃そろうんだ？」

　ウォルターも即そく座ざに言い返す。

「誰だれもそんな細かいところ気にしないわよ……」

　エーデルワイスの呆あきれ声が足音と共に消えていった。どうも部下がいないと昔の二人に戻るみたいだ。見てる分には面おも白しろいけど。

　ウォルターが鼻を鳴らして伐葬具を腕に仕舞い、

「じゃ、俺たちだけで食堂に……」

　そう言いかけたとき。

「キング、ここにいたのか」

　ハート隊の下位騎き士しが二、三人駆けてきた。

「決定式の模擬試合の日程についてちょっと問題があってさ」

「スカーレット！　この前の予算申しん請せいなんだけど、見積もりが甘いって突つき返されたわ」

　あっという間に取り巻かれた双ふた子ごは、彼らが差し出した蠟ろう盤ばんや羊皮紙を素早く確かく認にんする。

「なるほどな、すぐ行こう」

「帳ちよう簿ぼを調べる必要がありそうね。用意するわ」

　今にも駆け出しそうな二人に、私は遠えん慮りよがちに声をかけた。

「あの、私も何か手伝おうか？」

「いいえ、大だい丈じよう夫ぶ。疲れたでしょう、あなたは昼食になさい」

「だけど」

「昨日の今日だ。大事を取っとけ」

　気き遣づかってくれるのは嬉うれしいけど……。それ以上言えないでいるうちに、双子は去り、私は一人っきり、取り残されてしまった。

「……まあ、何ができるってわけでもないんだけど」

　隊をまとめる絵札組として、みんな膨大な仕事を抱えている。でも、弱音一つ吐かずに全すべてこなして、剣けん舞ぶの用意までして、その上、私の体調を気にする余よ裕ゆうまで見せられると……、追いすがることもできなくなる。

　みんなのことは尊敬しているし、心強いけど……、どうしたって差を感じちゃうな。

　私も頑がん張ばらないと。でも……、どうやって？

「お、空いたか？」

　そのとき、今度は別のハートの騎士が数人やって来た。めいめい、手に木の棒やおもちゃみたいな弓を携たずさえている。自主練かな？　それにしてはちゃちな装備だ。

「何やってるの？」

　私は模造剣を拾い上げ、尋たずねた。

「何やってるの、だあ？」

　隣の騎士が呆れて言った。

「絵札組さまはのん気だな。まあ、高みの見物じゃ仕方ないか」

「あ、そっか。模擬戦」

　うっかりしてた。序列決定式の一日目に執とり行われる模擬戦。伐葬数の同じ騎士同士が、順位を決めるために一対一で戦うのだ。下位騎士たちにとっては、今後一年間の序列の上下を決める重要な試合。みんなで練習に来たに違ちがいない。

　そばかす顔の騎士が棒切れを肩かたに担かついで、おどけた調子で言った。

「暇ひまなら練習手伝ってくれないか？　ジャックさん」

「え？」

「なんてな。どいててくれ、危ないぜ」

「いいわよ」

　反射的に承しよう諾だくする。騎士たちの方は、私が本気で受けると思っていなかったらしく、虚きよを突かれて目を丸くしていた。

「やろう。相手するわ」

　冗じよう談だんのつもりだったとしても、あっちから声をかけてくれて、純じゆん粋すいに嬉しかったのだ。所在無さを持て余していたところだし、何か隊の役に立ちたかった。それに……、

　──よく考えろ。君の後ろには誰がいる？

　この前のギンレイの言葉が、ずっと頭の奥に引っかかっていたから。

「よし来た。予行演習と行こうぜ」

　騎士たちはにわかに活気づいた。一人が歯を見せて笑う。

「チャンスかもな。あんたを倒たおせば、俺は絵札組と同格ってことだろ？」

「うっ」

　騎士たちはあくまでふざけているだけだって分かってはいるけれど……本来模も擬ぎ戦は直接対決でどっちが強いかはっきりさせるというものなのだから、あながち間違いとも言えなかった。そもそも私はハート隊の誰より伐ばつ葬そう数が少ない。ジャックなのに。こんなの異例だ。

「おいおい、調子に乗るなよ。イノシシとはいえ、曲がりなりにもジャックだぞ」

「一応な」

「ぎりぎりな」

　まあ、こうまでなめられると心外だけど。やっぱりまだ私は絵札組として認められてないのかな。悔くやしい気持ちを飲み込んで、息を吸った。落ち込むほど結果出してないわ。

「ところでイノシシさん、ルールは聞いてるの？」

「うん」

　伐葬数が同数の騎士たちが序列の上下を懸かけて競きそう模擬試合。対薔[image: ら]ばら戦と同じように戦ったら殺し合いになってしまうので、模擬戦では自分の伐葬具と同じ種類の武器をそれぞれなまくらにして──剣なら切れないように、棍こん棒ぼうなら中を空くう洞どうにして軽く、弓なら綿の矢じり、といった風に──使うのだそうだ。加えて、勝敗が分かりやすいように、身体からだの数か所に取り付けられた小さな砂すな袋ぶくろだけを攻こう撃げきすることになっている。相手より早く全部を破った者が勝ち。怪け我がをさせた時点で負けが確定。伐葬具の相あい性しようによっては一瞬で勝負が決まる場合もあるらしいけど、それは運だ。

「だが大おお鎌がまなんて聞いたことないし、あんたのための道具はないなあ」

　槍やりの代わりに木の棒を持った騎士が渋しぶい顔をした。

「いいわ、模造剣これを使うから」

　これなら切れるほど鋭するどくないし、剣舞で持ち慣れたところだから、ちょうどいいだろう。

「噂うわさのイノシシジャックと初対戦か」

「見ものだな」

　はやしたてる騎士たちを尻しり目めに、私は腰こしのあたりに砂袋のついたベルトを巻き、両肩にも砂袋を取り付けた。当日の試合ではもっとたくさん砂袋を付けるけれど、今日のところはこれくらいの装備で臨のぞむ。なにしろ、隊服に砂を付けたままウォルターのそばを通ろうものなら、身だしなみから普ふ段だんの素行へいたるまで、長々とした一代記ばりのありがたいお説教は避さけられないらしいのだ。

　相手の騎士は、粗そ末まつな木製の剣をベルトに差し、指を鳴らした。

「やるからには本気で頼たのむぜ」

「もちろんよ」

　準備体操をしながら首しゆ肯こうする。やるからには、本気で。

　私は重心を落とし、静かに剣を構えた。相手もまた、剣を抜ぬく。

　野次馬たちが面白がってどやす中、審しん判ぱん役の騎士がさっと手を上げた。

「では、試合開始！」




「負けだ！」

　数分後、目の前にはひっくり返ってあえぐ下位騎士の姿があった。

「こりゃ歴然だ。オリヴィアの勝ち！」

　審判が苦く笑しよう交じりに宣言する。

「え？　あれ？」

　私は拍ひよう子し抜ぬけしながら剣を下ろした。気がつけば、あっという間に砂袋を全て叩たたいていた。

　まさかこんなにあっけないとは。いや、相手がとりわけ弱かったというわけではなく……、ほとんど無自覚の内に、身体が動いたのだ。変な感じ。さっきまでの剣舞の練習では、こっちがひいひい言っていたのに。

　剣舞……あ、そうか。

「そういうことだったのね！」

　剣舞の動きって、実戦での体運びの型なんだ。

　腰を低くし、歩ほ幅はばを狭せばめて歩くのは、相手に動きを読まれないようにするため。手首をひねりながら振ふり返るのは、攻撃を躱かわしざまに翻ひるがえって上から刺さすため。これは舞まいなんだと思うから、テンポや見み栄ばえばかり気にして難しかっただけで、身体の方は本能的にその活いかし方を理解していたんだ。実戦の中で、初めてその意味が分かった。

　スカーレットがわざわざ私を剣舞の練習に付き合わせてたのは、そういうこと。

　隊長として上から引っ張るキングに対し、クイーンは細かな気配りで隊を下から支えるのが仕事というけれど……さすがだわ。やっぱりかなわない。私は手を貸されてばっかりだ。

「いやあ、手て強ごわかったな」

　砂まみれになって座り込んだ騎き士しは、悔しそうに首を振った。

「いや、これは実は剣舞のおかげで……」

　白状しようとすると、彼は私を見上げ、屈くつ託たくなく笑った。

「さすがはジャックだ。心強いぜ」

「え？」

　予想外の言葉に、私は驚おどろいた。ひょっこり腰を上げた騎士は、ちょっと気き恥はずかしそうに、

「本気で挑いどんだわけじゃねえよ。この前の任務のときも、お手て柄がらだったじゃないか」

　周りの騎士たちも次々に口を開く。

「訓練の成績も、最初のころに比べれば明らかに上がって来てるよな」

「ああ。まだ無む駄だは多いみたいだけど、うちの隊じゃ誰だれより成長が早い」

「期待してるぜ、切り込み隊長さん」

　重ねられる言葉が光の粒つぶのように降り注ぎ、暗かった心を照らした。思わず緩ゆるむ気持ちをごまかすように、

「で、でも、ウォルターはいつもダメダメだって言うわ」

「あれは要求が高いんだよ」

「ほんと、小言言わせたら一流だもんな。お前は小こ姑じゆうとかって」

　下位騎士たちはがさつに笑い合った。

「今日だって、みんなは仕事で大変なのに私だけ何もやることなくて、だから……」

　なぜだか意地になって言い募つのると、騎士たちは何を言ってるんだって顔で、

「俺たちに付き合ってくれてるじゃないか」

「絵札組としてはこれ以上ない働きだぜ。他ほかの三人には気安く練習付き合ってなんて言えないからな」

「確かに、ニコロには断られそうだし、ウォルターと手合わせなんかしたら殺されそうだ」

「スカーレットは？」

「手合わせする前に威い圧あつ感かんで死ぬ」

　馬ば鹿かみたいな言い合いに、おかしくなって吹ふきだしてしまった。

　上ばかり見て自信をなくしかけていた。でも、頑がん張ばりを認めて、仲間として頼たよってくれてる人たちがいたんだ。それを実感すると、私、ここにいていいんだって思えてきた。状じよう況きようは厳しいし目標は遠いけど、必要とされているのが心から嬉うれしくて。

　下界では……、そう、下界にいたころは、一人でいることが多かったから。父は外国にいて、母は留守がちで……、私はいてもいなくても同じだった。自分の部屋にいるときも、知らない街で迷子になったときのような心細さを抱かかえていた。

　でも私、ここならきっと、迷子じゃない。ここには居場所がある。仲間がいる。

　ずっとこのままでいられたら。そう思いかけて……、待て待てって、自分を止める。

　そういうわけにはいかない。私が頑張っているのは、下界に帰るためなのに。そんなこと、重々承知しているはずなのに。

　そもそも、友達なら下界にもいたのだ。離はなれて暮らしているとはいえ、大好きな父もいる。ログレスの仲間のことはもちろん大事だけど、下界と比べてどうこうという話じゃない。状況が違ちがいすぎるから、見えるものも違うってだけのことだ。

　下界になくて、ここにしかないもの、それは……、

「ん？」

　どうしてここでギンレイの顔が浮うかぶの？

　いやいや、関係ない。でも、こうして部下の騎士たちと前より仲良くなれたのも、元はといえば彼の謎なぞめいた助言のおかげで、だから、……だから？　だから何？　思考がこじれ、出口が見えなくなってきた。

　そのとき、ぐう、と、お腹なかが鳴った。

「イノシシさんは餌えさの時間みたいだ」

　騎士にからかわれ、さすがにムッとする。

「失礼ね、餌って何よ。……でも確かに、昼食がまだだったわ」

「おいおい、昨日ぶっ倒たおれたくせに餌抜ぬこうとするなよ」

「だから餌って言うな！」

　一通り怒ど鳴なると、いよいよお腹が空すいてきた。騎士たちの軽口は心配と受け取っておこう。

「私、食堂に行ってくる。明日あしたも同じ時間でいい？」

　砂すな袋ぶくろのベルトを外しながら問うと、下位騎士たちはみんなして顔を見合わせた。

「練習。付き合うわよ」

「いいのか？」

「うん」

　彼らともっと話をしたかったし、剣けん舞ぶの型を実戦で使ってみたかった。

「助かるぜ」

　助かったのはこっちよ、とは、言わないけど。私は口元を隠かくしつつ、訓練場を後にした。










　翌日。例によって、赤白の絵札組で剣舞練習。

「視線がぶれなくなってきたわね。コツを摑つかんだのかしら？」

「うん、実戦に活かすことを考えたら、動きの意味が分かってきたんだよね」

　昨日の発見を力説すると、スカーレットはぱちぱちと拍はく手しゆした。

「正解よ。思ったより早く気付いたわね」

「厳密には君の伐ばつ葬そう具は鎌かまだから少し勝手は違うかもしれないけど、足さばきや体重移動の仕方なんかは参考になるでしょ」

　ニコロはこちらを見もせず言った。相変わらず圧あつ倒とうされてしまうけど、今日の私は一味違う。

「うん、ありがとう。頑張ってみるわ」

　絵札組のこと、すごいすごいって思ってた。でも、私だってその一員なんだもんね。下位の騎士たちは、私のことも絵札組として信しん頼らいしてくれていた。だから……返さなきゃ。

　今は実力不足でも、人一倍努力して、みんなに追いつけるように。

「やけに張り切ってるな」

　ウォルターは半笑いで言うけど、実際意味が分かってみれば、ただ覚え込もうとするよりもずっと楽しくなってきたのだ。もっと自然に舞まえるようになりたい。三人みたいに、優ゆう雅がに。

「じゃあ今日はこの辺で」

　正午の鐘かねが鳴って、今日の練習はお開きになった。

「え、もう？」

　集中していて時間が経たつのを忘れていた。全身の疲ひ労ろうもどこか心ここ地ちいい。スカーレットはそんな私を面おも白しろそうに見やってから、

「オリヴィア、昼食にする？　今日は付き合えるわよ」

「ううん、パンとチーズ持ってきたの」

　ここに来る前に食堂に寄って、紙で包んでもらった簡易のお弁当。

「あら……何か用でも？」

「うん、まあね。模も擬ぎ戦の練習に付き合ってるの」

「まあ」

　ハートの絵札組は揃そろってこっちを向いた。突とつ然ぜん注目され、私はちょっと身を引く。

「何よ？」

「いや、正直ちょっと驚いた。よい心がけだ。なあ、スカーレット？」

「ええ。いつの間にか部下のことまで気を配れるようになってたのね」

　双ふた子ごは感心するけど、その眼まな差ざしは同どう輩はいを褒ほめるというより、子どもを見る両親のそれだ。これは喜んでいいのか……微び妙みようだ。

「本当、たまには絵札組らしいこと思いつくんだね。誰の差し金？」

　ニコロは相変わらず一言多い。

「頼たのまれただけよ」

　言いつつも、本当のところは図星で、誰かさんの差し金だったりして。視線が自然とギンレイに向かいかけるのを、スカーレットの声が呼び戻した。

「じゃあオリヴィア、夕食のときに会いましょ」

「うん」

　三人は舞台について話しながら去って行く。舞まいの練習だけが準備じゃないのだ。舞台の設営や、飾かざり付け、その後の宴えん会かいの料理の手配まで。仕事は掃はいて捨てるほどある。

　何か手伝いたいのは山々だけど、キャメロットには詳くわしくないから発注一つまともにできない。みんなだってそれをよく知ってるから、無理に手伝わせようともしないし。絵札組なのに、一人だけ役に立てていないのは、やっぱりちょっと歯がゆかった。

「無理するな。また倒れるぞ」

　後ろから急に声をかけられ、びくりと肩かたが跳はねる。

「ギンレイ、まだいたの？」

　驚おどろいて振ふり返れば、そこにはスペードのキングとクイーンの姿。白しろ薔ば[image: ら]ら憑つきは基本的に口数が少なく静かなので、たまに気配がなくなる。

　ギンレイは漆しつ黒こくの瞳ひとみで私をじっと見つめ、何か言いかけて、やめた。代わりに、

「最後の一回」

「え？」

「最後の一回は、悪くなかった。手先の動きまで意識すれば、もっとよくなる」

　言うだけ言って、さっときびすを返し、去って行くギンレイ。エーデルワイスがくすくす笑いながら、影かげのようにそれを追った。

　ギンレイ、見てくれてたんだ。私の舞。

　どうしてだろう。控ひかえめな賛辞が、何より嬉うれしかった。ぎゅっと両手を握にぎる。頑がん張ばろう。

「お、いたいた」

　そこで、下位騎き士したちが練習にやって来た。あれ、昨日より増えてない？

　昨日はいなかった下位騎士たちが、私のそばに駆かけ寄ってくる。

「私にも手合わせお願い！　勝てる気がしないのよ！」

「俺も。二年連続で降格してるから親からの圧あつ迫ぱくがすごくてさ」

「ええっと……」

　思いがけない展開だったけれど、私は引き受けることにした。実戦経験は彼らに遠く劣おとる私だけど、日々ウォルターに鍛きたえ抜ぬかれている自負はある。鬼おにキングに教わったことを思い出しながら、下位騎士たちの練習をちょっと手伝うと、それだけで予想外に喜ばれた。

　考えてみれば、普ふ段だんからキングに手合わせしてもらっている私って、すごく贅ぜい沢たくだったんだなあ。その上、他隊のキングであるギンレイにまで指導してもらったこともある。知らないうちに力がついてるのも当然だ。

　一方で、絵札組なのに、他ほかの隊員のことをあまり知らなかったことにも気づいた。彼らそれぞれの伐葬具やその特とく徴ちよう、得意な攻こう撃げき、弱点……、細かな個性を覚えると、ウォルターがキングとして部下に出す指示の意味も分かってくる。伐葬具の種類ごとに隙すきのない布ふ陣じんを組みながらも、お互たがいの苦手を補い合えるように配備していたんだ。

　じゃあ、私は？

　切り込み隊長として、私は、何ができる？




　そんな調子で数日が過ぎた。普段の訓練に剣舞の練習、その後で下位騎士たちと模擬戦と、かなり忙いそがしくなったけど、やめる気にはなれない。経験でも実力でもまだまだなんだから、二倍練習するくらいでちょうどいいわ。今の私は、むやみにやる気だ。

　だけど、身体からだの方はそうもいかなかったらしい。

「ちょっと、休きゆう憩けい……」

　ある日の午後、息を切らして座り込んだ私は、立ち上がれなくなってしまった。さすがに体力切れみたいだ。体中が熱っぽく、ひどい頭痛でくらくらする。

「おいおい、大だい丈じよう夫ぶか？」

「無理させすぎたかしら、ごめんなさい」

　下位騎士たちが水や布を差し出す。少し休めばよくなるはず……俯うつむき、深く呼吸する私を、けれど、周りは当然心配するわけで。

「おい、誰だれか絵札組を呼んでこい」

「だめっ！」

　私は弱った喉のどが許す限りの大声で叫さけんだ。

「だけどお前……」

「絵札組には迷めい惑わくかけられない。私なんかより三人の方がずっと疲つかれてるわ」

　どんなに忙いそがしくたって、疲れていたって、彼らはきっと、手を貸してとは言わないだろう。いや、実際、助けなしでもしっかり自分の仕事をしている。それだけの能力がある人たちだ。彼らに並び立つために頑張っているのに、助けを求めるわけにはいかないわ。

「休めば大丈夫。みんなには言わないで。忙しくしてるはずよ」

「ああ、今年は剣けん舞ぶ、ハートとスペードが担当だっけ」

「そうなの。演技だけじゃなくて、飾り付けとか設営とか、色々と準備が大変そうなんだけど、なかなか手伝えることがなくて。任せきりになっちゃってる。情けないわ……」

　しょんぼり言うと、下位騎士の一人が、何げなく声を上げた。

「飾り付けか。それならあいつに頼めば？」

　指さす先には、こちらもまた練習中の下位騎士の姿。

「あいつ、確か問屋の息むす子こだぜ。花屋にも伝つ手てがあるんじゃないかな」

「えっ」

　知らなかった。花の手配を手伝ってもらえるかもしれない。早さつ速そく立ち上がりかける私を、横にいた騎士の言葉が止める。

「それで言や、衣い装しようの準備は出来てるのか？」

「衣装……」

　考えたこともなかった。その騎士は呆あきれ顔をしつつ、

「まだだってんなら、うちの母に頼んでやろうか？」

「え、いいの？」

　下位騎士は当然のように頷うなずく。隣となりで別の騎士がニヤニヤした。

「お前んとこのおふくろ、派手好きだもんな」

「いやほんと、舞台衣装みたいな服ばっかり仕立てやがってさ、困ってんだよ、実際。衣装担当で貸し出してやりたいくらいさ」

「それなら、宴会料理担当にはうちの料理人を貸し出したいわ。キャメロット城の質素な飯には飽あき飽きだもの」

「言えてるな。ああ、実家のガチョウ料理をたらふく食べたいぜ」

　目の前で交かわされる会話に、私はハッとした。身を乗り出す。

「その話、もっと聞かせて！」










「まあ」

　翌日。訓練場にはいつものメンバーに加え、ハート隊の下位騎士たちが集結していた。

　そのうちの一人が絵札組に大おお股またでにじり寄り、言い放つ。

「ニコロは頭はいいけど芸術に関してはからきしなんだぞ。こんな奴やつを飾り付けに関かかわらせるなんて、絵札組は何考えてるんだ」

「失礼だな。君たちの感性が僕に追いついてないだけだろ」

　ニコロは不服そうだ。ただし彼の画力については私含ふくめハート隊では見解が一いつ致ちしている。あれはセンスとかそれ以前の問題だ。きっと頭脳の代わりに犠ぎ牲せいになったのだろう。

　むくれるエースは置いておいて、隊のみんながめいめい声を上げる。

「世話になってる花屋があるから、予算を教えてくれれば手配するぜ」

「宴会は仕切らせてもらおう。ログレス最高の料理人を呼びよせるから期待してろよ」

「ハープの独奏じゃ寂さみしいだろ。リュートは俺に任せてくれよ」

「縦笛には腕うでに覚えがあるの」

　次々飛び出す申し出に、絵札組はきょとんとしている。スカーレットが控えめに口を開いた。

「協力してくれるのは嬉しいけれど、あなたたちも模も擬ぎ戦の練習で忙しいんじゃないの？」

「そりゃこっちの台詞せりふだ」

　うんうん。のん気に頷いていると、突とつ然ぜん下位騎士に手を引っ張られた。

「え、何？」

　突然引きずり出され、絵札組の前に躍おどり出る恰かつ好こうになった私。あたふたしていると、後ろから騎士たちがはやしたてた。

「あんたたちだって忙しいんだろ？　少しは手伝わせてくれよ。……って、どこかのイノシシジャックが言ってたぜ」

「いや、え？」

「なるべく仕事を分散させて、得意なことは得意な者にやらせれば、絵札組の負担も減る。って、イノシシが」

「あの」

「要するに私のことも頼たよってほしいの、って、イ……」

「ちょっと！　もういいから！」

　騎士たちの口から本音をだだ漏もれにされ、私は真っ赤になってわめく。距きよ離りが縮まったのはいいけど、前より余計おもちゃ扱あつかいされてない!?

「オリヴィア、悪かったわね。気を遣つかわせたかしら」

　スカーレットが金きん髪ぱつをかき上げ、私を見下ろした。私は首を横に振ふる。

「ううん」

　下位騎き士したちの言ったことは、だけど、本当だ。

「役に立ちたいの。みんな忙しそうなのに、私一人、訓練しかすることがないなんて……」

「何言ってるんだ、お前はそれでいいんだよ」

　ウォルターが当然のように言った。

「お前は切り込み隊長だ。出動がないときは訓練するのが仕事なんだ」

　くすんだ緑の目に見み据すえられる。あくまでキングとして、部下の役目を再確かく認にんするように。

「お前が練習を積んで実力をつけてくれれば、隊も助かる。気にせず訓練しろ」

「だけど……」

　たしなめられたようで少ししょげると、ウォルターは困ったように笑った。

「叱しかってるわけじゃない。気に病やむことはないと言ってるだけだ」

　そして優やさしい声で、

「助かった。お前は十分役に立ってるよ。ありがとう」

「！」

　褒ほめられ慣れていないので、言葉に詰つまる。胸の奥にじわじわと温ぬくもりが滲しみ上がってきて、

「……えへへ」

　単純だけど、つい頰ほおが緩ゆるんでしまった。ふにゃりと砕くだけた笑え顔がおのまま、背の高いキングを上目に見上げると、

「……何？」

　ウォルターは口元に手を当ててそっぽを向いた。

「なんでもない」

　そして何かをごまかすように言った後、怒おこったように私の頭に手を乗せ、そのまま髪かみをがしゃがしゃやる。

「わわっ」

　ウォルターはそれで気が済んだのか、空気を変えるように首を回した。集まった下位騎士たちに視線をやって、息をつく。

「協力ありがとう。お前たちにも仕事を振り分けよう」

　そして付け足しのように、

「しばらく忙しくて忘れちまってたよ。ハート隊にはたくさん部下がいたんだな」

「失礼なキングだぜ」

「解任だ解任だ」

「序列上げろ」

「女性騎士を増やせ」

「黙だまれ、調子に乗るな！」

　面おも白しろがってわめく下位騎士たちに、ウォルターはいつものように怒ど鳴なりつける。ああもう、どうしていつもこうなってしまうんだろう。私がげんなりしながら輪に加わろうとすると、

「ああ、駄だ目めよ」

「え？」

　スカーレットが手を引いて、私を無理やりベンチに座らせた。

「あなたは、今日はお休み」

「え、でも」

　ニコロが隣にどっかと腰こしを下ろした。さっとこちらに手を差し出しながら、無表情で言う。

「聞いたよ。昨日ぶっ倒たおれたんでしょ。あと右足捻ねん挫ざしてるね。隠かくしてるつもり？」

　彼の手の上には、ご丁てい寧ねいに軟なん膏こうの入った乳にゆう鉢ばち。ぜ、全部ばれてる……。

「恐おそれ入ります」

　ぺこりと頭を下げる私に、ウォルターはキングとしてきりりと命令を下した。

「イノシシ娘むすめ、お前は明日あしたまで休養だ」

「はあい……」

　結局三人には勝てない。だけど、前みたいに差ばかり感じるわけではなく、対等に大事にされているんだって身に染しみて思うから、心はぽかぽか温かかった。

　そこで、私の耳に軽い笑い声が届いた。

「ハート隊は賑にぎやかでいいわね」

　綿毛のような銀髪を揺ゆらすエーデルワイスの横で、黙って見ていたギンレイが肩かたをすくめる。規律正しいスペード隊は、こんな風に上司と部下の距離ゼロでふざけ合ったりしない。特にギンレイは部下にも常に厳しく、人を寄せ付けようとしないから、自隊に戻もどってもいつも一人だ。その態度には意味があることを、私は知っているけれど……。

「あなたもハートのキングさんくらい、隊の部下と仲良くしてほしいものだわ」

　エーデルワイスはギンレイにさらりと言ってのけた。何もかも見み透すかしたような口ぶりに、さしものギンレイもちょっと虚きよを突つかれたようだ。深くため息をつくと、

「あれはなめられてるって言うんだ」

「聞こえてるぞ！」

　ウォルターの声が鋭するどく飛んだ。







[image: Ⅱ　疑いと迷いと]




〈湖の騎士〉は〈永遠の王〉の腹心の部下だった。円えん卓たくの騎士の中でも最も腕うでが立った騎士。〈永遠の王〉を尊敬し、忠誠を誓ちかう一方、親友でもあった。けれど、

「不義の恋こい？」

「〈金の女王薔[image: ら]ばら〉は〈永遠の王〉の妻だったけれど、隠れて〈湖の騎士〉をたぶらかし、心を奪うばってしまったそうよ」

　眩まぶしく陽光を反射する白い床ゆかの上、模造剣けんを煌きらめかせながら、スカーレットは言った。右上から左下へと、飛ぶ鳥のように美しく剣をさばき、

「思えば最初の裏切りね。これを機に円卓の騎士たちの絆きずながほどけ、〈永遠の王〉の確固たる地場は崩くずれた」

「へえ……」

　剣けん舞ぶの第二場は、〈湖の騎士〉と〈永遠の王〉の信しん頼らいと裏切りを描えがいている。最初こそ二人の動きがぴたりと合い、楽しげに同じ型で舞まうものの、やがてまるで正反対の動きをするようになっていく。そして鏡のように左右逆の動きで舞った後、〈永遠の王〉が膝ひざを折ったのを合図に、〈湖の騎士〉は退場する。

「〈湖の騎士〉に反旗を翻ひるがえされて、〈永遠の王〉が心に負った傷は大きかったようね。腕は鈍にぶり、以前のような勇姿を見せることはなくなった。その後の展開はご存じの通りよ」

　弱った〈永遠の王〉は……、味方だと思っていた騎士・〈反逆の子〉に殺される。

「……ああ、違ちがう。そこは左足が先なの」

「あっと」

　話に集中していて足さばきが追い付いていなかった。左足を先に出して、次の動きを思い出しながらも、頭は別のことを考え始める。

「でも……何だか変」

「何が？」

「〈金の女王薔[image: ら]〉の目的は何なんだろう。〈永遠の王〉が憎にくくて薔[image: ら]戦争を起こしたのなら、いつまでもログレスの人を襲おそう必要はないのに。だってもう〈永遠の王〉はいないのよ」

「オリヴィア、あなたって本当に変なことを考えるのね」

　スカーレットは動きを止めると、

「理由はどうあれ、〈金の女王薔[image: ら]〉は人間を襲うし、私たちはそれを阻そ止ししなきゃならない。よくって？」

　説き伏ふせるように言いながら剣を下ろし、ぐるりと辺りを見回す。

「それにしても、大所帯になったものね」

　見やれば、訓練場にはたくさんの騎き士しが集まっていた。本番はここが剣舞の会場になる。木材で舞台を組んだり、演奏の打ち合わせをしたり……、忙いそがしく動き回る騎士たちは、けれど、昨日とは違い、ハート隊だけではなかった。

「まさかスペード隊が手伝ってくれるとはね」

　ニコロが羊皮紙から顔を上げて言った。実を言うと、騒さわがしい訓練場の様子を、白薔[image: ら]隊も気にしていたらしい。少し声をかけたら、意外にも簡単に釣つれた。もっとも、

「赤薔[image: ら]に任せてちゃ儀ぎ式しきが台無しになりかねん！」

　どうにも見かねて手を貸した、というのが本音のようだけど。

「ご挨あい拶さつだわね。何か問題があるの？」

　ぶつぶつと小言を零こぼすスペードの騎士たちにスカーレットが問うと、

「君たちは馬ば鹿かなのか。この配置じゃ西日が真っ向から当たってまともに舞まいを見られなくなるだろ。少しは頭を使え」

「舞台も、打楽器の音が目立ちすぎる。奥に段を用意すべきだ」

「このガバガバな設計図を引いたのはどこのどいつだ？　君らは足し算も出来ないのか？」

　どっと噴ふき出す不満の嵐あらしに、こちらはほーっと感服するばかりだ。

「お礼といっては何だけど、実家の蜂はち蜜みつ酒、スペード隊におすそ分けしましょうか？」

　スカーレットがこれに乗じて残品処理しようとするのを、

「結構だ」

　そばで聞いていたギンレイが阻止した。ため息をつき、

「全く、ハート隊は本当に勢いだけだな。指揮者の顔が見てみたいよ」

「俺を呼んだか」

　ウォルターがギンレイの肩に肘ひじを置いた。

「文句があるならお前も手伝えよ」

　重そうな木材を指さされ、不服そうなギンレイ。

「世話が焼ける……」

　気の置けないやりとりに、スペード隊の騎士たちは興味津しん々しんといった面おも持もちだ。ここ二年話もしなかった二人だから、スペード隊の部下たちもびっくりしているのだろう。そう言えば、部下の前でこんなに打ち解けているのは初めてかもしれない。最近は両隊の絵札組だけでいることが多かったから、気が緩ゆるんでいたのかも。ギンレイは生なま温ぬるい眼まな差ざしに気づいたのか、ウォルターの手を振ふり払はらった。そしてムッとしながら部下に声をかける。

「君たちも君たちだ。どこの雑草にそそのかされたか知らないが、キングとして命令したわけではない。別に手伝う必要はないんだぞ。訓練で疲つかれている者もいるだろう」

　なんだかんだで気き遣づかっているのが誰だれにだって分かる。スペード隊の騎士たちはいつも通り、ただ黙だまって聞いていたけれど、手伝うのをやめて帰る気はなさそうだった。

「せいぜいハート隊に馬鹿をうつされないことだ」

　不満そうにそう言い捨て、木材を担かついでウォルターと去って行くギンレイ。その姿を見やり、スペードのエース・フラウが元々細い目をいっそう細めた。

「キングはああ言ってますがね、実際、呼んでくれてよかったですよ」

「え？」

　男性騎士の中でもかなり上背があるフラウを、ぐっと顎あごを持ち上げて見上げる。彼は興味が尽つきないといった様子でギンレイの観察を続けながら、

「うちのキング、案外よく喋しやべるんですね。今まで知りませんでした」

「みんな面白がってるんだろ」

　そう続いたのは、スペードのジャック・バルザック。彼は私とは違って、切り込み隊長らしくがっしりと鍛きたえられた体つきだ。

「無関心キングなんて言われてたのに、最近ちょっと柔やわらかいよな。あの人に任せときゃ問題ないと思ってたが……、手伝いに来て正解だったかもしれん」

　私はちょっと嬉うれしくなった。ギンレイ本人はどう思っているか分からないけど……、みんなにも、本当のギンレイを分かってほしいから。冷たいだけの人じゃないんだよって、一人の方が好きなわけじゃ、ないんだよって。

　隊の仲間との距きよ離りが縮まって、私は嬉しかったから。できることなら、ギンレイにも……、

「たいそうな浮うかれようだな」

　そのとき、急に割り入った低い声に、ぴりりと緊きん張ちようが走った。ざわめきがさっと引き、その場にいた騎士たちが一いつ斉せいに頭を下げる。私も慌あわててそれに倣ならった。

「親おや父じ、兄貴？」

　ウォルターがいぶかしげに声を上げる。

　和なごやかな雰ふん囲い気きを瞬またたく間に追い払ったのは、ウォルターとスカーレットの父のメイディランド卿きよう、その長男で双ふた子ごの兄であるコンラッド卿。二人とも円卓の騎士だ。

「何しに来たの、お兄様？」

　スカーレットが尋たずねると、コンラッド卿は皮肉っぽく答えた。

「これだけ騒がしくしといて、ずいぶんな言いようだな。業務妨ぼう害がいだぞ」

　円卓の騎士たちはここしばらく会議漬づけだと聞いている。先の一件での内通者探しで荒あれているらしい。けれど結局、犯人を突つき止められてはいないってことは、メイディランド卿の表情を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「あら、会議のお邪じや魔まだったかしら。わざわざご足労くださるとはね」

「爺じい様たちがうんうん唸うなってるだけの会を会議と呼ぶなら、だがな」

　案の定、双子は辛しん辣らつだった。コンラッド卿にこんな風にずけずけ言えるのはこの二人くらいだろう。

「聞かなかったことにしてやる」

　コンラッド卿の方は、慣れているのか面白がって眉まゆを上げただけだったけれど。

「それに、進展がないわけでもない」

　けれど直後、意味深長なことを口走る。ウォルターの表情が変わった。

「兄貴、今なんて？」

「コンラッド、余計なことを言うんじゃない」

　相変わらず厳いかめしい顔つきのメイディランド卿がたしなめた。

　赤薔[image: ら]ばら憑つきの重じゆう鎮ちん・メイディランド卿。常に威い圧あつ的な上、白薔[image: ら]嫌ぎらいで有名だ。案の定、訓練場に群がるスペード隊の騎士たちを忌いま々いましげに見やりながら、改めて尋ねる。

「ウォルター、これは何の騒ぎだ？」

「序列決定式の準備ですが」

　ウォルターは後ろで手を組み、厭いとわしそうな顔で答えた。

「準備ね……」

　招かれざる客は、しかし額の皺しわをより深く刻み、

「何か勘かん違ちがいしていないか？」

　ひときわ低い声で言った。ずっしりとのしかかられるような圧がかかる。

「序列決定式は重要な儀式だぞ。のん気なお祭りだと思っている輩やからがいるようだな」

　遠まわしに咎とがめたてられて、私の心は一いつ瞬しゆんで凍こおりついた。

「これは騎士としての栄えい誉よを懸かけて戦う祭事だ。仲良しこよしも結構だが、序列を競きそい合う者同士だということ、ゆめゆめ忘れるな」

「だけどお父様」

「スカーレット」

　言い返そうとしたクイーンを、長ちよう兄けいコンラッド卿が止める。次男の方は黙り込んでいた。

「白薔[image: ら]隊まで悪ふざけか。こんなことをしている場合かね？」

　品定めするようなメイディランド卿の視線は、たっぷり寄り道しながら白薔[image: ら]の王まで辿たどりついて、そこで止まった。ギンレイはすらりと背筋を伸のばし、いつも以上に冷ややかな表情で見返す。感情のない暗い瞳ひとみ。光など、とうの昔に失なくしてしまったような。

　ギンレイとメイディランド卿。二人の因いん縁ねんは深い。

　というのも、ギンレイは元々メイディランド夫妻の養子だったけれど、今は書類上、長兄コンラッド卿の庇ひ護ご下にある。メイディランド卿は、妻の死後、彼を養子にし続けることを拒こばんだらしい。ただ、それも無む慈じ悲ひだと責められない理由がある。

　メイディランド夫人は孤こ児じだったギンレイを拾い、養子にした恩人だけど……、二年前、ギンレイの目の前で薔[image: ら]に取り込まれてしまった。ギンレイは現場にいながら、彼女を守れなかったのだ。そしてそれっきり、薔[image: ら]を伐きるのをやめてしまった。

　こんなことをしている場合なのか。卿がその言葉の裏に、一体どれだけの思いを込めているのか。それも分からないでもなかった。

　でも。

　ギンレイだって言い返したいはずだ。薔[image: ら]を伐らないのには、いや、伐れないのには、理由があるんだって。どれだけ糾きゆう弾だんされても弁明を飲み込んで沈ちん黙もくを貫つらぬき通したまま、もう二年。次男のウォルターとは打ち解けたと言っても、すぐに元の関係に戻もどれるわけがなかった。

　一いつ触しよく即そく発はつの雰囲気。空気が張りつめたそこに、

「こんなところにいたんですか、メイディランド卿！」

　突とつ然ぜん、場違いな明るい声が割り込んできた。

「いやはや、楽しそうだねえ！　今年の剣けん舞ぶは期待できそうだ」

　みんなが重い静せい寂じやくに沈しずむ中、ニコニコしながらやって来たのは円えん卓たくの騎き士しの一人、赤薔[image: ら]憑きのラヴァグルド卿だ。茶色い髭ひげをさすりつつ、周りの騎士たちに声をかける。

「今回の模も擬ぎ戦は何戦あるんだね？　準備は進んでるかい？」

「ラヴァグルド卿」

「本隊を退たい役えきしてからもう長いが、毎回この時期になると心が躍おどってね……」

「ラヴァグルド卿！」

「ああ、すまない。お話し中だったかな」

　コンラッド卿に肩かたを摑つかまれて初めてはっとするラヴァグルド卿。やっぱりズレている。

「だがその……円卓の騎士方は皆みな会議室にお揃そろいですよ。我々も早く行かねば」

　一気に揺ゆらいだ空気に、メイディランド卿は咳せき払ばらいする。

「なんにせよ、お遊びはやめることだ。馴なれ合っていては上に行けない」

　争いを煽あおるような言い方にはカチンと来たけれど、

「今日出動の鐘かねが鳴らないとも限らないんだぞ」

　そう言われては反論の余地はない。メイディランド卿はふんと鼻を鳴らす。

「もっとも、君らには出動があった方が嬉しいか。なにしろ序列変動の目前だ」

「父上、言いすぎです」

　コンラッド卿がすぐに咎めたものの、起き爆ばく剤ざいとしては十分だった。本気じゃないだろう。からかいながら発破をかけたのだ。それでも、たちどころに、今ここに立つ騎士がみんなライバルになったのを肌はだで感じた。もし今薔[image: ら]障が起これば……、たった一戦でも、徽き章しようの数はまだまだひっくり返る。

　メイディランド卿は自分の言葉の確かな影えい響きよう力に満まん悦えつした後、

「薔[image: ら]を伐れ」

　改めて命じた。それは薔[image: ら]騎士ならば当然のこと。言われるまでもない。だからこそ、分かる。その言葉はこの場に立つ数多くの騎士たちを素す通どおりし、たった一人に向けられているのだ。

「私は何か間違ったことを言っているかな、ギンレイ？」

　無言のうちに、視線が集まる。

　この場で唯ゆい一いつ、薔[image: ら]騎士の使命を拒きよ否ひし続ける白薔[image: ら]の王。

　けれどその薄うすい唇くちびるは、長く重い息を吐はいたきり、声を発することはなかった。

「しばらくお前の戦いぶりを見させてもらう。それを言いに来たのだ」

　メイディランド卿はそう言い捨て、マントを翻ひるがえして去って行った。










　ひんやりした梯はし子ごに、靴くつ跡あとがあった。やっぱり、いる。私は大きなステンドグラスをふり仰あおぐと、腕うでまくりして、その梯子を上った。

「ギンレイ」

　礼拝堂。説教台の奥の梯子を上ると、外に出られる扉とびらがある。ステンドグラスを磨みがくための足場だ。前にギンレイが教えてくれた、彼の秘密の場所。

「ここにいるんじゃないかと思った」

　案の定そこにいたギンレイは何も言わずに振ふり返り、柵さくにもたれた。夜風が黒くろ髪かみを攫さらい、気ままに揺らす。来るなとは言われなかったので、私は静かに近寄り、隣となりに立った。彼がさっきまでしていたように眼下の景色を眺ながめる。日中は汗あせばむ陽気でも、夜風が吹ふけば暑さも退ひいて、ずいぶん過ごしやすい。しばらく二人とも何も言わなかった。

[image: ]

　柵を握にぎり込み、さっきの一幕を思い出す。

　あの後、みんななんとなく準備に身が入らず、そのうちに流れで解散になってしまった。一度昂たかぶった気持ちは、醒さめるとき驚おどろくほど速い。あんなに楽しく和なごやかに準備していたのに……、突然冷や水を浴びせられて、心臓がきゅっと縮んだみたい。

　メイディランド卿きようの叱しつ責せきが残した爪つめ痕あと。

　──薔[image: ら]ばらを伐れ。

　何百回命じられても、そうできない理由が、ギンレイにはあった。

　メイディランド夫人。ウォルターとスカーレットの母で、ギンレイの恩人。二年前の一級薔[image: ら]障で薔[image: ら]に取り込まれてしまった。ギンレイはそれっきり薔[image: ら]を伐ることをやめてしまったけれど……、それはそのときに〈金の女王薔[image: ら]〉がギンレイにかけた呪のろいのせいだ。

　──お前が百本目の薔[image: ら]を伐るとき、〈次代の王〉は死ぬ。

〈金の女王薔[image: ら]〉を倒たおし、ログレスを薔[image: ら]障の脅きよう威いから救う者、〈次代の王〉。自分が薔[image: ら]を伐れば、その〈次代の王〉が死ぬという予言を受けて……、ギンレイはその日から、薔[image: ら]の心花を一個も落としていない。訓練もするし任務にも出向く、でも、頑かたくなに心花は伐らず、部下に譲ゆずる。その理由を、ひた隠かくしにしたまま。

　円卓の騎士たちの憤ふん懣まんももっともだ。ギンレイは本来、薔[image: ら]騎士団最強の騎士。いつまでも剣を封ふうじたままでは、周りは納なつ得とくしない。だけど、

「……予言のこと、みんなに言えば？」

「言えるわけないだろう」

　長い間日ひ陰かげで踏ふみ固められ、氷と化した古い雪のように、硬かたく決然とした口ぶり。

〈金の女王薔[image: ら]〉の呪いのせいで、自分の存在が周りに災わざわいをもたらすと考えていた彼。いや、今でもそう考えているのかも。大事な人を守るために、一人でいると言った。そんな悲しいことを、もう言わせたくない。

　私は一歩、踏み出した。

「まだ誰だれかと近づくのが怖こわい？」

　ギンレイは答えなかった。

「でもスペード隊のみんな、前よりあなたのこと怖がってないわ」

「誰かさんのせいでな」

　彼はふと、綿雪のような笑えみを零こぼした。私はちょっと唇を嚙かむ。私、やっぱりその顔に弱い。

「ギンレイ」

　何かしてあげたい。何か……。

「なんだ？」

「あのね、考えたの。ギンレイは今、伐ばつ葬そう数、九十七よね」

　確かスカーレットがそう言っていた。百まではあと少し。だけど、

「考えようによっては、あと二本は伐きれる」

　百本に達しなければ、呪いの条件は満たされない。九十八本目と九十九本目の薔[image: ら]は、伐っても大だい丈じよう夫ぶってことでしょう？　そりゃ、躊躇ためらいはあるだろうし、怖いとも思う、だけど、

「せめて一本でも伐れば、円えん卓たくの騎き士したちもいったんは溜りゆう飲いんを下げられるんじゃない？」

　名案だと思って、顔を上げる。でも……、

「……ギンレイ？」

　闇やみの中に浮うかんでいたのは、苦しそうな顔だった。馬ば鹿かにしているのでもなく、冷ややかにはねつけるのでもなく……、悲しみを無理やり押し殺しているような表情。今すぐ手を伸のばさないと、張りつめた糸が今にも切れてしまいそうな。

「大丈夫？」

　思わず踏み寄ると、ギンレイは逃にげるように身を引き、さっと目をそらした。

　彼はゆるゆると息を吐いた。柵に身を預け、長い前髪を手で払はらう。そして何かをごまかしたような調子はずれの間の後に、急にこちらを向き、こんなことを尋たずねた。

「オリハ、下界はどんなところだ？」

「え？」

　動どう揺ようしたのは、突とつ然ぜん不自然に話題を変えられたからというより、むしろ、その言葉が一いつ瞬しゆん理解できなかったから。下界。まるで長い間頭から消えていたみたいに、ほとんど懐なつかしい響ひびきだった。混乱する。忘れてたわけじゃないのに。即そく答とうできて当然なのに。

　それでも彼は答えを待っているので、

「そうね……」

　言いよどみつつも、無理やり頭を働かせる。考えてみれば、ここに来てから下界の暮らしについて話すのは初めてかもしれない。

「ここよりも便利よ。説明が難しいけど……馬がいなくても遠くへ行けるし、市場まで出向かなくても物が買えるわ。料理ももっと美味おいしいし」

　なんて茶ちや化かした後、大きく息を吸い込んだ。

「それに、夜でもこんなに暗くない」

　目の前には、夜に沈しずむキャメロットの城下街。下界ではありえないほどの闇の深さ。でも不思議と怖くはない。銀の砂のように降り注ぐ星の光がこんなにも心を鎮しずめるなんて、私、ここに来るまで知らなかった。

「学校に行けば友達がいるけど……母は忙いそがしくてあんまり会えない」

　胸が痛む。ついこの間までそこにいたと思えないくらい、遠く、遠くに来てしまった。

「パパは優やさしいわ。だけどすごく遠くに住んでるの」

　ずっと、寂さみしかったの。さすがにそんなこと、言えないけれど。

　でも、自分がこんなに寂しがり屋だったなんて、ここに来て初めて気づいた。ギンレイの前で泣くまで、独りぼっちがどんなに辛つらいか、自覚しないようにしていたから。

　だから意地を張って、父の家を飛び出して、

　そして、火事。

　あの真っ赤な火を思い出す。父の家。緑の屋根に、黄色いオンボロ車。広い庭の生け垣がきが綺き麗れいだった。でもそんな光景も全部、業ごう火かの記き憶おくで覆おおい隠かくされていく。父は……、私を心配していただろう。いつ帰って来るのかって、気を揉もんでいただろう。

　私、父に謝りたい。無事を確かめたい。そのためにも、下界に帰らなきゃならない。

　だけど……、

「帰りたいか？」

　そう尋ねられて、どうしてこんなに胸が痛むの？

「オリハ？」

「あ、えっと……、うん。帰りたい」

　噓うそはついていないはずなのに、罪悪感の薄うすい刃はが音もなく心に傷をつけた。

「帰りたいわ」

　言い訳するように言葉を重ねると、ギンレイは少し間を置いてから、

「じゃあ、君はそれだけ考えてろ。他ほかのことは気にするな」

「だけど、ギンレイ」

　けれどギンレイはそれ以上言わせなかった。柵さくから体を離はなし、

「訓練場に行こう。暇ひまなら練習に付き合ってくれ」




　剣けん舞ぶの第三場は〈永遠の王〉と〈反逆の子〉との舞まいだ。

　ぎりぎりまで仲間のふりをしておいて、あるとき不意をついて〈永遠の王〉に牙きばをむいたという〈反逆の子〉。謀む反ほんを悟さとった〈永遠の王〉の驚きと悲しみが描えがかれる。二人は剣を交かわし合い、〈永遠の王〉は舞台の端はしに追いつめられる。そして最後に〈永遠の王〉は剣を地面に置き、一人で舞まい始める。

「剣舞なのに、最後は剣を持たずに踊おどるのね」

「〈永遠の王〉の悲しみを表す短い舞だ」

　ギンレイの練習なんだから、私が踊る意味はないんだけど……そう思いつつも、彼に指示された通りに身体からだを動かす。

「胸を反らして腕うでをもっと上げろ。それじゃ観客から顔が見えない」

　ギンレイが私の手を取って引き上げた。つんのめりそうになって、慌あわててバランスを取る。

「わ」

　顔を上げると、思ったより近い位置に顔があった。こちらを見下ろす美しい顔。愁うれいを帯びた真っ黒な瞳ひとみは闇に溶とけ込むようで、私の身体は麻ま痺ひしたみたいに動かなくなる。

「……そうだ。この高さを覚えろ」

　ギンレイはぱっと手を離し、顔をそらした。私は唾つばを飲み込みながら、おずおず頷うなずいた。

「三拍ぱくおいて振ふり返って、右手から退場する」

　ギンレイは長い指で動きを示した。〈永遠の王〉の退場、つまり彼の死。伝説では、〈永遠の王〉は〈反逆の子〉に殺されて……、

「湖の向こうに旅立つのね」

　舞台上には一人〈反逆の子〉だけが残される。悲しい場面だけど、これってなんだか、

「〈反逆の子〉が〈永遠の王〉を見送ってるみたい。寂しそうだわ」

「何を馬鹿なことを。〈反逆の子〉が〈永遠の王〉を殺したんだぞ」

「うん。……それでも」

〈反逆の子〉が勝利に酔よいしれる歓かん喜きの場面にしては、あまりにも物悲しくて。まるで〈反逆の子〉が、〈永遠の王〉との別れを惜おしんでいるかのように見えた。

　あるいは、そう思いたかったのかも。

　いつか……、私が下界に帰ることになったら、そのとき、ギンレイはどんな顔をするんだろう。寂しいと思ってくれるだろうか。思ってくれたら、いいな。でも同時に、それって嫌いやだ。一生分の孤こ独どくを味わってきた彼に、これ以上、寂しい顔をさせたくない。だから……、

「どうした。何を考えてる？」

「別に」

　一人で勝手に矛む盾じゆんを深めてるだけ。

「変な奴やつだな」

　ギンレイは言いながら、そっとこちらに手を伸ばした。びくりと大げさに肩かたが跳はねる。ギンレイは少し驚おどろいて、その後くつくつ笑った。

「な、何よ」

　彼は私の髪かみを一束すくった。毛先が隊服のボタンにひっかかっていたのを気にしてくれただけだ。なのに髪の先まで神経が通ったみたいにぴりぴりするような気がする。

「何もしやしない」

　そう言いつつなかなか髪から手を離そうとしない。彼は今何を考えてるんだろう？　もう一度尋ねても、また意味なんてないって答える？

「もう避さけないのか？」

「避けた方がいいの？」

「どうだろうな」

　ギンレイは曖あい昧まいに答え、手を離した。

　頭はしっちゃかめっちゃかだけど、その表情を見ると、何もかもいったん保留したくなる。いつまでも浸ひたっていたい清らかな浅あさ瀬せみたいな、温かい波。半分冗じよう談だんって顔で、無む邪じや気きに素す足あしを晒さらして。でもたぶん本当は、危あやういひたひたの縁ふちを歩いているのだ。その先に滑すべり落ちるともう戻もどれないぎりぎり、の。

　私、本当は。私がログレスを去りたくない本当の理由は、きっと、

「オリハ」

　ぱちりと瞬まばたきする。

「もう帰ろう。ここは冷える」

　だから、またこんな風にそっけなくされてちょっと傷つく一方で、安心している自分もいる。

　本当の気持ちに気づいたら、私、戦う意味を見失いそうだから。










　数日後、雨のそぼ降る陰いん鬱うつな朝。メイディランド卿きようの言葉は現実になった。

　カンカンカンカン！

　キャメロット城に鐘かねの音が響ひびき渡わたる。出動要よう請せいだ。二級薔[image: ら]ばら障の群生。この前と同じだ。即そく座ざに装備を整え、隊舎を駆かけ出る。

　騎き士したちが素早く馬車に乗り込んでいく間、情報整理のため赤白の絵札組が集まった。

「アレク西地区か……近いな」

　スペードのジャック・バルザックが唸うなる。地図を見せてもらうと、キャメロットの外がい壁へきを出てすぐの地域だった。

「先の一件以来、地じ盤ばんが緩ゆるんでますね」

「どういうこと？」

　防具を調整しながら私が尋たずねると、フラウが説明してくれた。

「薔[image: ら]の根が太くなって来てるってことです。キャメロット周辺の地下で」

「薔[image: ら]の根が……」

　薔[image: ら]はそれぞれ別個体だけど、根は地下で緩やかに繫つながっている。近きん郊こうで薔[image: ら]障が頻ひん発ぱつすれば、それに誘ゆう発はつされて芋いもづる式に薔[image: ら]障の起こりやすい環かん境きようになるのだ。フレミングが蒔まいた種のせいで、キャメロット城壁内で小規模な薔[image: ら]障が何回も起きた。この前の大規模な薔[image: ら]障だって、連れん鎖さ反応の一部だ。だから、キャメロット城の周りでは今……、

「薔[image: ら]障が起きやすくなってるってこと？」

「〈金の女王薔[image: ら]〉がキャメロットに近づいてきている、とも言えるでしょうね」

〈金の女王薔[image: ら]〉にとっては、攻せめやすい地域をキャメロットの近くで広げているということ。音もなくじわじわ忍しのび寄る〈金の女王薔[image: ら]〉の脅きよう威いを想像し、私はぞくりとする。

「なんにせよ急ごう」

　雨が強くなってきた。ウォルターの一言で、私たちも馬車に乗り込んだ。




　二級薔[image: ら]の群生。人の背せ丈たけを超こえる巨きよ大だいな薔[image: ら]が、子薔[image: ら]を引き連れて村中を覆おおっている。

　とはいえ、この前のエンジェル地区に比べればまだ状じよう況きようはましだ。今回の薔[image: ら]障は範はん囲いは広いものの動きが遅おそいから、村の人々は領主の屋や敷しきに早々に退たい避ひしている。私たちは無人の村で、薔[image: ら]を伐きり尽つくすだけ。

　ただ、雨だ。薔[image: ら]は火事と違ちがって、水をかけると生長が進んでしまう。早いうちに刈かり取らないと、村人たちは次の晴れ間を見る前に故郷を永遠に失うことになる。都合の悪いことに、雨の勢いは強くなる一方だ。隊服が濡ぬれて身体にまとわりつく。

　薔[image: ら]騎士たちはめいめい、手に伐ばつ葬そう具を召しよう喚かんした。私も右みぎ腕うでに意識を集中させると、手首から赤い薔[image: ら]が顔を出し、棒のように蔓つるを伸のばす。やがてその先に湾わん曲きよくした刃はが現れ、花や葉は複雑な彫ちよう刻こくに変わって沈しずみ込んで行き……数秒後には、私の右手には銀の大おお鎌がまが光っていた。

　ニコロが村の詳しよう細さいな地図を指さした。

「先発の調査隊によれば、火元は明らかにこの家。馬ば鹿か正直に放射状に根を伸ばしてるみたいだね」

「親薔[image: ら]は確実に赤でしょうね」

　フラウが冗談めかして言った。確かに考えなしに真正面から突つっ込むのは赤薔[image: ら]の癖くせだ。ただ、子薔[image: ら]たちは多色だし、大元を刈り取らなければ、いつまでも増え続ける。

「円形に陣じんを組み、囲み込んで行くのがいいでしょう」

「そうだね。バルザック、オリヴィア、君ら二人は親薔[image: ら]目指して最短距きよ離りで一点突とつ破ぱして」

　ニコロに指示されて……、頷きながら、胸むな騒さわぎがした。ジャックとして実戦に赴おもむくのはこれが初めてだということもあるけれど、本隊と離はなれることが、なんだか心こころ許もとなくて。どうしてだろう、力はついてきているはずなのに。

「君らが道を作ったら、キングが追うからね」

「了りよう解かい」

　スペードのジャック・バルザックが答え、白薔[image: ら]の短たん剣けんをくるりと回した。

「ってわけで、イノシシさん、行くぜ」

「う、うん」

　なんにせよ、逡しゆん巡じゆんしている暇ひまはない。バルザックに続いて、雨の中を駆け出す。

　地図で親薔[image: ら]の場所は確かく認にんしたけれど、田舎いなかの村らしく家と家との間かん隔かくが広いので、思った以上に距離がありそうだ。濡れた髪を振り乱みだし、水たまりを踏ふむたびに泥どろを散らしながら、道を阻はばむ薔[image: ら]を鎌で薙なぎ、短剣で伐り払はらい、走る。だけど……、エースの指示通り最短距離で進むのは、簡単なことではなかった。

「おい、そっちの薔[image: ら]は放ほっとけ」

「でも」

「他ほかの騎士が伐るから今は置いておけ。俺たちは進むぞ」

　そう、私たちは切り込み隊長だから、誰だれより速く進むには、柵さくに絡からみつく薔[image: ら]や、納屋の藁わら葺ぶき屋根にびっしりと生えた薔[image: ら]はいったん残していかなければならない。バルザックの言う通り、後ろから追って来るみんなが伐ってくれることは分かっていても……、いや、分かっているからこそ、それはとても、苦しい。

「よそ見するなよ」

　無意識に何度も振ふり返ってしまう私に、バルザックが怒ど鳴なった。

「火元はまだ先だぞ。俺たちがぼやぼやしてると、援えん軍ぐんに追いつかれちまう」

　追いつかれるならまだいい。本当に怖こわいのは、背後で誰かが薔[image: ら]に取りこまれてはいないかってこと。

　──君の後ろには誰がいる？

　不安が長く伸びた影かげのように私を引っ張るから、踏み出すたびに足が重くなる。

「おい」

　薔[image: ら]騎士は薔[image: ら]に耐たい性せいがあると言ったって、それは自分と同じ色の薔[image: ら]に対しての話。自分の宿す薔[image: ら]とは違う色の薔[image: ら]に襲おそわれたら、取り憑つかれないとも限らない。

　──死ぬのが怖くて何が悪いんだ？

　こんなときに、フレミングの言葉が雨と共に降って来て、私の心の柔やわらかいところを鋭するどく叩たたいた。湿しめった空気は、吸い込めば吸い込むほどいっそう息苦しくて。

「おい、どうしたんだよ？」

「ごめん」

　私は抗あらがいがたく振り返り……、そのまま立ち止まってしまった。腕うでをさする。震ふるえているのは、たぶん雨のせいじゃない。

　さっきまで、温かい場所にいた。大事な人がたくさんいて、その中に自分の居場所があって。

　でもそれって、ひっくり返せば、心配がそれだけ増えるということ。

　だって、今この瞬しゆん間かんにも、隊の仲間が傷ついているかもしれない。薔[image: ら]に取り込まれているかもしれない。大事な人たちが、死んじゃうかも、しれない。

「……怖い」

　守るって、守るために戦うって、言った。

　だけど、守りたいものが増えれば増えるほど、失うのがこんなにも怖い。今すぐ駆け戻りたくなる。ジャックとして信しん頼らいされているからには、役目を果たさなければいけないのに。

「一体どうしたんだよ」

　バルザックは鬱うつ陶とうしそうに短剣を振って雨あま粒つぶを払いながら尋ねる。私は、答えられない。

　ログレスは安あん寧ねいの楽園なんかじゃない。戦場だ。

　薔[image: ら]騎士の仲間はみんな、命を懸かけて戦っている。今日がどんなに楽しくたって、明日あしたも同じように笑い合える保証なんてない。分かっていたはずじゃない、そんなこと……！

　守りたい。みんなを。大事なもの全すべてを。

　でも、そんなことを考え出したら、私が百人いたって足りない。どっちを見ても間違いな気がして、私は後ろを向いたまま、動けなくなってしまった。

「あーあ、キングが来ちまったぜ」

　躊躇ためらいに足止めされているうちに、後方から近づいてくる人ひと影かげ。

「何してるんだ、二人とも？」

　二本の長剣を雨に晒さらして走りながら、ウォルターが叫さけんだ。続いて、銀の大剣を手にしたギンレイも駆けて来る。バルザックは手すさびに短剣をくるくる回しながら答えた。

「イノシシさんが不調だぞ」

　二人のキングの無事な姿を目にした途と端たん、私は頼たよりなく息を吐はき出した。安心と罪悪感が混じり込んだ汗あせが雨に溶とけて額を伝い、肌はだをひりひり刺さす。

「どうした、大だい丈じよう夫ぶか？」

　心の中までずぶ濡れの私に、ウォルターが声をかける。

「大丈夫……ごめんなさい」

　噓うそをついた。全然大丈夫じゃなかった。

　私、いつからこんなに臆おく病びようになっちゃったんだろう。無む慈じ悲ひな灰色の雨に打たれて、迷いを帯びた大鎌は、いつもより頼りなく見えた。

「親薔[image: ら]ばらはもうすぐか？」

　ギンレイがバルザックに問う。

「二軒けん先ですね」

「じゃあ、ここからは四人で行こう。……雑草さん」

　ギンレイは私と目が合うまで辛しん抱ぼう強づよく待った。そしてようやく顔を上げた私の情けない瞳ひとみを鋭い眼まな差ざしで射い貫ぬき、短く告げる。

「逆だ」

「え？」

　彼は二度は繰くり返さず、視線を前にやった。それに引っ張られるように、私は再び振り返る。視界を縦に遮さえぎる流線の中、目の前には田舎道が緩ゆるやかに蛇だ行こうしながら続いていた。見えない光が、確かに示す。私が、進むべき、道。

　不意に、我に返った。

　逆だ。逆だった。私、隊の仲間が気になるあまり、敵に背を向けてしまっていたのだ。

　情けない。切り込み隊長が親薔[image: ら]を目前にして尻しり込ごみするなんて。意志を鈍にぶらせる心配も不安も、根を絶たなきゃ永遠に消えないのに。

　ギンレイは私を咎とがめなかった。慰なぐさめもしなかった。ただもう一度こちらを真っ直すぐ見み据すえて、

「戦えるな」

　確認するように、促うながしただけ。

　それで十分だった。

「うん」

　私は再び鎌かまを強く握にぎる。

「迷めい惑わくかけてごめんなさい。行くわ」

　最短で、最善で、最適の解。それは進むことだ。今は、前進こそが任務。




　広い畑を抱かかえる農家を二軒通り過ぎ、ニコロの指示した円の中心へ急ぐ。

　火元は粗そ末まつな土つち壁かべの家だった。家を取り囲むように二級の薔[image: ら]が群生し、親薔[image: ら]は屋根の上で、ゆったりと大きな花弁を揺ゆらしていた。

　今回の薔[image: ら]障の元げん凶きよう、ひときわ大きな頭領は、予想通り真っ赤な薔[image: ら]だった。鈍にび色いろの視界で、その鮮せん烈れつな赤はまがまがしく異い彩さいを放っている。私は素す早ばやく、金の心花を探した。

　ビュッ！

　そのとき、巨きよ大だいな赤薔[image: ら]が待ちきれないとばかりに棘とげだらけの蔓つるを伸のばしてきた。空から真っ直ぐ打ち下ろされる太い蔓は、雨を搔かき分けてゆるやかにしなりながら地面を打ち、びりびりと空気を震わせた。

「おっかねえ」

　バルザックは引きつり笑いを浮うかべた。

　薔[image: ら]は色によって相あい性しようがある。白薔[image: ら]憑きにとって、赤は苦手中の苦手だ。頭脳派の白薔[image: ら]と違ちがい、赤薔[image: ら]に作戦とか思おも惑わくとかはない。ただ真正面から恐おそれ知らずに突つっ込むのみ。

「バルザック、無理をするな。隊はここを中心に円形に囲んでいるから、時間を稼かせげば、向こう側から援軍が来るはずだ」

　危機的状じよう況きようでも、ギンレイの作戦はあくまで合理的だった。

「多勢の利点を活かすんだ。四人ばらけて的を絞しぼらせないようにしよう」

「キング」

「赤薔[image: ら]は持久力というものを考えない。相手の体力を削そぎつつ、じわじわ落とす線で」

「キング」

「何なんだ、バルザック」

　ギンレイが煩わずらわしそうに言うと、バルザックが答えの代わりに面めん倒どうくさそうな顔で指さした──据すえ膳ぜんに耐たえかねて今にも走り出さんばかりの、ウォルターと私を。

「時間稼ぎとかじわじわとか、性に合わん」

「同感よ」

「こっちにも赤薔[image: ら]ばかがいるのを忘れてた……」

　ギンレイは頭を抱える。

「さっきまで怖こわいとか言ってたのはどこのどいつだよ!?」

　バルザックが呆あきれたように叫ぶので、

「怖いわよ」

　素直に答える。まだ震えが治まったわけではないから。

「でも、薔[image: ら]は伐きる」

　失う恐きよう怖ふばかり膨ふくらませて、動けなくなっていたけど……、やっと真っ直ぐ敵と向き合えた気がする。イノシシは直進しかできないから。進む方向だけは、忘れちゃいけなかったのだ。

　守るために戦うと決めた。それだけは、もう、揺らがないように。

「上等だ。行くぞ、イノシシ」

「はい！」

　キングに従い、真っ向から駆かけ出す。バルザックのため息が聞こえた。

「じゃあせめて俺たちは援えん護ごしますか」

　ギンレイは部下の提案を無言で吞のんだようだった。

「とっとと潰つぶすぞ！」

　親薔[image: ら]に近づく前に、まずは庭先の手下たちを剪せん定ていしなくては。奮い立ったウォルターは、襲おそいかかる薔[image: ら]に向かって双そう剣けんをひらめかせる。向かい来る蔓を針のような剣で地面に釘くぎ付づけにしたかと思ったら、もう一本の剣で心花を突き刺していた。

　ぎゃああああん！

　あっという間に二級薔[image: ら]を一本伐ったウォルター。こうやって瞬またたく間に伐ばつ葬そう数を増やしていく。この分じゃあ本当に、すぐにギンレイに追いつきそうだ。

「イノシシ、次はあれをやるぞ。右へ回れ」

　キングは別の二級黒薔[image: ら]を指さし、きりりと命令した。

「俺は左から行く。剣けん舞ぶの第二場だ」

　ウォルターはそう言って、勝ち気な流し目を寄よ越こした。剣舞の第二場……。〈永遠の王〉と〈湖の騎き士し〉とが鏡のように対たい称しように踊おどる場面だ。なるほどね。

「了りよう解かい！」

　ウォルターの動きをそっくり真似まねて、黒薔[image: ら]を両側から挟はさみ込む。息を合わせ、同じように身を翻ひるがえすと、薔[image: ら]は狙ねらいを定め切れず、でたらめに葉を揺らした。

「今だ」

　隙すきを見て、ウォルターの剣が一番太い茎くきを串くし刺ざしにした。

「イノシシ！」

　薔[image: ら]の動きが止まった瞬しゆん間かん、私は大鎌を振り上げる。ウォルターがさっと身を屈かがめる。金の心花に狙いを定め、勢いよく鎌を振り下ろす……！

　ぎゃああああん！

「やった！」

　思わず叫さけぶ。心花を伐り落とした。二級薔[image: ら]を倒たおした！

「喜ぶのは親分を倒してからにしろ」

　ウォルターは立ち上がり、屋根の上の巨大な赤薔[image: ら]に親指を向けた。仰おつしやる通りだ。私は今一度気を引き締しめる。

　と、そのとき。

「うえっ!?」

　後ろから、バルザックの調子はずれな声が聞こえた。

「どうしたの？」

　親薔[image: ら]が振り下ろす蔓を避よけ、鎌を振りかぶりながら、叫ぶようにして尋たずねる。

「援えん軍ぐんだ」

「そりゃ助かる」

「そうとも言えないぜ……」

　バルザックが妙みようなことを言うので、いったん薔[image: ら]から距きよ離りを取り、彼が指さす先に目を凝こらした。農地の向こう、雨で煙けぶる視界に、走ってやって来る薔[image: ら]騎士たちの姿が見える。だけど……隊員たちに交じって、馬上に翻る赤いマント。あれは、

「円えん卓たくの騎士！」

「親おや父じに兄貴……本当に来やがったのか」

　ウォルターはすかさずギンレイを見やる。当人は無言のまま、濡ぬれた長い前まえ髪がみの奥で目を細めていた。

　──戦いぶりを見させてもらう。

　メイディランド卿きようの言葉が蘇よみがえる。あれ、本気だったんだ。しびれを切らして、ついに確かめに来たのだ。ギンレイが薔[image: ら]ばらを伐るかどうか。

　バルザックがちろりと舌を出した。

「こりゃ波乱の予感」

　そのとき、頭上でかさかさと音がした。

「オリハ！」

　ギンレイが私の前にさっと割って入り、薔[image: ら]の蔓を大剣で防ぐ。私は尻しりもちをつきかけるけれど、鎌を地面に突き立ててなんとか体勢を持ち直した。

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　ギンレイは息をつき、薔[image: ら]を弾はじき飛ばした。いつもいつも、助けられてばかり。

　援軍はどんどん近づいてきている。円卓の騎士たちが見張っている以上、ギンレイに余計な疑ぎ惑わくは持たせちゃ駄だ目めだ。早めに片を付けたいけど、敵の方が高い場所にいると戦いにくい。

「おい、何やってんだよ、危ないぞ！」

　バルザックの制止を振り切り、農具に足をかけて壁かべをよじ登る。雨音に混じって、ウォルターの声が聞こえた。

「お前はそんなに高いところが好きなのか？」

「どうせ馬ば鹿かですよ！」

　確かにこの前の出動でも屋根に上ったけど……。ただ、今度のは藁わら葺ぶきだから、気を付けないと足が抜ぬけそうだ。案の定、三人とも心配そうにこちらを見上げている。

「だ、大丈夫」

　言葉とは裏腹に声は震ふるえる。でも半分意地で敵に向き直った。おあつらえむきにこちらを向いてくれる赤薔[image: ら]。至近距離で正対すると、本当に大きい。

　私は息を吐はき出した。

　いいわ、少々の怪け我がは覚かく悟ごしよう。屋根に這はう太い蔓つるを踏ふみ込み、鎌かまを振りかぶる。

「何をして……！」

　そして、全速力で薔[image: ら]の懐ふところに突っ込む！

「ええええええええい！」

　向かい来る蔓を避け、鎌を振り下ろす。薔[image: ら]の根元めがけて低く刃はを差し込み、根こそぎ剝はぎ取るように振り切ると、肘ひじの防具を盾たてにして、そのまま力いっぱい幹に体当たりした。

　ぐらり。

「あの馬鹿、倒す気か……！」

　根を断たち切られ、ゆらりと傾かしぐ赤薔[image: ら]。めり、めり……と藁葺き屋根を引き剝がしながら、私を抱だき込んだまま、薔[image: ら]が倒れる。

「危ない！」

　視界が反転し、臓器が浮うかび上がる。ぎゅっと目を瞑つむる。

　どすっ……！

「オリハ！」

　鈍にぶい衝しよう撃げきを感じ、目を開けると、親薔[image: ら]は屋根から落ち、地面に這いつくばっていた。這いつくばっているのは、私も同じだけど。全身が鐘かねになったかのようにガンガン脈が打ち、追って鋭するどい棘とげが体のいたるところに刺ささっているのを感じた。でも、まだ神経が興奮しているのか、痛みはない。骨が折れてないだけ幸運だ。

「馬鹿かお前は!!」

　ウォルターが激げき昂こうしながら蔓の中から私を引きずり出す。情けないことに腰こしが抜けて、自力では体が支えられなかった。ウォルターにもたれかかりながら、私は尋ねる。

「金の心花はどこ？」

　薔[image: ら]の心臓部。心花を伐きらなければ、薔[image: ら]は死なない。

　金の、心花は……、

「キング！」

　金の心花は、ギンレイの目の前に釣つり下がっていた。バランスを崩くずし、倒れた薔[image: ら]は、衝撃でまだ上手うまく身動きが取れないようだ。今のうちに伐らないと！

　ギンレイは目を見張り、剣を握にぎりしめたまま……、雨になぶられ、ぴくりとも動かなかった。

　悪夢みたいな数秒間があった。

「ギンレイ、伐れ！」

　ウォルターが声を荒あららげる。これまで幾いく度どとなく繰くり返しただろう願い。だけど……、

「ギンレイ」

　駄目だ。駄目だ。だって、

　彼は薔[image: ら]を伐れない……！




　ザン！




[image: ]

「え？」

　つかの間、何が起きたのか分からなかった。

　ギンレイの目の前には、確かに金の心花が転がっている。

　でも、彼は伐っていない。

　親薔[image: ら]の心花を落としたのは……、

「メイディランド卿!!」

　マントを翻ひるがえし、厳しい顔つきでスペードのキングを睨にらみつける、円卓の騎き士し。

　赤薔[image: ら]の長ちよう剣けんは圧あつ倒とう的な力と速さで二級薔[image: ら]を伐り落とした。なんて速さ。正確さ。本隊を退たい役えきして数十年は経たっているだろうに、未いまだこれほどの力とは。薔[image: ら]騎士団のトップの実力を思い知らされる。

　けれど、その表情に明確に表れているのは、怒いかり以外の何物でもなかった。

「ギンレイ」

　卿は告げる。重々しく。

「明日正午、宮きゆう殿でんの会議室へ来い」

　メイディランド卿はそう言い捨てると、駆かけ寄る騎士たちの流れに逆行して去って行った。







[image: Ⅲ　王の扉]

　隊舎の裏手、そそり立つ尖せん塔とうが特とく徴ちよう的なキャメロット城の宮殿。宮殿とは言っても、王のいないこの国では円えん卓たくの騎士たちの会議にしか使われない建物だ。その地下には、薔[image: ら]ばらに取り憑つかれた人々の棺ひつぎが並んでいる。

　その宮殿の中の一室、埃ほこりの臭においのする狭せまい物置で、ニコロと私は壁かべ際ぎわに座り込み、石壁に耳をくっつけていた。

「本当にいいのかな」

　私はひそひそ声で言った。顔の周りを蠅はえが飛び回って鬱うつ陶とうしいけれど、昨日大量にこしらえた傷のせいで大げさに包帯を巻かれた手は、持ち上げるのもおっくうだ。とはいえ薔[image: ら]騎士団の医い療りよう班は優ゆう秀しゆうで、棘で作った切り傷くらいなら特製の塗ぬり薬で跡あともなく綺き麗れいに治るそうだ。

「だって、気になってるんだろ？」

　悪わる巧だくみの主犯格は悪びれずに言った。

「そりゃそうだけど、盗ぬすみ聞きなんて」

　ここは円卓の騎士たちの会議室のちょうど裏手にある狭い部屋。掃そう除じ用の羽はね箒ぼうきや布ふ巾きんの間で、私たちは息をひそめ、壁の向こうの様子に耳をそばだてているのだ。もし見つかれば絵札位の返上は必至。除隊になってしまうかもしれない。

　危険を顧かえりみず突つき進むハート隊は、えてしてスリルを楽しみがちだとはいえ、ニコロって、たまにびっくりするようなことをする。乗った私も私だけれど。

「円卓の騎士の会議は基本的に部外秘。一いつ般ぱんの騎士が呼び出されるなんて前代未み聞もんだよ」

　ニコロは行ぎよう儀ぎ悪く爪つめを嚙かんだ。

　そう、ギンレイが呼び出されたのは、円卓の騎士たちの会議だった。

　本来本隊の騎士は立ち入れないそこに、わざわざあちらから招いたということ。それってまるで……、査問みたいじゃない。悪い想像ばかり頭の中を巡めぐる。だって、ここのところそこで何が話し合われていたか、知らない騎士はいないのだ。

　薔[image: ら]騎士団の中に潜ひそむ、〈金の女王薔[image: ら]〉との内通者とは誰だれなのか。

「ギンレイにとっては、かなり不利な状じよう況きようだろうね」

　ニコロの言葉に浅く頷うなずく。とにかく、この前のあれは、ギンレイにとってまずかった。

　目の前に薔[image: ら]の心花を吊つり下げられておいて、なお伐ることを拒こばんだギンレイ。今までだって、薔[image: ら]にとどめは刺さず、部下に譲ゆずっていたようだけど、今回ばかりは言い逃のがれできそうになかった。少し剣を振ふるだけで、薔[image: ら]を伐れたのだ。でもやっぱり、伐らなかった。見る人が見れば、まるで薔[image: ら]を守ろうとしたようにも映っただろう。

　メイディランド卿きようはどう思ったのだろうか。

　ウォルターとバルザックは賢けん明めいにも口をつぐんでいたけれど、きっと彼らも、卿の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れる音を聞いたはずだ。元々よく思われていない上、以前からの疑念を煽あおるような行動。立場が悪くなることは明白だ。

　焦しよう燥そう感かんの中、私は耳を澄ます……。




「要するに、私を疑ってらっしゃるわけですね」

　ギンレイの声は真っ直すぐにきいんと冷えて響ひびき渡わたった。

「いや、そういうわけではないんだけれどね」

「ラヴァグルド卿」

　この前も聞いたようなやりとりが耳に入った。ラヴァグルド卿とコンラッド卿だろう。

「いまさらごまかしても仕方あるまい」

　きりりと割り入ったのは年老いた男声。私の記き憶おくでは白薔[image: ら]の重じゆう鎮ちんだ。

「現段階で君を不ふ審しん視する声が多いのは確かだ」

「つまり、私が薔[image: ら]の味方だと仰おつしやりたいのですか？」

　無言の肯こう定てい。

　頭にかあっと血が上った。ニコロが押さえてくれなければ、立ち上がって割り込んで行ってしまったかもしれない。

　やっぱり、彼らはギンレイを内通者だと疑ってるんだ。裏切り者探しで血ち眼まなこになっている円卓の騎士たちにとって、薔[image: ら]を伐きらないギンレイは恰かつ好こうの獲え物ものなんだわ。

「お前が薔[image: ら]を伐らんからだ」

　メイディランド卿の声がぴしりと跳はねた。

「昨日のこと、どう説明するつもりだ。赤ん坊ぼうでも伐れた薔[image: ら]だぞ」

「君がスペード隊のキングでありながらここ二年間伐ばつ葬そうしていないこと、再三苦言を呈ていしたはずだ」

　重い沈ちん黙もくの後、誰かが言った。

「文句は言えまいよ、ギンレイ。何度理由を尋たずねても、話すべきことはない、の一点張りじゃないか」

「申し上げました通りです。キングとして隊は律していると自負しておりますが」

「しかし……君の伐ばつ葬そう数は百まであと少しなんだぞ」

　ふう……と、ため息の音が聞こえる。

「これはゲームなのですか？」

　そして続いたギンレイの言葉に、場が息を吞のむ気配がした。

「失礼ながら、いつから薔[image: ら]騎士の任務はいち早く百本伐る競争になったのですか？　隊として薔[image: ら]障撲ぼく滅めつに向けて一歩でも近づけるなら、それがキングの徽き章しようとなろうが下位騎士の手て柄がらになろうが本来関係ないでしょう」

「減らず口を叩たたくんじゃない」

　叱しつ責せきの声が飛ぶ。

「ギンレイ、そんな詭き弁べんで我々を丸め込めると本気で思っているわけではないだろう」

　無言。

「今一度尋ねよう。なぜお前は薔[image: ら]を伐らんのだね？」

「……お答えすることはありません」

　それでもギンレイはあくまで言い訳はせず、

「お疑いになりたいならばどうぞご勝手に。見当外れの憶おく測そくで目が曇くもって、すぐそばの真犯人に出し抜ぬかれなければよろしいが」

　暗に円卓の騎士たちの中に真犯人がいるのだと皮肉った。低い唸うなりが重なった。

　かつん、と靴くつ音おとが鳴る。ギンレイが部屋を出ようとしているのだ。

「ギンレイ！」

　コンラッド卿の声が追いかけた。

「お前を養子にしてメイディランド家に繫つないでやってるのは、母への義理からだ」

「……」

「いつまでもそんな態度を続けるようなら……守ってやるのも限界だぞ」

「……失礼いたします」

「文句があるなら薔[image: ら]を伐れ！　それがお前の使命だろうが！」

　メイディランド卿の言葉は、叱しつ咤たというより嘆たん願がんに近かった。ひょっとすると、メイディランドの親子は、本心ではギンレイを疑いたくないのかもしれない。だからこそ、もどかしいのだ。彼が理由も告げず、薔[image: ら]を伐るのをやめてしまったから。

　だからこれは、内通者探しにかこつけた最後通つう牒ちよう。

　このまま薔[image: ら]を伐らなければ、彼は……、

「……こりゃ、おじさんが荒あれそうだ」

　ニコロが宙を仰あおいで呟いた。




　食堂。昨日の今日で決定式の準備はお休みだから、久しぶりに絵札組が揃そろって食事ができる。なのに……、まるでお葬そう式しきみたいな重い沈黙。そしてそれは絵札組ばかりでなく、騎き士し団全体の雰ふん囲い気きも同じことだ。

　決定式目前で、ただでさえみんなが徽章の数に過か敏びんになっているところに、メイディランド卿は的確に油を注いでいった。序列の変動には無関係の私でも、意識せざるを得なくなる。仲間だと思っていたけれど……、薔[image: ら]騎士たちは戦士。しかもお互たがい、競きそい合っているのだと。卿の言葉は、だからやっぱり、ある意味正しいのだ。仲良しこよしじゃ上に行けない。

　それに追い打ちをかけるような、ギンレイの嫌けん疑ぎ。

　噂うわさは弓矢より速く騎士団中を飛び回った。スペードのキングがまたも薔[image: ら]を伐らなかったこと。どうやら円えん卓たくの騎士たちに呼び出しを食くらったらしいこと。

　私とニコロは会議の内容を触ふれ回りはしなかったけれど、双ふた子ごの表情を見るに、察しはついているみたいだ。複雑な心境に違ちがいない。ギンレイが薔[image: ら]ばらを伐らなくなった理由を、二人だってずっと知りたがっているはずだから。

　隊の他ほかの騎士たちにしてみても……、みんな大人だから大おお騒さわぎするようなことはないにしろ、随ずい所しよで交かわされる低いささやきは嫌いやでも耳に入った。

　本隊の騎士たちもみんな、ギンレイを疑ってるの？　スペード隊の部下たちは、一体どんな気持ちなんだろう。腹はら立だち紛まぎれに包帯をぐるぐる巻き取りながら、目を伏ふせ、歯を食いしばる。

「イノシシさん、抑おさえて」

　ピリピリと神経が昂たかぶっているのが伝わったのか、隣となりに座っていたニコロが小声でたしなめた。分かってる、分かってるけど……、

「ギンレイは……裏切り者なんかじゃないわ！」

　思ったよりも大きな声が出た。絵札組の視線がこちらに集まってうっと詰つまるけれど、

「……ギンレイはそんな人じゃない」

　さっと目をそらし、早口で続ける。

　少しの間の後、

「……ずいぶんご執しゆう心しんだな」

　ウォルターが低く呟つぶやいた。

「どういう意味よ」

「別に」

　キングはいつもと違って感情のない声で言った後、目も合わせずに席を立ってしまった。気まずい沈黙が降りる。何なのよ、一体……。










　その晩、夢を見た。

「……が……から……」

『何を言っているの、今さら』

　渦うず巻まく暗くら闇やみの中に、音が二つ。低くて靄もやがかった声と、蜜みつのように甘い声だ。

『お前がお考え。協力すると言ったでしょう』

　くぐもった相手の声と対照的に、もう一つの声はやけにはっきり聞こえた。聞く者の耳をぴりりと刺し激げきし、抗あらがいがたく惹ひきつける、艶つややかな女声。

　これを忘れるわけがない。〈金の女王薔[image: ら]〉の声だ。

　姿は見えないのに、金の瞳ひとみでこちらをとっくり覗のぞき込まれているような錯さつ覚かくが私を襲おそう。後ろから首筋に息を吹ふきかけられた気がして、全身に鳥とり肌はだが立った。

　だけど、一体何を話しているんだろう？

「……かし……」

『私なら準備は整っているのよ。いつだって決行できる』

　準備？　決行？

　なんだか胸むな騒さわぎがする。

「……の……が……」

　相変わらず相手の声はよく聞こえなかった。男か女かも分からないけれど、確信的に悟さとる。内通者だ。薔[image: ら]騎士団にひそむ、裏切り者。

「……では……」

『じゃあちょうどいいじゃない。王の扉とびらの鍵かぎが揃うってことでしょう』

　王の扉？　鍵？

　何のこと？

　耳を澄すまそうとしたとき、起き床しよう時刻を告げる鐘かねの音が鳴った。










「ねえ、王の扉って何？」

　翌日、午前の訓練中に、私は尋たずねてみた。頭の中でこだまのように響ひびき続ける、不思議な言葉。ただの夢にしては、気になって仕方ないから。

　するとウォルターは一いつ瞬しゆん、息を吞のんだ。

「……どこで聞いた？」

　けれどさすがにキングの落ち着きで、剣けんの勢いは緩ゆるめない。

「うわっ！」

　振ふり下ろされる双剣を、すんでのところで避よけた。すかさず下から鎌かまを振り上げるけれど、これはあっさり読まれ、二本の剣で器用に刃はを搦からめ捕とられる。そのまま鎌を奪うばわれてしまった。

「ああっ」

「馬ば鹿か者、手合わせのときくらい集中しろ！」

　途と端たん、いつものようにキングの雷かみなりが落ちる。

「うう、すみません……」

　即そく座ざにこめかみを手で覆おおうけれど……、例のぐりぐりはいつまでたっても襲ってこなかった。代わりに、

「迷めい信しんだ」

　ウォルターは私の大鎌をこっちに手て渡わたしながら言った。

「え、何が？」

「王の扉だろ」

　ウォルターは双剣を両手に仕し舞まい込む。

「古いお伽とぎ話ばなしだ。誰だれも信じちゃいない……ログレスと下界を繫つなぐ扉だなんて」

「え？」

　私は目を見開いた。鎌が勝手に赤薔[image: ら]の姿にほどけ、右手首にぐるぐる絡みつく。

「今、なんて？」

「キャメロット城の中にある、異界に繫がる扉だ。もちろんそう信じられているだけで、実際は開きもしない石の扉だが……おい、どうした？」

　思考が走り出して心ここにあらずの私を、ウォルターの声が現実に引き戻もどす。

「変だぞ、お前」

「ごめん。ちょっと」

　駆かけ出そうとする私の腕うでを、ウォルターが摑つかんだ。

「ちょっと待て」

　ぐっと引っ張られる。私が振り返ると、

「人の話も聞かないで……どこに行くんだ」

　ウォルターは少し怒おこっているように見えた。

「ギンレイのところか」

　問われて初めて気づいた。私……、無意識のうちに走り出そうとしていたけれど、どこに行くつもりだったのだろう。ギンレイのところに行こうとしていたのだろうか？　どうして？

　それに、ウォルターが手を離そうとしないのも、心を乱す。

「そうなのか」

　ウォルターの顔が暗くなった。昨日もそうだった。ギンレイの話題が出ると表情にさっと影かげが差す。どうして？　ウォルターまで彼を疑うんじゃ、あんまりだわ。

「ギンレイは裏切り者じゃないってば」

　半分すがるように、説とき伏せるように、言う。

　けれど、返ってきたのは刺さすような視線だった。その光は、嫌けん悪おとか怒いかりに似ていた。

「どうしてお前があいつをかばうんだ」

「だって」

　そんなこと、尋ねる方がおかしい。かばうなんてそんな言い方。

　ウォルター、ギンレイと打ち解けたものと思っていたのに。

　二人の間にまだ溝みぞがあるとしたら……、

「ウォルターはギンレイをまだ許してないの？」

　訊きかないわけにいかなかった。

　双ふた子ごの母の、メイディランド夫人。ギンレイが剣を持ちながら彼女を薔[image: ら]ばらから助けられなかった、まさにその光景を、ウォルターは目の前で見ていたのだ。ギンレイはその理由を誰にも話さなかった。だから……、メイディランド家の家族がギンレイを許せないとしても無理はない。誰にも責められない。真相を知らなければ。

　ウォルターの鼻筋に皺しわが寄る。感情を理性で抑おさえ込んでいる顔だ。

「なんでお前が……お前は……」

　ウォルターは私の手を摑んだまま、ぎゅっと力を込めた。耐たえかねたように、問う。

「お前は、何か知ってるのか？」

「ギンレイは」

　答えかけて、口ごもる。私から言っていいことだろうか？

　彼がメイディランド夫人を守れなかったのは、そして薔[image: ら]を伐きれなくなったのは、〈金の女王薔[image: ら]〉の予言のせいだと。

　言えたら楽だ。でも言ったところでメイディランド夫人は帰ってこない。ギンレイの罪悪感が消えるわけでもない。だから彼は隠かくしているんだろう。どんなになじられても、頑かたくなに。

　私なんかが、口出しできる領分じゃない。

「ウォルター、私」

「いや、いい。やっぱり言うな」

　けれどウォルターは早口で遮さえぎった。短い沈ちん黙もくが降りる。

　彼は頰ほおを震ふるわせて視線を横にやり、深く息を吸った。首元が細かに震えていた。

「分かってるさ」

「え？」

「あいつが何か隠してることくらい、分かってる」

　ウォルターは身を切るような表情のまま、本音を零こぼし始めた。

「母を見殺しにするような奴やつじゃない。何か理由があるはずだ」

　彼はきっぱりと言った。二年分の苛いら立だちも疑念も、それまでに積み上げてきた確かな信しん頼らいを覆くつがえすことはできなかったのだ。

　私の浅はかな配はい慮りよなんて遠く及およばないはるか先に、彼は立っていた。長い間本当の気持ちを隠して我が慢まんしていたのは、何もギンレイだけじゃなくて。

「子どものころから一いつ緒しよだったんだぞ。分かるさ、それくらい……」

　ライバルだった。背中を追いかけ合って、ここまで来た。だからこそ。

「俺は……いや、俺たちは」

　俺たちは。彼はそう言い直した。その言葉にはウォルターとスカーレットと……おそらくは兄コンラッド卿きようや父メイディランド卿までも含ふくまれていた。

「俺たちは待ってるんだ。あいつから言い出すのを。許すとか許さないとかじゃない」

「そうね。……ごめん」

　ウォルターは首を振る。別に今初めて抱かかえた想おもいじゃないだろう。何百回と繰くり返し、胸の中で巡めぐらせてきたのだろう。

「信じてるさ。信じたいんだ。あいつを。だから、待ってる」

　ああ、どうしようもない状じよう況きように陥おちいったとき、人はこういう顔をするのだ。事態を打破する力が、自分の手の外にあると自覚したとき。今のウォルターは見ていられないほど痛々しかった。

　それは圧あつ倒とう的な無力感。ギンレイを信じたいと思えば思うほど、きっと彼の行動は不可解になっていく。もやもやは、募つのるばかりで。

　けれど、ウォルターはそこで面おもてを上げた。その顔から、不意に感情が消えた。世界最後の日の朝みたいな、まるでまっさらな表情で、再び口を開く。

「なんでお前なんだ？」

　私は唾つばを飲んだ。

　それは突とつ拍ぴよう子しもないようでいて、ある意味自然な問いだった。

　終わりのない自問の中にいるウォルターに、私はどう映る？　どこからか突とつ然ぜんひょっこり現れた私が、彼らの暗あん黙もくの信頼を、耐え忍しのぶ戦いを、かき乱す存在になっているとしたら？

「なんで……なんだろうね」

　そんなの私が知りたい。

　煮にえ切らない答えが気に食わなかったのか、恐おそろしく凪ないでいたウォルターの顔にさざ波が立ち始めた。また、ぐっと手に力が込められる。今度は血が止まりそうなほど、強く。

「……お前はギンレイの何なんだ？」

「え？」

　ウォルターは自分で尋たずねたくせに、訊き返されて少しまごついた。けれどそれでかえって決心したように、居直って真っ直すぐこっちを見る。見たこともない表情だった。

「な、何」

「一つ気になってることがある」

　くすんだ緑の目は、何故なぜだか今、燃えているように見えた。

「あいつはなんでお前のことオリハって呼ぶんだ」

　思わぬ方向に話が転がって、私はうろたえた。ウォルターはあからさまに気が立っている様子なので、いよいよ戸と惑まどう。何なの、なんでここで怒るの……。

「なんでって……」

　それが下界での本名だからです、なんて言えない。

[image: ]

「お前の愛あい称しようか？」

「えっと……まあそういうものっていうか……その」

「はっきりしないな。何なんだよ」

「ねえウォルター、手、痛い」

「言えよ」

　何なの、どうしてそんなこと気にするの……！

「関係ないでしょ」

　私は身をよじり、なんとか追つい及きゆうを逃のがれようとする。

「どうせウォルターはいつも私のことイノシシって呼ぶんだし……ちょっと、」

　けれど余計強く手を握にぎられ、引き寄せられてしまった。つんのめって転ぶように倒たおれ込むと、ぱりっと糊のりのかかった隊服が目の前にあって、私は驚おどろいて身を引き、背の高いウォルターを見上げる。つかの間、逆光に目が焼かれて、そして次の瞬間、

「オリヴィア」

　ハートのキングの口はそう動いた。

「オリヴィア」

　燃えさかる緑の瞳ひとみで、もう一度。

　一瞬、息が止まった。

「……参ったな」

　目をそらしたのはあっちからだった。

　ウォルターはぱっと手を離はなした。顔を苦々しく歪ゆがめながら目をそらし、

「何でこんなにお前に腹が立つのか、分かっちまった」

　混乱が極きよく致ちを突つき抜ぬけて、私は振ふり返ると、駆かけ出した。










「マーリン！」

　ひと気のないところまでやって来て、大声で叫さけぶ。

「何よう、騒さわがしいわねえ」

　空気から滲にじみ出るようにして現れたのは、長い布をゆったりと纏まとった男性──おそらく、男性。ログレスに飛ばされてきた私を拾い、薔[image: ら]ばら騎き士し団に招いた魔ま術じゆつ師しだ。

「ちょっと、どうしたの？　真っ赤よ」

「それは、こっちの問題だから今はいいの……！　それより」

　私は摑つかみかからんばかりの勢いでマーリンに詰つめ寄った。

「湖の扉とびら以外にも扉があるなんて聞いてないわよ！」

「はあ？」

　マーリンは大きく顔を歪める。

「王の扉よ！」

　私が声を張り上げると、マーリンは一瞬きょとんとした後、

「あっはは！」

　突然大声で笑いだした。

「誰だれに聞いたのやら。キャメロットでその名を真ま面じ目めに口に出すのは私くらいの年寄りだけよ」

「あなた一体何歳なの」

「細かいこと気にしてると禿はげるわよ」

　適当な答えを返してお茶を濁にごしてから、

「王の扉ね。面おも白しろいこと思いつくものだわ。王の扉か……」

　マーリンは長く節ばった指を唇くちびるに当てた。そしてひらりと服を翻ひるがえして振り返ると、後ろ手に手招きする。

「気になるならついてらっしゃい。本物を見せてあげるわ」

　そう言って連れて来られたのは、またも宮きゆう殿でんだった。

　ここは基本的に円えん卓たくの騎士たちの領地。ニコロと忍び込んだときは、見つからないように抜き足差し足だったけど……、マーリンは我が物顔だ。大理石の床ゆかを堂々と滑すべるようにして行く彼。二人で歩いているはずなのに、私の足音ばかりが響ひびいて変な感じだ。

　シャンデリアが輝かがやく荘そう重ちような大広間を抜け、さらに奥へ。暗くて湿しめっぽい廊ろう下かを歩く。

　道すがら、マーリンが口を開いた。

「湖の扉は必要とする者の前に気まぐれに現れるって言ったでしょう」

「うん」

「〈永遠の王〉がね、作ろうとしていたのよ。選ばれた者にしか通れない扉ではなく……誰でも、いつでも通れる扉を」

「誰でも、いつでも？」

「ええ。言うなれば、そう……」

　マーリンはある部屋の前で足を止めた。

「ログレスの正門よ」

　窓のない、がらんとした部屋だ。扉から差し込んだ光を受けて、埃ほこりっぽい空気の流れが目についた。長い間誰も立ち入らなかった部屋の、淀よどんだカビっぽい臭におい。

　その部屋の奥で、どしんと我々を迎むかえたのは、大きな石造りの扉だった。

「これが……王の扉？」

　細かな彫ちよう刻こくの施ほどこされた両開きの巨きよ大だいな扉。見上げるほど大きく、簡単に開くようにはとても思えなかった。飾かざりとして造られたと言われた方が納なつ得とくできる。

　そしてその中央、両扉にまたがるように、盾たてのような飾りがついていた。四区画に区切られ、ハート、スペード、ダイヤ、クラブ各隊の紋もん章しようが描えがかれている。そしてその各おの々おのの区画に、変わった形の穴が開いていた。

「扉とはいっても、一度も開いたことはないけれどね。〈永遠の王〉はこの扉の製作に執しゆう心しんしていて……でもいざ死の間ま際ぎわになると、この扉を封ふう鎖さしてしまった」

　マーリンの声が後ろから聞こえた。

「彼は王である証あかしをもって鍵かぎとした」

「鍵……じゃあこれ、鍵穴なの？」

　マーリンは肯こう定ていした。私は扉のそばまで歩み寄り、冷たい石にそっと触ふれた。鍵穴にしては大きな、四つの浅いくぼみ。

「〈永遠の王〉は、いつでも携たずさえていた不思議な力のある愛あい剣けんを業ごう火かで溶とかして、特別な四つの鍵を作ったというわ」

「どうして……？　せっかく作った扉なのに」

　マーリンは私の問いには答えず、

「薔[image: ら]騎士たちはみんな迷めい信しんだと思っている。なにせ一度も開いたことがないし、本当に開くかどうかも分からないわ。だからこうやって置物みたいに、宮殿の奥に放置されてるの」

「でも……」

　声が上ずる。

「つまりこれなら、〈金の女王薔[image: ら]〉を倒さなくても帰れるってこと？」

　湖の扉の気まぐれでログレスに運ばれた私は、もう一度湖の扉を開け、下界に戻もどって父を火事から救うため、〈金の女王薔[image: ら]〉を倒すことを目標にしていた。でももしこの王の扉が開けば、やっきになって〈金の女王薔[image: ら]〉を伐きらなくても、少なくとも下界に帰ることはできるんでしょう？

　ごくりと、喉のどが鳴った。

　けれど、

「じゃあ、帰るの？」

　マーリンに問われ、途と端たんにきいんと頭が冷える。

「……え？」

　振り返る。マーリンは繰くり返し尋たずねた。

「帰るの？　ここを捨てて？」

　ここを、捨てて？　喉が凍こおりついて言葉が出なかった。

「別に責めるつもりはないわ。……でも」

　マーリンは万まん華げ鏡きようのような煌きらめく瞳に、少しだけ失望の色を混ぜた。

「あなたなら、本当に〈次代の王〉になってくれると思っていたのだけれど」

　魔術師の声は、その姿と共に煙けむりのように溶けて消えてしまった。










「ギンレイ」

　マーリンがいなくなった後、この足は向かうべき場所をあらかじめ知っていたみたいに一直線にギンレイを探し回った。結局ウォルターの言う通りで悔くやしい。頭はぐちゃぐちゃで使い物にならないけれど、混乱すればするほど、心が彼を求めるようで。

「どうしたんだ？」

　スペード隊舎で書類仕事中のギンレイを見つけ、一も二もなく駆け寄る。私のただならぬ表情に驚おどろいたのか、ギンレイはすぐに抜けて来てくれた。けれど、ただでさえ今ギンレイは騎士団中の注目の的。人目を気にしていたらまともに会話もできない。私たちは礼拝堂に向かった。ここなら静かだ。

　天てん井じようの高い堂内には、礼拝用の木の長なが椅い子すが、通路を挟はさんで二つずつ、何列も並んでいる。私はその最後列に腰こしを下ろした。落ち着きなく前の椅子の背を撫なで、自分をなだめる。ステンドグラス越ごしに落ちる緑の光は木こ漏もれ日のように細かく揺ゆれ、ひたひた満ちるお香こうの匂においが神経を幾いく分ぶん鎮しずめてくれた。

「一体何があったんだ」

　ギンレイは通路を挟んで向かいの椅子に座り、尋ねた。簡単に事情を説明すると、彼は背もたれに体を預け、熟考する。

「夢、ね」

　ばかばかしいと言われるかと思ったけれど、意外にもギンレイはその意味を吟ぎん味みし、

「君の中の金の薔[image: ら]ばらが、〈金の女王薔[image: ら]〉の声を聞きとったのかもしれないな」

　そう推測した。にわかには信じがたいけど……、でも、王の扉とびらなんて聞いたこともない言葉が偶ぐう然ぜん夢の中に出て来るってことの方が不自然だ。

「じゃあ、あれはやっぱり内通者との会話？」

「断定はできないが……」

　ギンレイは何かを考えながら、足を組み替かえ、前かがみになった。

「王の扉か。考えたこともなかった」

　やっぱり、ログレスの人はみんな迷信だと思っているんだ。でも、そうよね。ここが浮うき島だってこともみんな信じてないわけだし。

　ギンレイは浅く頷うなずき、静かに切り出した。

「もし王の扉が実際に機能するとすれば、オリハ、君は……」

「で、でも」

　私は早口でギンレイの言葉を遮さえぎった。その先を聞きたくなかったから。

「鍵がかかってるらしいから、どうせ開きっこないんだけど」

「いや、鍵ならあるぞ」

「……え？」

　ギンレイはこともなげに言った。

「鍵はある。今でも四隊のキングが守っている。儀ぎ礼れいの一種だと思っていたから、今まで忘れてただけだ」

　首筋にちりちりと、嫌いやな焦あせりを感じた。

　何、この感覚。

　何が怖こわいの？　何を恐おそれているの？

「もし……王の扉が開いたら」

　ギンレイの黒い目が真っ直すぐこちらを向いた。

「君は元の世界に帰れる」

　息が詰つまった。

　……どうしよう、嬉うれしくない。

「帰ればいい」

　ギンレイは言った。ぐさりと、心に何かが刺ささる音がした。

「帰ればいい。帰りたかったんだろう」

　繰り返す声には感情がなくて。またあの、冷え冷えと凍いてついた瞳ひとみで。

　ごもっともだと、理性は訴うつたえる。だけど。

「どうして……そんなこと言うの」

　絞しぼり出した言葉を、それ以上続けられなかった。

　帰りたい、帰りたいわよ。父のもとに帰りたい。父を助けたい。それは噓うそじゃない。

　なのに、どうしてそう答えられないの？

「私……」

　下界に帰るために頑がん張ばっていたはずだった。一いつ生しよう懸けん命めい訓練するのは、〈金の女王薔[image: ら]〉を倒たおして〈次代の王〉になるため。下界に帰り、父を救うため。

　でも。

　同じくらい、ここが大事で。立ち去るために戦うには、ここは居い心ごこ地ちがよすぎて。

　騎き士し団の一員として、絵札組として、信しん頼らいされているから？　それもあるだろう。大事なみんなの役に立ちたい。ログレスの人々を、薔[image: ら]の脅きよう威いから守りたい。

　だけど、本当は。

　私が、本当はずっと前から気づいている、一番の理由は……、

「帰りたくないのか？」

　激しく動どう揺ようする心を、ギンレイの厳しい言葉が急せき立てる。

　何のためにそんなこと訊きくの？　どう答えてほしいの？　彼は一体何を期待しているの？

「どうなんだ？」

　それでもギンレイは、執しつ拗ように返答を急かす。そんなの、そんなの……、

「だって、それじゃ、ギ」

　ぐっとこらえる。

　駄だ目めだ。それを言っちゃ。今それを口に出すと、折れる。

　だって、それじゃまるで身勝手で。




　ギンレイと離はなれたくないからここにいたいなんて、そんなこと。




「あ」

　噓でしょ。……そうなの？

　私は完全に言葉を失ってしまった。こんな形で、はっきり自覚するなんて。

　信頼が欲しい。役に立ちたい。支えになりたい。

　その感情は、騎士団の仲間に対してのものなんだって思っていた。いや、もちろんそうだ。でも、そう思えるようになったのも、ある人がくれた光のせい。

　寂さみしさを教えてくれた人。そしてその先の温ぬくもりを。

　守るために戦うことを、教えてくれた人。

　ログレスにあって、下界にないもの。私が、本当に手放したくないもの。それは……、

「何なんだ？」

　ギンレイがにじり寄る。

　む、無理、言えない。そんなこと。だって自分の勝手で父を見捨てるみたいじゃない。父が無事かどうか、まだ分からないのよ。それを放ほうっておいてここに留とどまるんじゃ、道理が通らない。正直に言えば……、きっとギンレイに軽けい蔑べつされる。

　だから、私は言い換かえた。

「それじゃあ、ログレスの人たちが」

「……どういう意味だ？」

　ギンレイの返答は、不ふ穏おんな響ひびきだった。

「だって……自分だけ、元の世界に逃にげ帰るなんて。みんな戦ってるのに」

　騎士としての使命感を盾たてに、後付けの言い訳で感情を抑おさえ込む。本当は、違ちがうけど。

「俺たちが可か哀わい相そうだから残るのか？」

　ギンレイの目が凍こおった。はっとして顔を上げる。

「ち、ちが」

　しまったと思っても、もう遅おそい。完全に逆げき鱗りんに触ふれてしまった。

「ずいぶんと情け深いな。さすがは救世主様だ」

　急激に、心が遠ざかる。ギンレイは、さっきまでそばにいたはずの白薔[image: ら]の騎士は、いつの間にか以前のように、分厚い氷の壁かべの向こうに消えてしまった。

　嫌だ。行かないで。切り捨てないで。

　けれど、重く閉じた扉は凍りついて開かない。彼はいつになく頑かたくなに、宣言した。

「心配せずとも、ログレスに巣くった薔[image: ら]はログレスで倒す。必ず〈金の女王薔[image: ら]〉を伐きり、薔[image: ら]を全ぜん滅めつさせる」

「だけど」

　たまらなくて、口が滑すべった。

「ギンレイは薔[image: ら]を伐れないのに！」

　はっきりと、睨にらまれた。底なしの真っ暗な瞳で、強く。それは確かに敵意だった。かじかんだ心に、感じたことのない恐れが差し込む。

　ギンレイはがたんと立ち上がった。

「ごめん、ギンレイ。あの、私」

　私は慌あわてて引き留めようとするけれど、氷点下の一いち瞥べつに射いすくめられて尻しり込ごんだ。

「助けてやると言ってるのがそんなに不満か」

「そういうわけじゃ……」

　私の言葉を無視し、ギンレイは出て行こうとする。

「ギンレイ、」

　私は立ち上がり、大きく声を上げた。




「待って！」




　ギンレイはぴたりと動きを止めた。ゆっくりと振ふり返る。

「俺に」

　低い声は、震ふるえていた。

「命令するな」







[image: 幕間・まるで王のように]




〈金の女王薔[image: ら]ばら〉が魔ま女じよなら、彼女だってそうだ。彼の心をかき乱す。くすぐったいような気持ちにさせたと思ったとたん、傷口に爪つめを立てる。離れようとすれば近づいて来るくせに、助けようとすると拒こばむ。まるで人に懐なつかない獣けものだ。決して思い通りになってくれない。

　それなのに、いつからか彼女を守ることが自分の使命のように感じていた。理由は分からないけれど、彼女の命令には逆らえない。それは身体からだを縛しばる。

　──まるで王のように。

　彼女は特別な存在だ。彼女は下界の人間で、薔[image: ら]の声を聞き、謎なぞの金の薔[image: ら]を宿している。

　──〈次代の王〉は、彼女かもしれない。

　認めたくはなかった。けれど、何度そうでないよう祈いのっても、日を重ねるごとに確信は増すばかりで。

　でも、だとしたら、だからこそ。

　彼女が来てから妙みように風通しのよくなった心が、長い間忘れていた熱を、いくらあさましく求めても。彼女のいない未来を思うとき、寄す処がない寂せき寥りよう感でどうしようもなくなっても。

〈金の女王薔[image: ら]〉の呪のろいの言葉は消えないのだから。

　彼女が〈次代の王〉ならば、自分から引き離さなければならない。彼女が帰りたいと言うのなら、帰さなければ。彼女を守りたいなら。悲しませたくないなら。……いや、

　──もう、悲しませたのだろうか。

　別れ際ぎわの彼女の表情を思い出し、彼は思わずうずくまる。

　どうして毎回こうなんだ。自分はいつだって、一番大事に思っている人を傷つけてしまう。守ろうとして失う。いつもそうだ。

　でも駄目だ。同じことを繰くり返したくはない。

　今度こそ守りたいのだ。

　大事な、人を。




　彼は右手を上げ、手首に巻いた赤いスカーフに視線をやる。

　案ならあった。本当はずっと前から考えていたこと。ただ、命がけで自分を守ってくれたメイディランド夫人への恩義から、実行には移せないでいた。きっと夫人はそれを許さないだろうから。でも、もう迷っていられない。

　彼の心の主あるじは今や別人に移ったのだ。彼が命を捧ささげるべき王は、悔くやしいけれど、彼女だ。

　彼は覚かく悟ごを決めた。







[image: Ⅳ　揺れる天秤]




「昨日はごめんなさい」

　翌日、朝の会議後に、私はウォルターになるべく早口で謝った。昨晩の傷はまだ癒いえず、心はどん底だけど、目をそらしていいわけじゃない。ウォルターの心に土足で踏ふみ込んでおいて、名前を呼ばれただけで逃にげ出してしまうなんて。

「いや……、俺も悪かった。気にするな」

　ウォルターは気まずそうに言ってから、すらりと背の高い身体を屈かがめて、私の顔を覗のぞく。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　ちょっと泣きそうになって、その胸に潜もぐり込むようにごつんと頭をぶつけた。

「優やさしいわね、キング」

「何かあったのか？」

　私は自じ嘲ちようした。昨日と同じ。何も言えない。説明しようがない。

　考えることが多すぎて頭が爆ばく発はつしそうだ。正解なんてどこにもないような気がして、何を言っても失敗する気がして、だから、

「……どうしたらいいか、分からないだけ」

「ギンレイのことか？」

　黙だまり込む。馬ば鹿かみたい。これ以上ない肯こう定ていだ。

「人の気も知らないで……」

　ウォルターは何やらぼやきながらそっと私の頭に手を乗せて、そして、

「いたたたたたたた！」

　こめかみに激痛。涙なみだ目めになってがばりと顔を上げる。

「痛いってば！」

「なんだってこんなイノシシに……俺もあいつもどうかしてる」

　自棄やけっぽい声で唸うなりながら、ウォルターはちっとも力を緩ゆるめない。口をへの字にし、思うまま私に鉄てつ拳けんの苦しみを味わわせてから、

「だが」

　突とつ然ぜん手を離はなした。不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らすと、

「今のところはこっちが退ひいておく。不本意だがな」

「何言ってるのよ？」

　私はじんじんするこめかみを押さえる。何なんだこの人は。意味が分からない。

「ひとまず俺は、お前のために『優しいキング』でいてやるって言ってるんだ」

「全然優しくないんですけど！」

「五月蠅うるさい！　甘やかすとは言ってないだろ！」

　びしりと指さす様は、もういつものキングだった。昨日は様子が変だったけど、そういえばこういう人だった。彼は厳しい表情で言い放つ。

「イノシシのくせにくよくよ悩なやむな。考えるのはお前の仕事じゃないだろ」

「はい……」

　確かに、イノシシ脳で悩んだところで堂々巡めぐりが落ちだ。開き直った方がいいのかも。

「お前は訓練に集中してろ」

「ううう……はい……」

　完全に通常営業に戻もどったウォルターの指導のもと、私は訓練を再開した。










　今日から剣けん舞ぶの練習も再開だ。隊ごとの訓練を終え、いつものように絵札組みんなで訓練場に向かう途と中ちゆうで、スカーレットが尋たずねた。

「ところでオリヴィア、あなた、模造剣はどうしたの？」

「え？」

　そう言えば、右手が軽い……。

「やだ、忘れて来ちゃった！」

　そこで初めて気づいた。手ぶらじゃ練習なんてできないじゃない！

「日ごろから気を緩めてるからそうなるんだ、馬鹿者」

　キングの小言もそこそこに、

「ごめん、ちょっと取って来るわ」

　私はきびすを返し、走り出した。

　隊舎まで戻ると、案の定私の模造剣は談話室に置きっぱなしになっていた。手早く回収し、近道しようと隊舎の脇わきに駆かけ込んだとき……、

「きゃっ！」

　誰だれかとぶつかって転んでしまった。見上げると、

「え？」

　そこに立っていたのは、見慣れない茶ちや髪ぱつの少女だった。ニコロよりもまだ幼い。七、八歳くらいだろうか。まさか薔[image: ら]騎き士しってわけじゃないよね。着ているのも隊服ではなく、上等な子ども服だし……。

　彼女は、けれど、怯おびえたようにこちらを見たまま、一言も喋しやべらない。

「おや、イノシシ嬢じようじゃないか」

　そこで後ろから声がかかり、私は尻しりもちをついたまま振ふり返る。

「ラヴァグルド卿きよう！」

　まさかこんなところで会うとは思わなかった。

「大丈夫かね？　ほら」

　差し出された手を取り、立ち上がる。

「マチルダ、彼女はハート隊のジャックのオリヴィア。オリヴィア、マチルダだ」

　マチルダと呼ばれた少女は、ラヴァグルド卿の後ろに回って足にしがみついた。茶色い巻き毛はラヴァグルド卿の髭ひげと同じ色だ。

「お子さんですか？」

「ああ。ちょっと遊びに来ていてね。模も擬ぎ戦を見せようと思って」

　身体からだを屈めて手を振ってみるけれど、マチルダは引っ込み思案らしく、さっと目をそらしてすがるように父親を見上げた。

「部屋から出るなと言ってあったんだがね。君、他ほかの騎士たちには内ない緒しよだよ。子どもを城に連れて来ると円えん卓たくのお歴々に叱しかられるんだ」

　ラヴァグルド卿はいたずらっぽく言い、落としてしまった模造剣を拾ってくれる。

「剣舞か。君も踊おどるのかい？」

「いいえ、私は、練習に付き合ってるだけで」

「そうか、頑がん張ばってね」

「はい……」

　本音を言うと、前のように意い気き揚よう々ようとはいかないけど。数日で状じよう況きようは様変わりし、前みたいにみんなで和なごやかに準備なんてできないだろうから。

　特に……ギンレイ。一体どんな顔をして彼に会えばいいんだろう？

「どうしたんだい、元気がないね」

「いえ」

　ギンレイの処しよ遇ぐうのこと、納なつ得とくしてませんよ、なんて言えるわけがない。押し黙る私に、ラヴァグルド卿は妙みように気を回し、

「よし、じゃあ、散歩に付き合わんかね？」

「え？」

「宮きゆう殿でんから裏庭の花か壇だんが見えてね。見事だと思っていたんだ。マチルダ、お前も来なさい」

「あ、ちょっと！」

　飄ひよう々ひようとしたラヴァグルド卿は私の模造剣を持ったまま歩き出してしまった。すぐにマチルダが小走りでついて行く。半ば強ごう引いんに誘さそわれて……、私は追いかけるしかなかった。

　裏庭の石のベンチに腰こしかける。噴ふん水すいの周りに、色とりどりの花々が咲さき誇ほこっていた。半分ほどは野菜か薬草とはいえ……、改めて眺ながめると、日差しに照てり映はえていっそう輝かがやくように美しい。薔[image: ら]ばらを忌き避ひするここログレスでも、他の花たちは下界と同じように愛めでられるのだ。

　マチルダは黄色い蝶ちようを追いかけたり噴水の水に手を浸ひたしたりしながら、ちらちらとこちらを見ている。

「気にしないでくれ。あの子は人見知りなんだよ」

「ええ」

　沈ちん黙もくが降りる。何も話さないのも変だ。でも、ギンレイのことには触ふれられない。

「あの」

「なんだね？」

　卿の柔やわらかい雰ふん囲い気きに心を緩められ、私は切り出した。これも何かの縁えんだし、誰かに聞いてもらうのもいいかもしれない。ウォルターにも言われた通り、考えるのは向いてない。私一人じゃ、答えが出ないから。誰かに手を貸してほしかった。

「例えば、その……」

　私は慎しん重ちように言葉を選びながら、

「遠くに、とっても大事な人がいるとして」

「うん」

「でもそれとは別に、近くにも離れたくない相手がいるとして」

　私は指先を頼たよりなくさすりながら、ゆっくり問うた。

「どちらかを選ぶことは……不義理でしょうか？」

　具体性に欠く話題に、ラヴァグルド卿は困り顔で首を傾かしげた。

「私……その、帰りたい場所があるんです」

「君の故郷かね？」

「はい」

　薔[image: ら]騎士たちの言う故郷、とは、意味が違ちがうけど。退団後に帰る田舎いなかの実家とは違って、私の故郷は遠く下界にある。そこに帰ることは、浮うき島ログレスとその民たみに永遠に別れを告げるということだ。

「帰りたいのは本当です。そのために頑張ってる」

「うん」

　勘かん違ちがいされたままでも、いったんは構わない。私は続けた。

「でも、ここにも、離はなれたくない人がいる」

　人たち、とは、言わなかった。これ以上自分の気持ちをごまかしたくない。

「支えになりたいんです。その人はとても孤こ独どくで、私なんか、大した助けにはならないことは分かってるけど、でも、それでも」

「ほう」

　ラヴァグルド卿はきゅっと眉まゆを持ち上げた。私は空を仰あおいだ。

「でもそれじゃ自分勝手な気がして……助けに行くって決めたのに」

　父のことを忘れたわけじゃない。そのために頑張ってる。分かってる。

　でも、戦うたびに、心に浮かぶのは、ログレスの人々の顔だった。仲間の顔。ギンレイの顔。それはもう、どうしようもなくて。なんとかして後ろ暗さを押し込めないと、自分が分ぶん裂れつしてしまいそうだったから。

「だから、噓うそをつきました。本音を隠かくして、もっともらしい言い訳をして」

　ログレスのみんなが戦ってるのに、自分だけ逃にげるわけにはいかない、なんて、偉えらそうに口走った。みんなが可か哀わい相そうだからって言ってるのと同じだ。

「私にもそういう時期があったよ。もうずいぶん前だがね」

　顔を上げると、ラヴァグルド卿が柔にゆう和わな笑えみをこちらに向けていた。目め尻じりにきゅって笑い皺じわが寄るのが父に似ていて、私は無む性しように寂さみしくなってしまう。ラヴァグルド卿は何か思案しながら茶色い髭を撫なでてから、不意に口を開いた。

「ある薔[image: ら]騎士の話をしようか。私の友人なんだがね」

「友人？」

「ああ。彼にはね、娘むすめがいたんだ」

　私は無意識に、マチルダの姿を目で追う。蝶と戯たわむれる無む邪じや気きな少女を、ラヴァグルド卿もまた、慈じ愛あいの眼まな差ざしで眺めながら、

「早くに亡なくなった前妻の忘れ形見でね。可愛かわいくて仕方がなかったんだよ。もちろん彼は薔[image: ら]騎き士しとしてキャメロットに常じよう駐ちゆうしていなければならないから、領地に残してきた娘にはなかなか会えなかったが……、彼女を守るためだと思って、任務に励はげんでいた」

　初夏の風に流されて、薄うすい雲が強い日差しを遮さえぎった。寂しげな横顔に影かげがかかる。

「あの日はあの子の誕生日だったから、彼は珍めずらしく屋や敷しきに帰っていた。でも折悪く近くで薔[image: ら]障が発生して、彼はあの子のもとを離れざるを得なかったんだ。本当はそばにいてやりたかったよ。ひどく怯おびえていた。でも……彼は娘を残し、隊の援えん助じよに向かった」

　卿はたたみかけるように続けた。言い訳でもするみたいに。

「彼は薔[image: ら]騎士だからね。それが正しいことだと思ったんだ」

「ええ」

「手て強ごわい薔[image: ら]障だった。広がる速度が速くてね。街の周しゆう縁えんは部下の騎士に任せ、彼は中心部の鎮ちん圧あつに全力を注いだ」

　そこでいったん、短い間があった。

「だがその間に……彼の屋敷は薔[image: ら]に侵おかされていたんだ」

　私は唾つばを飲み込んだ。それに似た光景を、見たことがあったから。薔[image: ら]に巣くわれた屋敷、そこで薔[image: ら]に襲おそわれ、毒どく牙がの餌え食じきとなる人の姿を。

「どんなにか寂しかったろう。怖こわかったろう。でも彼はあの子を守ることができなかった」

　守ることが、できなかった。

　いやおうなく思い出されるのは、黒くろ髪かみに切れ長の目をした青年。胸の奥がじんじん痛んだ。私たち、こんな風に、誰だれかを守れなかった苦しみばかり共有して、その枷かせからどうしても逃のがれることができない。

　ラヴァグルド卿きようは膝ひざの上で手を組んだ。その顔が硬かたくなる。卿らしくない表情だった。

「何のために戦うのか？　彼はそのとき必死に考えたよ。遠くにいる誰かを守るために、近くの大切な人を失うなんて馬ば鹿からしいと思ったんだ」

　遠くにいる大切な人と、近くの大切な人と。どっちも大事だから、どちらを向くこともできないで、俯うつむいたまま進めなくなる。

「もちろん居場所は一つでなくちゃいけないわけじゃないさ。遠くの誰かも、近くの誰かも、同じように愛していいんだよ。だが、全部は守れん。残念ながらね」

　ラヴァグルド卿の言葉が、私の中の天てん秤びんをぐらぐら揺ゆらした。

「一本しか剣けんを持たないのでね。全部は守れない」

　全部は守れない。それはたぶん、悲しいけれど真実。

　戦いの中に身を置いて暮らす騎士として、あえて優やさしい噓を捨てて絞しぼり出すその言葉の重み。私みたいなやわな心構えじゃ、反論を許されようはずもなかった。大義名分じゃ、剃刀かみそり一枚防げない。本当に誰かを守ろうと思うなら……。だから、これは覚かく悟ごの重みなのだ。この手に握にぎるたった一本の剣を、誰のために振ふるうのか。

　守ると、守るために戦うと決めたけど。全部守ると決めたけど……、途と方ほうもなく、遠い。

　世界全すべてが自分から遠ざかっていくような感覚だった。

「だから……、大事なのは、自分に正直であることだ」

　ラヴァグルド卿は凜りんとした声で言った。

「自分に正直でなければ、いつか必ず後こう悔かいする」

　それは単純だけど、とても難しいことだ。本当の気持ちなんて一つに決められない。互たがいに食い違いながら乱立する、そのどれもが本音だから。

「さて、そろそろ戻もどるとしようね。全く毎日毎日会議漬づけで、嫌いやになるよ」

　うんざりしたように立ち上がり、マチルダを手で招く卿。私は座ったまま彼を見上げ、

「あの……ラヴァグルド卿」

「何だね？」

　さっきの話は、あなた自身の体験ですか？

　なんて、訊きけるわけがなかった。

　ラヴァグルド卿の年を考えると、幼いマチルダが初めての子だとは考えにくい。だから、「友人の騎士」とは、そして彼が守れなかった娘とは、あるいは……。

　私は首を振る。こんな邪じや推すいはあまりに失礼だ。

「……気にかけてくださって、ありがとうございます」

　だから、ぺこりと頭を下げ、感謝だけを伝えた。

「面おも白しろい子が現れたと聞いて、気になっていたんだよ。ね、マチルダ？」

　ラヴァグルド卿は、ぱたぱたと駆かけて来たマチルダに同意を促うながした。マチルダは何も分かっていないだろうに、こくりと頷うなずいた。その様子がおかしくて、少しだけ心が軽くなる。

「話せてよかった。だが、無む茶ちやをしすぎてはいけないよ」

　目尻に刻まれた笑い皺は、やっぱり父のそれによく似ていた。

「あなたは私の父に似てます」

　思わずそう零こぼすと、卿は大きく口を開けて笑った。

「おや、そうなのかね？　君は私の子には似てないがね。わはは」










「何をしてたんだ、一体」

「ちょっとね……」

　周りを見回すと、訓練場は先日とはうって変わってがらんとしている。この前の出動で伐ばつ葬そう数が変わり、模も擬ぎ戦のメンバーもがらりと変わったから、バタついているのだ。

　大道具類の準備はほぼ終わり、当日に組み上げるだけにしてあるので、手伝う人が減っても大きな打だ撃げきではないけれど。いや、だからこそ、相変わらず剣けん舞ぶの練習をしている私たちが、なんだか場ば違ちがいに思える。

「……ギンレイは？」

　訓練場に、ギンレイの姿はなかった。エーデルワイス曰いわく、午前の訓練の指揮は執とっていたけれど、いつの間にか姿を消してしまったそうだ。

「ギンレイなりの配はい慮りよなんじゃないの。内通者の嫌けん疑ぎがかけられてる身で、部下に気安く近寄る気にはならないんでしょ」

　ニコロは言うけど、スペード隊の絵札組は黙だまり込んでいる。理知と冷静の白薔[image: ら]ばら憑つきはあまり感情を顔に出さないから、表情だけでは考えが読み取れなかった。せっかくここのところギンレイとの距きよ離りが縮まっていたと思っていたのに……、やっぱりまだ溝みぞがあるのかな。また前みたいな関係に戻ってしまうのかな。

「ウォルター、あなた何か言ってやったら？」

「あれは一度心を閉とざすと長いんだ。昔からそうだろ」

　スカーレットはしぶしぶ頷いた。ウォルターは宙を仰あおぎ、自分に言い聞かせるように、

「俺たちは待っててやるしかない」

　待つしかないなんて、不ふ甲が斐いない。何かできないのかな。何か……。

　と、不意に。

「……だが」

　キングは上を向いたまま、

「反はん撃げきはしないとな」

　なんて、穏おだやかでないことを言った。

「え？」

「おじさんならそう来ると思ってたよ」

　ニコロが満面の笑えみを浮うかべ、勢い勇んで食いつく。

「ちょっと、どういうこと？」

　泡あわを食って尋たずねると、ウォルターは何か吹ふっ切れたように腕うでを組んだ。

「黙ったままでいられるかよ。円えん卓たくの爺じいさんたちに吠ほえ面づらかかせてやらんとな」

　本気の目だった。本気で円卓の騎士たちに喧けん嘩かを売ろうとしているのだ。

　そうだった、うちのキングはこういう人だった。

「右に同じ。騎士団本隊の誇ほこりをかけて、抗こう議ぎするわ」

　スカーレットは一も二もなく兄に同調した。

「退たい役えきしたご身分でご立派じゃない？　現場で薔[image: ら]と戦ってるのは本隊の私たちよ」

「そうだね。現役騎士を疑うなんて馬鹿げてる。本当に怪あやしいのは円卓の騎士の方だ」

　ニコロが満足げに続く。

　私はすぐさま賛成しかけて、思い止まる。ギンレイの査問の様子を思い出したのだ。有う無むを言わせぬ威い圧あつ的な物言い。一いつ介かいの騎士の発言など、耳を貸す前に揉もみ消してしまうような。

　歯向かって平気なの？　薔[image: ら]騎士団最高の権力である円卓の騎士たちに反旗を翻ひるがえすだなんて、さすがに暴挙なんじゃ。咎とがめられれば、絵札位返上だってありえる。

　けれど、

「……乗りましょう」

　不安を吹き消したのは、スペード隊の小こ柄がらなクイーンだった。いつもの儚はかなげな表情を仕し舞まい込み、瞳ひとみを剣けん吞のんに光らせている。こんなエーデルワイス、初めて見た。

「いいの？」

　思わず声が漏もれた。意外にも、フラウもバルザックも止めるそぶりを見せない。慎つつしみ深く理知的な白薔[image: ら]隊が、やけっぱちのウォルターの案を否定しないなんて。正直予想外だ。

　バルザックはそんな私を見やり、心外そうに眉まゆを上げた。

「俺たちが怒おこってないとでも思ってるのか？」

「え？」

　彼の額には青筋が立っていた。白薔[image: ら]にしては珍めずらしく、感情を露あらわにして。

「自隊のキングが疑われてるんだぞ」

　あ、そうか。

　ギンレイが疑われていると知って一番怒っているのは、ウォルターでもスカーレットでもなく、スペード隊の騎き士したちだったんだ。

　ギンレイは下位騎士たちに厳しく接するし、いつも一人でいる。それでも……、隊のみんなはちゃんと分かっていたのだ。恐おそれを抱いだきつつも、彼が薔[image: ら]と通じるような人間ではないということは、きちんと伝わっていた。特に、抜ぬき身の刃は物もののような鋭するどい雰ふん囲い気きを和やわらげ、隊の仲間と少しずつ打ち解け始めた最近は、きっとなおさら。

「彼を信じるわ」

　エーデルワイスの凜り々りしい声が響ひびいた。

「円卓の騎士方にはもう頼たよれない。どうすれば真犯人を見つけられるか、私たちで考えましょう。〈金の女王薔[image: ら]〉の思い通りにはさせないわ」

「異存無し！」

「そう来なくちゃね」

「だけど、何か策があるんですか？」

「それはこれから考える」

　意気投合する二隊の絵札組。その様子を眺ながめながら、私はきゅっと、唇くちびるを嚙かんだ。

　薔[image: ら]騎士たちは、私が考えているよりもずっとずっと強かった。

　そうよ、薔[image: ら]騎士団が無様に〈金の女王薔[image: ら]〉に蹂じゆう躙りんされるばかりなはずがない。ちょっとした牽けん制せいで打ちのめされはせず、したたかに反撃を狙ねらうのだ。そうやってみんな、戦ってきたのだから。

　私だけじゃなくて、みんな、ギンレイを信じてるんだわ。

　仲間が誇らしい。みんなが好きだ。

　だからここを離はなれたくない。

　そう、素す直なおに答えていれば、ギンレイを怒らせることもなかったのかな？

　自分に、正直に。

　あなたと離れたくないって。










　ついに序列決定式が始まった。二日間にわたって行われる式は、初日に模擬戦、二日目に序列の発表式と剣舞という日程になっている。

　初日の今日は、キャメロット城裏手の坂を下ったところにある広場で模擬戦が行われる。序列決定のために戦う薔[image: ら]騎士たちはもちろんのこと、見物客や屋台に物売り……広場には人がひしめき合っていた。明日あしたの発表式と異なり、模擬戦は一いつ般ぱんの人々も自由に観戦できるため、城下町の民たみがこぞってつめかけるそうだ。

　いやがうえにもピリピリする騎士団と対照的に、賑にぎやかしにやって来たキャメロット城下の市民たちは楽しげに大おお騒さわぎしている。薔[image: ら]憑きではない庶しよ民みんは、普ふ段だんの任務で薔[image: ら]騎士に会うと会え釈しやくして道を譲ゆずるのが常だけれど、今日ばかりは無礼講と、安酒片手に声せい援えんを送ったり、物を売り歩いたり。商人たちにとっては地方貴族の子し弟ていとお近づきになれるいい機会だし、年とし頃ごろの娘むすめたちは玉の輿こしを狙っている。まさにお祭り騒さわぎだ。

　そんな人ごみを、私たちハート隊絵札組は遠くキャメロット城から見下ろしていた。騎士たちが模も擬ぎ戦で出で払はらっている間、絵札組は交こう替たいで城で留守番というのが定例らしい。

　今はちょうどスペード隊の模擬戦が行われているころ……ギンレイもあの広場にいるのだろうか。またあの氷の無表情で？

「オリヴィア、心配なのは分かるけど、そうやってずっと見張ってても仕方ないわよ」

　談話室の出窓に腰こしかけ、ちらちら窓の外を気にする私に、スカーレットが声をかける。

「〈金の女王薔[image: ら]〉だって、わざわざ薔[image: ら]騎士が集結しているキャメロット城を襲おそいには来ないでしょう」

　スカーレットは私の隣となりに座りながら軽く流すけど、

「そうとも言えないよ」

　はちみつで照りを出した焼き菓が子しを口に突つっ込みながら、ニコロはそう口を挟はさんだ。参さん謀ぼうの意外な発言に、他ほかの三人が一いつ斉せいに注意を向ける。

「どういう意味だ、ニコロ？」

「内通者はフレミングを使ってキャメロットの城じよう壁へき内に薔[image: ら]ばらの種を蒔まき続けた。そのせいで、城壁近くで大規模な薔[image: ら]障が連続してる。実際、〈金の女王薔[image: ら]〉はキャメロットに近づいて来てるよ」

　ニコロは指を舐なめ、上目づかいにこちらを見上げた。謎なぞかけでもするように、

「キャメロットの街で〈金の女王薔[image: ら]〉が狙うとしたら、……どこかな？」

「キャメこロット城こだろうな」

　ソファに座っていたウォルターが、足を組み替かえて答えた。

「そうだろうね。でも、どうしてだと思う？　スカーレットの言う通り、キャメロット城は薔[image: ら]騎士団の本部だよ。本来避さけるべき場所だ」

「つまり……、キャメロット城に何かがあるって言いたいのね。敵の中に突っ込んででも〈金の女王薔[image: ら]〉が欲ほつする何かが」

　スカーレットの言葉で、ピンときた。

「……王の扉とびら？」

「お前まだその話してるのか」

　ウォルターは飽あき飽きといった顔をした。隣でスカーレットも首を傾かしげる。

「迷めい信しんでしょう？」

「ありえなくはないじゃない」

　私はムッとするけど、ウォルターは取りつく島もない。

「何のために〈金の女王薔[image: ら]〉が王の扉なんか目指すんだ」

　何のためにって……王の扉の役割は一つしかない。そうか、

「〈金の女王薔[image: ら]〉は下界に降りたいんだわ」

「おいおい、下界なんて本気で信じてるのか？」

　ウォルターはさすがに呆あきれたようだ。大げさにため息をつく。

「〈金の女王薔[image: ら]〉が下界に行って何するんだよ？　観光か？」

「さあ……」

　そんなこと訊きかれても。悪の権ごん化げたる〈金の女王薔[image: ら]〉がやりそうなこと……、

「下界を支配するつもり、とか？」

「馬ば鹿からしい」

　ウォルターが鼻で笑う一方、ニコロは神しん妙みように腕うでを組んだ。

「でも、つじつまは合うね。内通者はその手引きをしていた、と」

「ニコロ」

「可能性の話だよ。僕だって信じてるわけじゃないさ」

　ニコロはあっさり言い、机に手を伸のばして焼き菓子をもう一つ取る。からかっただけか。

　だけど、私にしてみれば、笑って済ませられる話じゃなかった。

「そんなの駄だ目めよ」

　思わず口走ると、ウォルターはちんぷんかんぷんといった顔で、

「何が？」

「〈金の女王薔[image: ら]〉を下界に行かせるわけにはいかない」

「どうして？」

「だって、下界の人が薔[image: ら]に襲われるわ！」

　食いつくように答えてから、私ははっとした。

　そうか……だから〈永遠の王〉は王の扉を封ふうじたんだわ。下界の人々がログレスの民のように〈金の女王薔[image: ら]〉の脅きよう威いに晒さらされることのないように。

「ずいぶん優やさしいのね」

　スカーレットはいぶかしみ半分で笑った。彼らにとって下界の民なんて想像上の生き物に過ぎないのだ。そんな人たちの身を案じる姿は、相当奇き妙みように映っているに違ちがいない。でも私にとっては他人ひと事ごとじゃない。

「王の扉の鍵かぎは各隊のキングが守ってるって。ウォルター、それがどこにあるか知らないの？」

「知るも何も……」

　ウォルターは困こん惑わくしつつ、何故なぜか言葉を濁にごした。

「あら、初耳だわ。そうだったの？」

「僕も聞いたことないな」

　三色の目で興味を示され、ウォルターは面めん倒どうくさそうに頭を搔かいた。

「キングが代々受け継つぐんだ。俺も代だい替がわりのときに兄貴から貰もらい受けた」

　ウォルターの前のハートのキングは双ふた子ごの兄のコンラッド卿きようだ。代替わりごとに受け継ぐ鍵。

「それって」

「悪いが守秘義務がある」

　キングはけれど、ぴしゃりとはねつけた。

「迷信にせよ、各隊のキングが守り続けてきたものだ」

「どこかに隠かくしてあるってこと？」

「ああもう、五月蠅うるさい。言わんと言ったら言わん」

　ウォルターは蠅はえでも払はらうように手をパタパタ振ふって無理やり話を終わらせた。

「鍵はキングである証あかしだ。他人に渡わたせるようなものじゃない。仮に〈金の女王薔[image: ら]〉に狙ねらわれたとしても、王の扉は開けないから、安心しろ」

　やりこめられて納なつ得とくいかない私の横で、スカーレットは城下の広場の喧けん騒そうを見下ろした。

「本当に〈金の女王薔[image: ら]〉がこの城に攻せめ込んでくると言うならね」

　確かに、広場に集まる騎き士したちは、下位まで含ふくめれば三桁けたにはなる。それが全員集合しているキャメロット城に、〈金の女王薔[image: ら]〉がわざわざ寄りつくとも思えなかった。

　しばらく会話が切れた。スカーレットは真しん剣けんな顔で黙だまり込んでいたけれど、何を考えているかと思えば、

「モントアーレおじ様も観戦にいらっしゃるかしら……。一樽たる差し上げたいわ」

　例の不味まずい蜂はち蜜みつ酒をどうやって片付けるかということだったらしい。私は脱だつ力りよくした。

「卸おろし問どん屋やのメダリオン一家も毎年観に来てるだろ。あそこならはけるんじゃないか。住み込みの召めし使いも合わせれば数十人はいるし」

　ウォルターまで乗っかっている。いよいよげんなりする私の横で、ニコロが焼き菓子を飲み込み、ふむ、と唸うなった。

「考えがある」

「蜂蜜酒のこと？」

「そっちじゃない」

　彼はぴしゃりと言い、立ち上がった。どんぐり眼まなこに悪わる巧だくみの光を灯ともして、双子に問う。

「君ら、城下町に何人知り合いがいる？」

「百は堅かたいな」

　ウォルターが当然のように答えると、スカーレットも疑いなく頷うなずいた。さすがは大貴族メイディランド家の御おん曹ぞう司し様方だ。

「了りよう解かい。行けそうだ」

　ニコロは何を考えているのか、立ち上がってくるくる歩き回った後、怪け訝げんな顔の私たちを見やって、天使みたいににっこりした。

「明日あしたの剣けん舞ぶなんだけど……、会場を変えない？」










　ハート隊の模も擬ぎ戦が始まったので、私たちも広場に降りた。砂を盛った競技場の四方には各隊の隊旗が翻ひるがえり、ぐるりと取り囲むように木組みの観覧席が設けられている。私とスカーレットは、絵札組のために垂れ幕で仕切られた特別席に案内された。

　今回の試合はどちらも剣だから、見ごたえがある。客席は見物客で満たされ、砂すな袋ぶくろが破れるたびに歓かん声せいが上がった。今戦っている二人は伐ばつ葬そう数二十前後だったはず……、上位十三人の席を貰えるかどうかぎりぎりってところだから、いよいよ必死なのだろう。

　試合を眺ながめながら、私は前のめりになって考え込んだ。

　反はん撃げき、か。円えん卓たくの騎士たちと騎士団本隊との溝みぞは今や修復不可能なまでに広がっている。もしも今ギンレイを失ったら、騎士団にとっては大きな打だ撃げきだ。それじゃ〈金の女王薔[image: ら]〉の思うつぼだわ。なんとかして黙らせないと。それも、なるべく早く。

「ねえスカーレット」

「何？」

「ギンレイの伐葬数って、今、九十七だよね？」

　以前ギンレイにも言ったこと。百まではまだ余よ裕ゆうがあるから、あと一本か二本なら、伐きっても予言には影えい響きようしないはずだ。せめて一本でも伐れば、円卓の騎士たちを黙らせることができる。やっぱりそれが一番早い気がするんだけど……。

「ええ、まあ……公式にはね」

　けれど、返ってきたのは歯切れの悪い答えだった。

　……公式には？　心がざわつく。

「どういう意味？」

「オリヴィア、聞いてなかったの？」

　スカーレットはこちらに向き直った。彼女の声を聞き逃のがさないよう、私は耳を澄すました。

「彼、薔[image: ら]ばら障で父母を亡なくしてるでしょう」

　ギンレイは生まれつきの薔[image: ら]憑つきではない。私と同様、元々耐たい性せいがあって、薔[image: ら]に襲おそわれたときに発芽したのだ。そしてそのときに父母を失い、メイディランド家に引き取られた。でも、

「亡くしてるって……死にはしないんでしょ？」

　薔[image: ら]に取り憑かれた人は、本来の寿じゆ命みようが尽つきるまで、薔[image: ら]に命を吸われながら、老いずに眠ねむり続ける。だから正確には死ぬわけじゃないって、ウォルターが言っていた。

「違うわ、オリヴィア」

　けれどスカーレットは否定した。

「それは薔[image: ら]騎士団で宿主の身体からだを保護し、正しい処置を施ほどこせば、の話」

「どういうこと？」

　悪い予感を募つのらせながら尋たずねると、スカーレットは苦い顔で、

「一度薔[image: ら]に取り憑かれると、その人の命は薔[image: ら]のもの。取り憑いた薔[image: ら]の心花を落とすと、宿主の方も死んでしまうの」

「それって……」

「彼、うちの母に拾われる前にね、実の父母に取り憑いた薔[image: ら]を、伐ってしまってるのよ」

「……え？」

　急に、模擬戦の喧騒が聞こえなくなった。スカーレットは後ろめたさを滲にじませながら、声を落として続ける。

「田舎いなか町で薔[image: ら]障と無む縁えんの生活を送ってきたから、知らなかったらしいわ。彼にだけは偶ぐう然ぜん耐性があったから、そこで伐葬具を初めて召しよう喚かんして……彼、助けようとしたのよ」

　さあっと、血の気が引く。

　薔[image: ら]に取り憑かれた両親を、助けようとして、彼は、

　切り捨ててしまった。

「彼はそれで相当心に傷を負ったみたい。そうでなくても一生目覚めないとはいえ……、実際に両親の命を奪うばってしまったのだから。うちに来てしばらく、死んだような顔をしていたわ」

　スカーレットは苦しそうに顔を歪ゆがめた。スカーレットとウォルターは、十歳のころからずっとギンレイと一いつ緒しよに暮らしてきた。彼の悲しみを、間近で見ていたのだ。

「もちろんその二本は、彼の伐葬数としては数えられていない。でも、彼にとっては忘れられない二本でしょう」

　私は唾つばを飲み込んだ。いつかの彼の言葉を思い出す。

　──これが初めてじゃない。俺はいつも、近くにいる人を死なせてしまう。

　──俺は災わざわいをもたらす。

　彼の抱かかえる闇やみは、私が思っていたより、もっと深かったのだ。

「じゃあ……、ギンレイの伐葬数は今、本当は九十九本っていうこと？」

　次で、百。

　彼が一本たりとも薔[image: ら]を伐れないのは、そのせい……？

「うちの母が彼に新しく名前をあげたのは、過去にひきずられないためだった。ウォルターはよく『妙みような名前だ』ってからかったけど……オリヴィア？　どうしたの、真っ青よ」

　スカーレットが心配して肩かたをさすってくれた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん」

　私は膝ひざの上でぎゅっと、拳こぶしを握にぎった。

　私がめげてどうするの。トラウマをトラウマで塗ぬり固めて、身の内に大きな傷を抱え込んで、それでもぐっとこらえて立ってる人がいるのに。

「スカーレット、私……」

　帰りたくないのかと聞いたとき。彼はどんな気持ちだったのだろう。父を助けたいと言いながら、まだ躊躇ためらっている私。彼の立場なら、どう思うだろう。

　迷いは消えないけれど、私、私……、

「私、ギンレイの疑いを晴らしたい」

　せめて今、心から。

「絶対に真犯人を見つける」

「ええ」

　スカーレットは凜りんとして、遠くキャメロット城を見やった。

「みんな同じ気持ちよ」







[image: Ⅴ　決戦]




　翌日。キャメロット城の裏手、昨日模擬戦が行われていた広場は、押し合いへし合いの大混雑だった。薄うす曇ぐもりの昼下がり、夥おびただしい数の革かわ靴ぐつが地面を蹴けるたび、砂すな埃ぼこりが巻き上げられて空気が薄く濁にごっていた。

「すごい人ね」

　私が思わず漏もらすと、横でニコロが自じ慢まんげに言った。

「盛大だろ？　文句なく薔[image: ら]騎き士し全員集合だ」

　序列の発表式は、当初キャメロット城内の訓練場で執とり行われるはずだったけれど、急きょ城外の広場に変へん更こうになった。この式は、後方支し援えんの騎士も含ふくめ、本隊の全騎士に出席が義務づけられている。もちろん円卓の騎士も全員だ。広場は昨日と違ちがい、見慣れた隊服で一面埋うめ尽くされている。これだけ揃そろうと壮そう観かんだ。

「だけど、これじゃ円卓の騎士方もどこにいるか分からないわね」

　スカーレットが零こぼす。確かに、この混こみようじゃ、さしもの円卓の騎士も紛まぎれてしまって、なかなか見つけられない。

「あ、いたわ」

　指さす先、件くだんの円卓の騎士の赤マントが見えた。

「近づける？」

　徐じよ々じよに大写しになる映画の一場面のように、視野に彼らの姿がはっきり映るまで、静かにそばへと寄って行く。十二人のうちの四、五人が集まって何か話しているようだ。私たちは息をひそめ、聞き耳を立てる。

「しかしなんだって今年はこんな場所で発表式を？」

　初老の騎士が居い心ごこ地ち悪そうに太った体を揺ゆらすと、隣となりの騎士はマントを手た繰ぐり寄せつつ、

「各隊のエースの依い頼らいでして。城の訓練場では狭せまいそうですよ。昨日急に通知が来ましてね」

「確かに、この人数じゃ仕方がないでしょうけど……」

　そこで女性の騎士が不意に言葉を切り、きょろきょろと周りを見回した。

「しかし」

　長年の任務で鍛きたえられた鼻で、危険の匂においを鋭えい敏びんに嗅かぎ分け……、そこで何か重大なことに勘かん付づいたように、声を落とす。

「これでは、城がガラ空きなのでは？」

　円えん卓たくの騎士たちは一いつ斉せいに眉まゆを吊つり上げた。

「何だと？」

　ただちに視線が交かわされ、危機感が共有される。

「城を無人にするなど言語道断だ。キャメロット城は騎士団の砦とりでだぞ」

「でも、序列発表式は全騎士が集まるはずですから……城には今誰だれもいないかと」

「ありえない。絵札組は一体何を考えてるんだ！」

　さすがは経験豊かな年長者。円卓の騎士たちは素す早ばやく状じよう況きようを理解したようだ。

「あちゃあ、気づかれちゃった」

　ニコロが苦笑いで頭を抱えた。

「むしろここまで騙だませ通せたことが奇き跡せきだ」

　そう言いつつ、さして気を揉もんでいる風には見えないウォルター。なぜって……、

「お前たち、何をしている！」

「城に戻もどれ！」

　円卓の騎士が怒ど鳴なり声を上げても、周りの薔[image: ら]ばら騎士たちはきょとんとしていた。

「どうしたんだ、一体……ん？」

　そこでようやく、誰かが気づいた。

「お前たち……」

　おなじみの隊服に身を包み、円卓の騎士たちを取り囲んでいたのは……、




「……ああ、もう限界！」




　そのとき突とつ然ぜん、視界が揺らいだ。

　広場の光景は瞬またたく間に消え失うせ、代わりにすぐそばでくったりと倒たおれ込んだのは、裾すその長い不思議な衣い装しようを纏まとった魔ま術じゆつ師しマーリン。

「なんだよ、面おも白しろいところだったのに」

「あんたたちねえ、いくら私が高名な魔術師だからって、こき使うんじゃないわよ」

　いつも飄ひよう々ひようとしているマーリンだけれど、今はさすがに肩で息いきをし、憎にくらしげにぼやいた。

　まあ、それも仕方ない。

「さすがの千里眼だな。ご苦労」

　というのも、彼は今の今まで、遠く離はなれた広場の様子を、魔術で私たちの目の前に映し出してくれていたのだから。

　そう、ここはキャメロット城。おなじみのロの字型隊舎の真ん中だ。

　地面に太い縄なわで円を描えがき、その中に薄うすく水を張った、大きな水鏡。マーリンはそれを銀幕代わりにして、広場にいる円卓の騎士たちの動向を望遠鏡よろしく浮うかび上がらせていたのだ。

　つまり薔[image: ら]騎士たちは、ただの一人も、一歩たりとも、城を出ていない。

　じゃあ、広場にいたのは？

「円卓の騎士たちもびっくりしてるだろうな」

「なにせ、周りがみんな、隊服を着た一いつ般ぱん人ですからね」

　各隊のエースがほくそ笑えんだ。

　突然序列発表式の会場を城外に変更し、しかもそこに、薔[image: ら]騎士に見せかけた街の人たちを送り込むというニコロの案を聞いたとき、最初は一体何を言っているのかと思った。円卓の騎士を締しめ出して、かつ、城内を無人のように見せる。その目的は……、

「何やら〈金の女王薔[image: ら]〉がキャメロット城に入りたがってるみたいだからさ。いっそおびき寄せて一いち網もう打だ尽じんにしてやろうと思ってね」

　ニコロは得意満面でうそぶいた。つまり、あえて警備が手て薄うすなように見せかけて、〈金の女王薔[image: ら]〉を招きよせる罠わなだったのだ。天下の女王薔[image: ら]でも、誰かの手引きなしに薔[image: ら]騎士の本ほん拠きよ地ちに忍しのび込むことは難しいはず。もしこの時点で城内に残っている円卓の騎士がいれば……その人こそ、裏切り者。

「だけどそんなに簡単に引っかかるのかよ？」

　誰かが今さら疑問を呈ていしたとき。

　カンカンカンカン！

　突とつ如じよ鐘かねの音が鳴り響ひびいた。薔[image: ら]障の発生を知らせるものだ。

「引っかかりましたね」

「引っかかったね」

　エースたちの冷静な反応とは裏腹に、一斉にざわつく騎士たち。私だって、さすがに落ち着いてはいられない。まさか本当に〈金の女王薔[image: ら]〉が攻せめて来たの？　心の奥では、そんなこと起こるわけがないと高をくくっていた。

「内ない壁へきを封ふう鎖さしろ。誰も入れるな」

　ウォルターの叫さけび声で、現実感がぐっと増した。元々そういう作戦だったとはいっても、キャメロット城内に薔[image: ら]が湧わくなんて、本来あってはならないことだ。前代未み聞もんの事態に、騎士たちの間には焦あせりと恐きよう怖ふが渦うずを巻き始めた。

　ガン！

「静まれ！」

　そのとき、鋭するどい声が空気を裂さいた。

「我らは薔[image: ら]騎士団である！　薔[image: ら]を倒すのが職務であり使命だ！」

　狼ろう狽ばいが錯さく乱らんに繫つながる前に、スペードのキング・ギンレイが、大たい剣けんを地面に突つき立て、凜り々りしく言い放った。

　静まり返る一同。ウォルターは腕うでを組み、こともなげに笑ってみせた。

「馬ば鹿かども、これを待ってたんだろ。円卓の爺じい様たちにぎゃふんと言わせてやろうぜ」

　キングが勇ましく口の端はしを持ち上げると、恐おそれ知らずのハート隊の面々が雄おたけびを上げる。

「じゃ、どう攻めようかね」

「まずは薔[image: ら]障の場所と規模を把は握あくしないことには……」

　すかさず会議を始めたエースたちに、

「そういうのはうちに任せておいてください」

　抜ぬけ目ないダイヤ隊のキングが言った。

　さすがはしたたかな黄薔[image: ら]、既すでに部下を城内のいたるところに配置していたらしい。情報戦ならお手の物。見張り台からの報告を素早く伝える。

「数か所に根がありそうですが……、一番大きなのは、正門前の群生。こりゃ、城壁を閉じるまでもなさそうだ」

「了りよう解かい、ちょっくらぶっ潰つぶしてくるぜ」

　力任せの黒薔[image: ら]・クラブ隊のキングが戦せん斧ぷを呼び出して肩かたに担かついだ。すぐ隣に立っていたダイヤのキングは顔をしかめ、さっと避よける。

「危ないですね、伐ばつ葬そう具は外に出るまでしまっておいてください」

「黙だまって待ってられるか！　戦わせろ」

「ああ、これだから黒薔[image: ら]は……。仕方ないですね。援えん護ごしましょう」

「では、ダイヤ・クラブ両隊が正門前ということで」

　黄薔[image: ら]と黒薔[image: ら]の騎き士したちは頷うなずき合い、正門へと向かった。

「じゃあ、赤と白は数組に分かれて……」

　ニコロが次の指示を出そうとしたとき、

　ぼこっ！

「うわっ！」

　突然地面が盛り上がり、石いし畳だたみを砕くだきながら薔[image: ら]が出現した。二級サイズの黄薔[image: ら]が、三、いや、四株。大おお盤ばん振ぶる舞まいだ。騎士たちは即そく座ざに利きき手にそれぞれの伐葬具を呼び出す。

「いい度胸だ。ここがどこか分かってるのか？」

　ウォルターのスイッチが入る音がする。針のような双剣は、今すぐにでも薔[image: ら]を串くし刺ざしにしたくてうずうずしているかのように煌きらめいた。その横で、ギンレイも白薔[image: ら]の大剣を構える。

　けれど、薔[image: ら]の方だって、最初からキングに向かってかかるほど馬鹿ではなかった。ハート・スペード両隊が集まる薔[image: ら]騎士の山の中から、黄薔[image: ら]が狙ねらいを定めたのは……、

「エーデルワイス！」

「あらあら」

　誰だれよりも華きや奢しやで小こ柄がらなスペードの女王は、けれどうろたえることなく、

「悪い子ね」

　右手首から可か憐れんな白薔[image: ら]を生やした。それは銀色に輝かがやきながら長く伸のび、そして、

「む……鞭むち!?」

　現れたのは、銀の鎖くさり鞭むちだった。長い鎖の先せん端たんには、棘とげのついた重りがついている。

「げっ！」

「やめろ、クイーン！　ここで戦う気か!?」

　ざわつく白薔[image: ら]ばら隊。え、何その反応。どういうこと？

「おい、怪け我がしたくなきゃ近寄るな。あれは怖こわいぞ」

　スペードのジャック・バルザックが私を引っ張った。なるほど、可愛かわいらしく小首を傾かしげながらも、エーデルワイスの目は完全に戦せん闘とう用のそれだ。

「お仕置きが必要みたいね？」

　ビュッ！

　風切り音を響かせながら、踊おどるように鞭を振ふるう、白薔[image: ら]の女王。

「うっわ……」

　銀の鎖は襲おそいかかる薔[image: ら]に絡からみつき、根こそぎ抜き去った。かと思えば、星型の重りが鈍どん器きのように薔[image: ら]に殴なぐり掛かかる……。小柄で華奢な外見からは想像もつかない、拷ごう問もんのような戦い方。感情を殺した酷こく薄はくな視線は、味方ながら十分恐ろしかった。

「クイーン！　あなたはもっと広い場所で戦ってください！　怪我人が出る！」

「あら、ごめんなさい」

　フラウに懇こん願がんされ、彼女が振り返ったときにはもう、中庭の薔[image: ら]はほぼ全ぜん滅めつしていた。

「君も苦労するよね」

「分かってくれますか……」

　赤白のエースは苦労を分かち合った後、再び指示を出し始めた。

「ハート・スペード両隊！　聞いて！」

「下位の者は四名以上で内壁へ。道中薔[image: ら]を潰しながら、ダイヤ・クラブ隊の援護に向かってください」

「現時点の序列で一ひと桁けた位の者はここに残って」

　下位騎士たちが駆かけ出した、すぐ後。

　ぼこっ！

　さっき一いつ掃そうしたばかりだというのに、もう次の薔[image: ら]が湧き出した。子薔[image: ら]の群生だ。ご丁てい寧ねいに黄色と黒の二色。ここには赤白の騎士しかいないことを理解したらしい。

「飽あきないわねえ」

　スカーレットが伐葬具の弓で次々に矢を射ながら言った。

「わざわざ高位の騎士を狙ってるのか？」

　剣を振り回しつつウォルターが言うように、薔[image: ら]は絵札組ばかりに狙いを定めているように見えた。というより、もっと正確には……キングの二人？

「物ぶつ騒そうね。何が目的かしら？」

「エーデルワイス！　あんたはちょっと離はなれてくれ！」

　ビュッ！

　休む暇ひまもなく、薔[image: ら]はどんどん湧いてくる。私も鎌かまを振り回すけれど、きりがない！

　襲い来る黒薔[image: ら]の枝を盾たてで防ぎつつ、ニコロがバルザックと私に向かって叫んだ。

「ジャックの二人！　城壁内をくまなく回って、根を見つけるんだ。これだけの規模だから、親薔[image: ら]はすぐに見つかるはずだよ」

「で、でも、みんなが」

　この状じよう況きようで、自分たちだけ隊を離れろって言うの？　さすがにそんなこと……、

「お前は切り込み隊長だ。先へ行け」

　躊躇ためらう私に、ウォルターが振り返って叫んだ。

「でも！」

「薔[image: ら]が湧いてるのはここだけじゃない。外でだってみんな戦ってるんだ」

　そりゃ……そうだけど！　そうなんだけど！

　目の前にこんな光景が広がってるのに、大事な人たちが、危険に晒さらされているのに！

　遠くの悲鳴と、近くの仲間と。

「選べないよ！」

「選ぶな!!」

　響ひびき渡わたったのは、ギンレイの声だった。

　釘くぎ付づけになる。白薔[image: ら]の大たい剣けんを片手に、振り返らず叫ぶ騎士の、後ろ姿に。

「守るものを選ぼうとするな。全部守るんだろ!?」

「でも、だって……」

　全部守りたい。守るために戦うって誓ちかった。でも、私のこの小さな手じゃ、どっちも守るのは無理。全部を守るのは、無理なのよ……！

「馬ば鹿かかお前は」

　震ふるえる心を、ウォルターがいつもの台詞せりふで吹ふき飛ばした。

「何のために俺たちがいるんだ」

「え？」

　不ふ甲が斐いない声と共に顔を上げると、

「戦ってるのは君だけじゃないでしょ」

「みんなで守りましょう。キャメロットを」

　ニコロとスカーレットの言葉が続いた。

　──君の後ろには誰だれがいる？

　そうだった。一人で戦ってるわけじゃ、なかった。

　──逆だ。

　私、また逆を向いてた。振り返っちゃ、いけなかったんだ。背後の仲間を心配して進めなくなるんじゃなくて、信しん頼らいして背中を預けろって、あのときギンレイは、そう言いたかったんだ。

　大事な人を守るために、信じて、進む。自分のなすべきことに集中して。

　だってみんなで戦っているのだから。誰一人ひとり切り捨てないために、互たがいに心をゆだね合う。みんなでみんなを守り合えば、死角はできない。

　ギンレイは背を向けたまま言った。

「躊躇うな、道を切り拓ひらけ。振り返らないのが君の仕事だ」

「ここは俺たちに任せろ」

　ウォルターは頼たのもしい言葉を放ったと思えば、もう薔[image: ら]に向かって伐きりかかっている。

「……私」

　ああ、ようやく分かった気がする。切り込み隊長の役目。

　振り返らないのは、切り捨てたわけじゃない。後ろのことは仲間に託たくして、隊の進路に松明たいまつを掲かかげるのが、ジャックの仕事なのだ。状況を読み、一番可能性の高い道を選んで、進むこと。

　全部を守るのは無理。確かにそうだ。

　私一人ではね。

　でも、一人で戦っているわけじゃなかった。

　どっちも大事なら、選ばなくていいんだ。守るものが多すぎるなら、助けてもらえばいい。

　みんなの手を借りる代わりに、私は自分にできることをしよう。自分にしかできないことを。

「私、行くわ」

　今はただ進もう。イノシシだもの。

「世話の焼ける隊だぜ」

　吹っ切れたように走り出す私を、同じくジャックのバルザックが追った。










　隊舎を抜ぬけ、ひとまず配備の薄うすい城の裏手へ向かう。

　やみくもに走るんじゃ芸がないけれど、どこもかしこも薔[image: ら]だらけで、実際そう簡単には進めそうになかった。それも、薔[image: ら]はどんどん増えるのだ。この前の薔[image: ら]障とは密度が段だん違ちがいだ。〈金の女王薔[image: ら]〉は明確に、この城だけに目標を絞しぼっているのだと分かる。

　ぶわっ！

　早さつ速そく目の前に、多色の子薔[image: ら]の大群が生え、進路を阻はばんだ。瞬またたく間に囲まれる。

「ちっ、厄やつ介かいだな」

　バルザックの伐ばつ葬そう具は短剣。軽くて素す早ばやい動きは先せん陣じん切って戦う切り込み隊長にはもってこいだけど、広こう範はん囲いの攻こう撃げきには向かない。

「バルザック、どうする？」

「仕方ないだろ。突つっ切る。あの辺りをすり抜けられそうだ」

　バルザックが指さす。確かに、少し薔[image: ら]がまばらになっているところがあった。私とは違って理知的な白薔[image: ら]ばら憑つきだけあって、バルザックは的確に隙すきを読む。だけど……、

　短剣を掲げ、走り出す彼について行きながら、私は大きく息を吸い込んだ。考えがある。できれば人前で試ためしたくはなかったけど、




「伏ふせ！」




　大声で叫さけぶ。途と端たん、薔[image: ら]たちがさっと身を屈かがめた。

「わっ……とと！」

　空から振ぶりしてしまい、バルザックは思わず転びかける。

「お前、一体どっちの味方なんだよ！」

　つんのめりながら、恨うらみがましく振ふり返るバルザック。そこで不意に、眉まゆ根ねを寄せ、

「というか今、薔[image: ら]に命令した……？」

「どいてて！」

　これだけ生おい茂しげった薔[image: ら]は、いちいち伐ってちゃらちが明あかないでしょ。チャンスは一いつ瞬しゆん。薔[image: ら]たちが動きを止めている間に……、

「削そぎ取るわ」

　私は腰こしを低く落とし、散スプ水リン機クラーのように鎌を振り回して、大きく円を描えがいた。この鎌かまの届く範はん囲いすべて、薙なぎ伐ってやる！

　ぎゃああああん！

　刈かり取られた薔[image: ら]たちの断だん末まつ魔まの鳴き声が響く。

「馬ばッ鹿かお前！　殺す気か！」

　器用に鎌を飛び越こえたバルザックは、目を丸くして怒ど鳴なった。

「でも、一気に片付いたわ」

　私たちの周りだけ、丸く根こそぎ刈り取られた薔[image: ら]。柄えの長い武器は上手うまく利用しないとね。

「行くわよ！」

「女って恐おそろしい」

　バルザックが辟へき易えきしたように言った、そのとき。




『おいで』




　脳のう髄ずいに響き渡る声。私は目を見開き、風のように振り返った。

「どうした？」

　バルザックには聞こえてないんだ。じゃあこの声は……。

「どうしたんだよ？」

「声が聞こえたの」

「声？」

　踏ふみ出す右足が向かうままに、走り出す。本能的に目指す先は、

「宮きゆう殿でん？」

　また？　最近妙みように縁えんがある。

「ここに何かあるのか？」

「分からない、でも」

　大広間に足を踏み入れる。高い天てん井じようからは鉄の輪のシャンデリアが垂れ、鏡のように磨みがき上げられた石いし床ゆかに、壁かべ布ぬのの贅ぜい沢たくな織り模様が映り込んでいた。曇くもり空なので室内は暗く、冷えた空気が静かに肺に流れ込む以外、どこにも動きはない。

　外の喧けん騒そうを忘れそうなほどの、ひんやりとした静せい謐ひつ。響ひびくものといえば、足音だけ。床を叩たたく靴くつの音が一つ、二つ、三つ……三つ？

　ぎょっとして振り返る。

　そこには……、

「マチルダ？」

　部屋の隅すみ、分厚い赤カーテンのそばに、華きや奢しやな少女が立っていた。茶色い巻き毛を揺ゆらし、不安そうに立つ彼女は、震えながら、泣きそうな顔で視線を泳がせている。

「迷っちゃったの？　ここは危ないわよ」

　慌あわてて駆かけ寄る。後ろからバルザックが不ふ審しんげに問うた。

「おい、その子は？」

「ラヴァグルド卿きようのお子さんよ」

　彼女が城に来ていることは他ほかの騎き士しには秘密だと言われていたけれど、今はそんな場合じゃないだろう。かがみ込み、マチルダの手を取ろうとしたとき、

「何言ってるんだ、お前？」

　バルザックが声を低く落とした。振ふり向く私に、彼はこう続ける。

「ラヴァグルド卿の娘むすめさんは、亡なくなってるだろ？」

「ああ、そうじゃなくて。マチルダはその子とは別の娘さんなの。妹かな」

「いや、え？　だから……」

　バルザックは戸と惑まどいながら、何故なぜかゆっくりと、こちらに短たん剣けんを向けた。

「マチルダってのは」

　彼は一瞬、口を濁にごし、そして、

「……死んだ子の名前だろ？」

「ここにいたのか、マチルダ」

　そのとき、入り口からもう一つ影かげが伸のびてきた。弾はじかれたように立ち上がり、鎌を構える。

　見れば、大きな扉とびらを背にして、誰だれかが立っていた。逆光になってよく見えない。

「お前、誰だ！」

　バルザックに大声で問われ、その人は数歩こちらに歩み寄った。影に入って、やっと姿がはっきり見えたとき、まず目についたのは、赤いマントだった。

　赤いマント。円えん卓たくの騎士の証あかしだ。円卓の騎士たちは城外に出で払はらって締しめ出しを食くらっているはず。もし今、城内に現れる者がいれば……、それは、

「内通者」

　けれど、その人はマントの大きなフードを目ま深ぶかにかぶっているせいで、顔が分からない。

「あ！」

　そこで突とつ然ぜん、マチルダが私のそばを離はなれ、迷うことなくその人影の方に向かって走って行った。嫌いやな予感がした。

　マチルダはマントの騎士の後ろに隠かくれ、ズボンを摑つかむ。先日、初めて会ったときにしたように。その騎士は黙だまったまま……、ゆっくりと、大きなフードのついたマントを脱ぬいだ。

「……え？」

　完全に思考が停止した。私は夢を見ているのだろうか？

「ラヴァグルド卿……？」

　円卓の騎士は今、全員城外にいる。今このタイミングで姿を現したということは、最初から城を出ていなかったということ。〈金の女王薔[image: ら]〉が無人になったキャメロット城を襲おそうことを知っていて、手引きをするために城に留とどまったということ。だから、

「まさか」

　茶色い髭ひげ、笑い皺じわの刻まれた目元。温おん厚こう柔にゆう和わな騎士が、……裏切り者？

「噓うそだろ」

　バルザックも愕がく然ぜんとしている。

「いやあ、出来すぎだと思ったよ。やっぱり罠わなだったね」

　ラヴァグルド卿はにっこり笑って言った。表情と言葉とが嚙かみ合っていない。そのちぐはぐさが、いよいよ不気味で。

「噓だろ。だって……」

　平静を失った様子のバルザックが、つっかえつっかえ尋たずねた。

「〈金の女王薔[image: ら]〉に手を貸したのか？　あんたは円卓の騎士だろう！」

「我々のためだ」

　ラヴァグルド卿は笑え顔がおを崩くずさずに答えた。

[image: ]

「今日をもって〈金の女王薔[image: ら]ばら〉はログレスから去る」

「どういう意味だ？」

　どうにも飲み込めていない様子のバルザックの隣となりで、私は全身に冷や汗あせが噴ふきだすのを感じていた。

「王の……扉！」

「気づいていたのかね。感心だ」

　見けん当とう違ちがいじゃなかった。〈金の女王薔[image: ら]〉が、本当にここに来てるんだ。王の扉を開けて、下界へ降りるために。

「止めなきゃ！」

「もう遅おそい」

　卿の静かな笑みを、こんなに恐おそろしいと感じたことはなかった。〈金の女王薔[image: ら]〉の後ろ盾だてゆえだろうか、普ふ段だんにもまして悠ゆう然ぜんとしている。

「今ごろ薔[image: ら]たちが各隊のキングを襲っているところだ」

「やっぱりキングを狙ねらってたのか」

　バルザックが苦々しげにうめく。キングを守っていればよかったと、後こう悔かいしても遅いけど。

「鍵かぎを差し出すように言え。悪くはしない」

「できるわけ、ないじゃない！」

　はねつけると、卿は皮肉っぽく両りよう肩かたを上げた。

「分かってないな。〈金の女王薔[image: ら]〉がいなくなれば、ログレスは薔[image: ら]障から解放されるんだぞ」

「だけど下界の人々が犠ぎ牲せいになるのよ！」

「我々はもう充じゆう分ぶん犠牲になって来た!!」

　そこで初めて、ラヴァグルド卿の笑みが消えた。

「下界の民たみを慮おもんぱかってこっちが命を差し出すのかね？　それが正しいのか？」

　やりきれない怒いかりが爆ばく発はつする。薔[image: ら]に娘を奪うばわれた悲しみが、いつしか使命を歪ゆがめたの？　仲間を裏切り、悪あく魔まの標的を他人になすりつけてでも、この憂うき目から逃のがれたいと？

「薔[image: ら]の脅きよう威いに黙って耐たえ続けるのはもううんざりだ。これ以上失うものを増やしたくない。私は自分に正直に生きると決めたんだ」

「だからって、他の人を身代わりにするの……？」

　かつて自分を苦しめた痛みを、誰か他の人に負わせて、

「それであなたは、幸せなの!?」

　半分叫さけび声になりながら問う私に、ラヴァグルド卿は答えず、すっと右手を上げた。その手首から赤薔[image: ら]が生えて来る前に……、

「おっと、動くなよ」

　いつの間にかにじり寄っていたバルザックが、素す早ばやくラヴァグルド卿の首筋に短剣を突つきつける。対薔[image: ら]用の武器とはいっても、刃は物ものだ。致ち命めい傷しようを負わせることだってできる。そしてこの状じよう況きよう下で、おそらくバルザックにはその覚かく悟ごがあった。卿は逆らっても利はないと判断したのか、大人しく右手を降ろした。

　私はやるせない気持ちを押し殺し、携けい帯たいしていた鳴き笛に火をつけると、床ゆかを滑すべらせて扉の外に投げた。

　きゅるるるるるるる！

　高い音を上げ、赤い煙けむりが昇のぼっていく。これですぐに救きゆう援えんが来るはずだ。

「バルザック」

「おう」

　バルザックはラヴァグルド卿きようの両手を後ろ手に縛しばる。両手首をきつく合わせた縛り方は、不意打ちを防ぐ意味で的確だった。私は……彼を信しん頼らいするから、

「その人は任せてもいい？」

「構わないけど、お前は？」

「行くところがあるの」

　決意を睫まつ毛げに灯ともして、真っ直すぐ立つ。行こう。行かなきゃ。

　これ以上、〈金の女王薔[image: ら]〉の好きにはさせない。

「イノシシ」

「何？」

「気を付けろよ」

「うん。ありがとう」

　私は駆かけ出した。宮きゆう殿でんの中、大広間の奥へ。暗い廊ろう下かへと。










　暗くてかび臭くさい廊下をひた走り、王の扉とびらがある部屋に転がり込む。

　がらんとした部屋に、薔[image: ら]の姿はなかった。ひとまず胸むねを撫なで下ろす。

　息を整えながら部屋の中央まで進み、私はそこでゆっくりと、部屋を見回した。目の前の壁かべには、大きな石の扉。その場でゆっくり一回転しながら、部屋中に視線を走らせる。右手にはカビの生えた石壁、後ろを向いて、さっき入ってきた扉、さらに回って、また石壁。そして再び王の扉に正対しようとしたとき、

「！」

　体がびくっと跳はねた。

　王の扉の前、さっきまで誰だれもいなかったそこに、突とつ然ぜん、幽ゆう霊れいみたいに浮うかび上がる白い顔。茶色い巻き毛を揺ゆらし、こくりと首を傾かしげてこちらを見ていたのは、

「マ、マチルダ!?」

　いつからそこに。というか……、

「……つけてきたの？」

　マチルダは笑っていた。少女にあるまじき、あだっぽい笑えみ。そのこぼれそうな大きな瞳ひとみが、金色に光った気がした。

『ふふっ』

　ぞくりと、背筋が粟あわ立だつ。この声を、私は、聞いたことがあった。

『道案内ありがとう』

「あ」

　直感が告げる。

　はめられた。

　私たち、罠わなをかけたようでいて、逆に罠にはまっていたのだ。

「〈金の女王薔[image: ら]〉……！」

『あなたに会いたかったの、オリヴィア』

　マチルダは小さな手を唇くちびるに当て、とっくりと流し目を寄よ越こした。

『二人っきりで話をしない？』

　途と端たん、マチルダの右手から矢のように蔓つるが飛ぶ。伐ばつ葬そう具を構えるけれど、間に合わない……！

「きゃああ！」

　ザンッ！

　繊せん維いが断たち切れる音がして、私は咄とつ嗟さに瞑つむった目を開ける。

「ギンレイ！」

　真っ白な隊服を翻ひるがえし、私の前に割って入ったのは、スペードのキングだった。

「平気か？」

「う、うん。ありがとう」

　そうか、呪のろいを受けているギンレイも、〈金の女王薔[image: ら]ばら〉の声を聞くことができる。脳に直接響ひびくようなあの声を聞いて、駆けつけてくれたんだろう。

『またお前なの。邪じや魔まするのが好きね』

　ギンレイは大たい剣けんを構え、目の前の少女を見やる。

「驚おどろいたな。俺の記き憶おくが確かなら、君はラヴァグルド卿のお子さんで、ずっと前に死んでる」

『言葉は慎しん重ちように選ぶべきね。ちょっと栄養になってもらってただけよ。死んじゃいないわ』

　ラヴァグルド卿の、亡なくなったはずの娘むすめ……マチルダの姿をした〈金の女王薔[image: ら]〉は、茶色い巻き毛を細い指先で弄もてあそびながら、

『だけどあれが、娘を返せと五月蠅うるさいんだもの』

「あれって……ラヴァグルド卿のこと？」

『失礼な話じゃない？　返せ、だなんて。人の命は誰のものでもないわ』

「どの口がそんなこと……！」

　怒いかりで頰ほおが震ふるえた。皮肉にしたって笑えない。

『嫌いやねえ、怒おこらないで頂ちよう戴だい』

〈金の女王薔[image: ら]〉は軽くあしらう。からかっているつもりなのだ。

『私は寛かん大だいなの。だから言ったのよ。私に協力するなら、しばらく娘を返してあげてもいいわよって』

「マチルダの身体からだを解放したのか？」

　ギンレイが驚いたように尋たずねると、〈金の女王薔[image: ら]〉は芝しば居いがかって自分を指さした。そんなに疑問なら目の前のこの私をごらん、と。

　ラヴァグルド卿の娘マチルダは、薔[image: ら]に取り憑つかれ、身体を奪われてしまった。でも、死んだわけではない。目覚めず、老いずに、薔[image: ら]に命を吸われ続けていただけ。

　一度薔[image: ら]に取り憑かれたら、絶対に引き剝はがせないものかと思っていた。でも、考えてみれば〈金の女王薔[image: ら]〉なら……、全すべての薔[image: ら]を支配する〈金の女王薔[image: ら]〉なら、再び宿主を自由にしてやることだってできるのかもしれない。

　それは、残ざん酷こくな気まぐれ。飽あきっぽい子どもが、苦心して捕つかまえた虫を翌日にはあっさり放してしまうような。マチルダはそうして、幸運にも再び自分の命を取り戻もどしたのだ。本当に幸運かどうかは、本人にしか決められないけれど。

『対価として、少々この城の中を動き回ってもらったの。だけどやっぱり子どもを使ったのは失敗ね。密みつ偵ていとしては詰つめの甘い子だったわ』

　ギンレイがぴくりと顔を上げた。何か思い当たったらしい。

「あ、そうか」

　彼に遅おくれること数すう拍はく、私の中でも今やっと繫つながった。ラヴァグルド卿が内通者で、フレミングに城内に種を蒔まくよう指示していたのだとしたら……、

「栽さい培ばい室から種を盗ぬすみ出したのは、マチルダだったんだわ」

　円えん卓たくの騎き士しであるラヴァグルド卿本人が動くのはさすがに怪あやしすぎるし、卿ならばうっかり鍵かぎを閉め損そこねるなんて失敗をするわけがない。マチルダは、城内で暗あん躍やくする小さなスパイとして、利用されていたんだ。

『ご名答』

〈金の女王薔[image: ら]〉は相変わらずおちょくって楽しんでいる。いい加減我が慢まんの限界だ。

「……あなた、一体何をするつもりなの？」

『あら、ここに来たってことは、分かってるんじゃないの？』

　もちろん分かっていた。マチルダの背後には、大きな石造りの扉。王の扉は、ここで、何百年も前から、通る者を待ち焦こがれている。でも、

「下界には……行かせないわ」

『どうして？　あなたも下界に帰りたいんじゃないの？』

「え？」

　思いもよらない言葉。面めん食くらってしまう私の横で、ギンレイがことさら警けい戒かいを強めるのが伝わってきた。〈金の女王薔[image: ら]〉にとっては、十分すぎる答えだった。

『あっはは！』

　彼女は甲かん高だかい声で哄こう笑しようする。

『やっぱり。オリヴィア、あなた、下界から来たわね』

「ど……どうして」

『懐なつかしい匂においがするわ』

　懐かしい……？　私の困こん惑わくをよそに、〈金の女王薔[image: ら]〉は続けた。

『下界に降りたいわよねえ、オリヴィア？　元の世界に帰りたいわよね？』

　甘い蜜みつのように耳にねっとりまとわりつく言葉。思考の糸が強ごう引いんに巻き取られていく。

『私も同じよ』

「どういう、こと？」

〈金の女王薔[image: ら]〉は意味ありげに吐と息いきを零こぼし、上目づかいにこちらを見上げた。

『私はね、元々下界の生き物なの』

「う、噓うそよ。下界に人ひと喰くい薔[image: ら]なんていないわ」

『人間はすぐに姿形に惑まどわされる。愚おろかね』

　マチルダの身体を借りた〈金の女王薔[image: ら]〉は右手を伸のばした。手首から顔を出した薔[image: ら]は、手のひらの上で大きく黄こ金がね色の花を開く。と思えば、花弁は幻まぼろしのようにかすんでほどけ、金の靄もやになって甘い匂いと共に部屋中に充じゆう満まんした。

　何これ、何かのまじない？　空気中に揺蕩たゆたう細かい粒りゆう子しを見ていると、度の合わない眼鏡めがねをかけたみたいにくらくらして、体中が弛し緩かんしてくる。

「何？」

『どの娘こがお好みかしら』

　靄に何かが映り始めた。人だ。巻まき髪がみが躍おどる背の高い美女かと思えば、年とし端はも行かない可か憐れんな少女、変わった民族衣い装しようを着ていたり、一糸纏まとわぬ姿だったり……どれもこれも魔ま術じゆつ的に見み目め麗うるわしい女性ばかりだ。見つめられたら、女の私でも骨ほね抜ぬきにされそうな……、

『粒つぶぞろいでしょ？　皆みないい憑より代しろだったわ』

「憑代？」

　じゃあ、今の人たちはみんな、〈金の女王薔[image: ら]〉に取り憑かれた宿主？　〈金の女王薔[image: ら]〉はこの女性たちに取り憑いて、下界で暮らしていたということ？

『魔女だとか妖よう女じよだとか……色々な名で呼ばれたわ。でもいつだって、人間たちは私の魅み力りよくには逆らえなかった』

　彼女のささやきが耳元にとろけて流れ込む。しびれるような感覚に体が震ふるえ始めたとき、

「オリハ、駄だ目めだ。飲み込まれては」

　すぐそばで、鍛きたえられた鉄の声がぴしりと刺さした。ギンレイだ。私は頭を振ふり、正気を取り戻す。金の蜃しん気き楼ろうに、取りこまれないように。

「〈金の女王薔[image: ら]〉、あなたの目的は一体何なの？」

　何のために人に取り憑き、命を奪うばうの？　下界に降りたとして、何をするつもりなの？

　マチルダの顔に、出来の悪いつぎはぎみたいな不気味な笑えみが浮うかぶ。

『王よ』

　答えは簡潔明めい瞭りようだった。

「王……？」

〈永遠の王〉のこと？　でも彼ははるか昔に死んだはず。

「支配者に取り入りたいのか？」

　ギンレイが私の思考の先を行く。けれど、

『勘かん違ちがいしないことね。私はお前たちが欲しがるものには興味がない』

〈金の女王薔[image: ら]〉はそう言って、手で金の靄をかき混ぜる。すると、また幻が浮かんだ。

　それは小さな城だった。手のひら大ではあるけれど、純白の壁かべ、高い塔とう、ぐるりと高い城じよう壁へきに囲まれた立派な城。

『確かに私は、美女の身体を借りて、時の権力者の寵ちよう愛あいを受けて生きてきた。でも、金や権力が欲しかったわけじゃないの』

　彼女は何の抵てい抗こうもなく、せっかく建てたばかりの城に息を吹ふきかける。途と端たん、幻げん影えいの城はがしゃんと崩くずれ、砂のように零こぼれ消えた。

『形あるものはみな、壊こわれるときこそ美しい。そう思わない？』

〈金の女王薔[image: ら]ばら〉は愉ゆ悦えつの表情でそう言った。そして長い睫まつ毛げを撥はね上げ、金色の瞳ひとみで再びこちらを見る。

『傾けい国こくこそ生きがいよ』

　彼女が何を言わんとしているのか、すぐには理解できなかった。

『儚はかないから美しいのよ、オリヴィア。王が一番美しいのは、敗北を悟さとり絶望する瞬しゆん間かん』

〈金の女王薔[image: ら]〉はとうとうと語り続ける。

『支配者のそばで、彼らの人生を歪ゆがめること。彼らを堕だ落らくさせ、隆りゆう盛せいを誇ほこった一大帝てい国こくを、中からあっけなく潰つぶすこと。それが私の娯ご楽らくなの』

「娯楽？」

『そうよ。最高のね。……そして死を覚かく悟ごした王の命を吸って、また生きゆくのだわ』

　とろんとした表情は、幼いマチルダの身体を借りてなお艶つやっぽく、ぞくぞくするほど官能的だった。彼女は思わせぶりに唇くちびるを舐なめ、

『王の命の味を知っていて？　死の際きわで失意に沈しずめば沈むほど、栄えい華がとの落差が大きければ大きいほど、それはそれはたまらない味になるの』

「あなた、人の命を何だと思ってるのよ！」

　こらえきれず嚙かみついても、〈金の女王薔[image: ら]〉の論理は揺ゆらがない。

『覇は王おうは短命でなければならないの。老王がのさばる国は淀よどむだけだわ。それが世の理ことわり』

　彼女は常に断定口調で話した。ルールを作るのはいつだって強い者。彼女の中では、それが真理なのだ。

『一度頂点に上り詰つめたなら、退ひき際は早ければ早いほどいいわ。王はその死をもって初めて讃たたえられるのだから。私はそのお手伝いをしてあげるだけ』

　ぞっとした。悪びれるとか以前の問題だ。罪の感覚自体が欠落している。

〈金の女王薔[image: ら]〉が求めているのは、強大な力を持つ王ではなく、その覇王の没ぼつ落らく。王の死の瞬間に立ち会うために、美女の身体からだに取り憑ついて王に近づくのだ。そしてそれを当然のことと信じて疑わない。

　言葉が出なかった。自分の善悪観まで揺さぶられそうだ。

『下界にいたころは楽しかったわ。潰しても潰しても、次の王が現れた。だけどある日、ある愚かな王に取り憑いた瞬間、ここに飛ばされてしまった。そんなつもりじゃなかったのに』

〈金の女王薔[image: ら]〉は悔くやしそうに言った直後、

『だけど』

　また扇せん情じよう的な笑みを浮かべた。

『ここで〈永遠の王〉に出会った。彼は最高だったわ』

　彼女はこれ以上なく幸せそうな表情で、両手の指を絡からめる。けれどその金の目には、愛というより、強敵に戦いを挑いどむときのような、不ふ敵てきな高こう揚ようが湛たたえられていた。

『〈永遠の王〉は手て強ごわかった。彼はどうやら……私の正体に気づいていたの』

「伝説と違うわ」

　そこで私はギンレイと視線を交かわした。伝説では、〈永遠の王〉は彼女を愛し、信じていたのに裏切られた、というストーリーだったはず。

『言葉は事実を歪めるわ。多くの人が信じる物語が真実だとは限らない』

〈金の女王薔[image: ら]〉はそう前置いてから、

『実際はね、愛なんて受けたことはなかったわ。彼は私を怪あやしみ、常にそばに置くことで監かん視ししていたの』

　言いつつも、彼女は嬉うれしそうだった。

『……最高に刺し激げき的な日々だったわ。どうやって彼を陥おとしいれようか、そればかり考えていた』

　髪をゆったりとかき上げ、

『私の金の薔[image: ら]に対たい抗こうできたのは彼だけ……あるとき彼を襲おそおうとしたら、逆に取り込まれそうになった』

「取り込む？」

　ギンレイが聞きとがめた。

「〈永遠の王〉は薔[image: ら]憑きだったのか？」

『一部持って行かれたわ。金の薔[image: ら]に耐たい性せいがある人間なんて考えられなかった』

〈金の女王薔[image: ら]〉は右みぎ腕うでをさする。まるで腕をもぎ取られた痛みに耐たえているかのように。瞳の中の金の光が揺れる。それは恍惚？　それとも憎ぞう悪お？

『彼の命が欲しかったわ。どうしても。彼を堕落させたかった……絶望させたかった。そのために浮うわ気きも演じたし、円えん卓たくの騎き士しも味方に付けたわ。でも彼は結局死んだ』

　結局死んだ。〈永遠の王〉は、〈反逆の子〉に殺されて、この世を去った。

〈金の女王薔[image: ら]〉は最大の獲え物ものであり最強の敵を、永遠に失ったのだ。

『彼が王の扉とびらを閉じてしまったから、ここはまるで檻おりだわ。王のいない国はもううんざり……下界に降りて、もっと広い世界を支配したい』

　そして〈金の女王薔[image: ら]〉は初めて真っ直すぐ私と目を合わせた。

『オリヴィア、あなたって彼によく似ている。殺すのは忍しのびないわ……』

　目から、耳から、鼻から、逃のがれがたい拘こう束そくのうちに私を捕とらえ込みながら、

『一いつ緒しよに下界に降りましょう。支配者になりたくはない？』

　王になりたくは、ない？

　金の靄もやが濃こくなる。心が、麻ま痺ひしていく。

『この身体じゃ長く持たない。もっと丈じよう夫ぶな容いれ物が欲しいわ』

　マチルダの身体は、確かに、徐じよ々じよに力を失い、よろよろとふらつき始めていた。〈金の女王薔[image: ら]〉を宿すには、彼女の幼い身体は弱すぎたのだ。

「オリハ、駄目だ、聞くな。君の身体を憑より代しろにするつもりだ」

　ギンレイの言葉を覆おおい隠かくすように、金の瞳が覗のぞき込む。

『大人しく従うなら、面めん倒どうは起こさないであげてもいいわ。一緒に下界に降りましょう』

「い……嫌いやよ」

　首を振ふるけれど、〈金の女王薔[image: ら]〉の甘い声が頭の中でぐるぐる渦うずを巻く。まるで強い媚び薬やくのように、意志が溶とかされていく……。

「嫌！」

『でも、帰りたいのでしょう？』

〈金の女王薔[image: ら]〉は唇を笑みで彩いろどり、手を振った。例の金の靄が不思議な光を放ちながら、私を取り囲む。そこに何かが映り始めた。

「オリハ、見るな！」

　ギンレイが叫さけぶ。けれど意識はもうろうとしたままだ。私の意志とは関係なく、目の前に、徐々にはっきりと、像が結ばれる。金の鏡の向こうに、見慣れた姿が見えてきた。

「……パパ」

　目めが頭しらにつうんと刺激がこみ上げる。

　不思議な煙えん幕まくに浮うかび上がった光景は、イギリスの父の家だった。前にも、〈金の女王薔[image: ら]〉に過去の光景を見せられたことがあったけれど、じゃあ、これはいつだろう……少なくとも火事の前であることだけは確かだ。

　父はぼさぼさの頭をかきかき、電話口で誰だれかと話しているようだ。

「織おり葉はが？」

　その低い声を耳にした途と端たん、膝ひざから崩くずれそうになった。懐なつかしい父。大好きな父。

「……そうか、分かった。いや、星せい香かのせいじゃないさ」

　心臓が大きく脈打つ。星香。母の名だ。

　電話の相手は母なのだ。

「分かった。うん。……うん。大だい丈じよう夫ぶ。織葉には上手うまく言うさ」

　私はそのとき、ようやく全すべてを悟った。

　母は私の計画に気づいていて、あらかじめ父に連れん絡らくしていたのだ。

　黙だまって出てきたつもりだったのに。母は仕事が忙いそがしくて、家にもあまり帰らないし、私はいつも一人で、だから……、母は私がいないことなんて、気づきもしないと思ったのに。

　本当は、ちゃんと大事にしてもらっていたんだ。

　勝手に独りぼっちだと思い込んで、いてもいなくても同じだと思って、逃にげるように父のもとへ転がり込んで。私……、何も分かってなかった。母に申し訳なくてたまらない。いますぐ胸に飛び込んで、ごめんなさいって言いたい。

　父は遠く海の向こうの元伴はん侶りよに向かい、目をすがめた。目め尻じりにきゅっと寄る笑い皺じわ。

「大丈夫さ。僕らの子だろう。何があったとしても、大事なことは分かってるはずだ」

　優やさしく安心感のある声。心が引きちぎれそう。

「色々悩なやんで迷っていても、織葉ならきっと、自分で考えて道を選ぶよ……」

　その言葉を最後に、金の靄があっけなくほどけた。

『決心がついた？』

　現実に引き戻もどされた私は、自意識を失いそうになりながら、胸の痛みを支えにしてなんとか立つ。ここで、屈くつするわけには……。

『扉を開けるのよ、オリヴィア。一緒に下界に降りましょう』

　ぼろぼろの私に、なおもゆさぶりをかける〈金の女王薔[image: ら]ばら〉。

　私はゆっくりと、王の扉を見上げた。強固に閉じられた門、下界に繫つながる扉。その鍵かぎ穴あなは、変わった形をしていた。各隊の紋もん章しようを戴いただいた四つの穴。その浅いくぼみを見たとき、

「あ」

　突とつ然ぜん、ひらめきが降りてきた。

　振り返る。そこには……、白薔[image: ら]の大たい剣けんを携たずさえたスペードのキングの姿があった。

「……オリハ？」

　不可解な面おも持もちでこちらを見返すギンレイ。

　私は一歩ずつ、静かに彼に近づいていく。臨界点を超こえて真っ白になった頭は、かえってなんだか冴さえ冴えしていた。

「どうしたんだ？」

　私は答えず、ただ進む。

　不信感を露あらわにしたその美しい顔が、少しずつ近くなる……。

　そして私は、彼の目の前に立つと、

「オリハ？」

　ぽすんと、胸に倒たおれ込むように身体からだを重ねた。

　見上げると、彼は珍めずらしく動どう揺ようを露わにしていた。

「ギンレイ」

　私は彼の、左胸から。

「ごめん」

　キングの徽き章しようを、力ずくで剝はぎ取った。

「！」

　ギンレイの表情は、驚おどろきから焦あせりへと変わった。頭の中にこだまするのは、いつだったかウォルターが放った言葉。




　──鍵はキングである証あかしだ。




　そう、あの鍵穴は、薔[image: ら]騎士たちが左胸に付けている徽章の形にそっくりだ。

　スペードのキングの徽章は古びていて、何代も前から引き継つがれてきたことを感じさせた。かつて〈永遠の王〉が、愛剣を業ごう火かで溶かして鋳いたという、鍵。

『なるほど、それが王の扉の鍵というわけね』

〈金の女王薔[image: ら]〉が満足げに言った。私は左手で徽章を握にぎりしめ、彼女に正対した。

「オリハ、やめろ。どのみち四つ揃そろわなければ鍵として機能しない」

　迷いをはらんだギンレイの声を背に受け、

「分かってる」

　私は振り返らず、右手に力を集中させた。赤薔[image: ら]が伸のび、鎌かまの形になる。人の背せ丈たけほどもある、大きな鎌。私はそれを、肩かたに担かついだ。真っ黒な髪かみを揺ゆらし……、死に神のように。

　顔を上げろ、私。運命の鍵を、左手に握りしめて。

　死に神は生死を司つかさどる神。未来がどちらに転がるか、決める権利は、私にある。

『オリヴィア？』

　各隊のキングが守る王の扉の鍵。四つ揃えば扉が開く。

　逆に言えば、一つでも欠ければ、

『……何をするつもり？』

〈金の女王薔[image: ら]〉が、金の瞳ひとみに、警けい戒かいの色を乗せた。

　カツン。

　王の扉とびらの鍵……スペードのキングの徽章が床ゆかに落ちる。

　私は鎌を大きく振りかぶり、

『やめなさい！』

　キングの徽章に、思いきりその鋭するどい切っ先を打ち立てた。




　ガンッ！




『鍵が！』

〈金の女王薔[image: ら]〉が叫ぶより早く、徽章は真っ二つに割れた。

『きゃあああああああ！』

〈金の女王薔[image: ら]〉の咆ほう哮こうが耳をつんざいた。

『お前、何を考えてるの！　下界に降りられなくなるわよ！』

　分かってるわよ、そんなこと。

　でも、ここで王の扉を開け、〈金の女王薔[image: ら]〉を下界に逃がすくらいなら、帰れない方が数百倍まし。父の言葉通り、本当に大事なことを、見誤りたくないから。

「誰かを犠ぎ牲せいにしてまで帰りたくなんかないわ」

　自分に正直でなければ後こう悔かいする。ラヴァグルド卿きようの言ったことは真実かもしれないけど、ひとりよがりの免めん罪ざい符ふにはならない。人柱の上のはりぼての幸福なんかいらないわ。一人だけ小こ狡ずるく逃げたりしたくない。だって私、一人で戦っているわけじゃ、ないもの。

『愚おろかだわ』

「かもね」

　でも、どんな選せん択たくをするにせよ、後悔しない道なんてきっと、ないのよ。痛みを負う覚かく悟ごがあって初めて、大事なものを守れるんだわ。

「オリハ」

　ギンレイは悲痛な表情で、言葉を探している。

「……どうして」

　私は彼に向き直った。

　たくさん迷った分、この期ごに及およんで噓うそはつきたくない。

「好きだからよ」

　だからもう、ごまかさない。

「同情なんかじゃない。私はログレスの人たちのことが好きなの」

　私にとって、一番大事なことはそれ。それだけ分かれば十分だ。

「失いたくないの。だから守る。守るために戦う」

　守るものを選びたくない。全部守る道を、探す……！

『呆あきれた』

〈金の女王薔[image: ら]〉は侮ぶ蔑べつの混じった息を吐はき出した。

『下界に帰りたくないの？』

「帰りたいわよ。……帰るわ」

　諦あきらめたわけじゃない。まだ道はある。

　さっと腕うでを上げ、大鎌を〈金の女王薔[image: ら]〉に向ける。

「あなたを倒せばいいの」

　そう、〈金の女王薔[image: ら]〉の心花があれば、願いが叶かなう。だって私、元々そのために戦ってきたのだから。

「倒すわ。あなたは私がここで倒す」

　そう決意したとき、大鎌が金の光を帯び始めた。私を励はげまし、鼓こ舞ぶするように。

「〈次代の王〉は私よ」

　金色の鎌から熱が伝わってくる。湧わき上がるような血の巡めぐりとともに、全身に力が満ちる。

『その金の薔[image: ら]ばらは一体何なの……あなたは何者なの？』

〈金の女王薔[image: ら]〉は歯ぎしりした。

『下界の民たみのくせに！』

　威い嚇かくする動物のように吠ほえる。それを聞いた途と端たん、すぐ隣となりで、ギンレイが息を吞のんだ。

「下界の……ああ、そうか」

　殺気立つ〈金の女王薔[image: ら]〉とは対照的に、彼はほとんど爽そう涼りようとした表情を浮うかべていた。長く苦しんでいた問いに、ようやく答えを得た人のように。

「王の血だ」

　そう言うや、急にこちらを向くギンレイ。確信の煌きらめきが瞳を輝かがやかせている。

「オリハ、蘇よみがえる王とはやっぱり君のことだったんだ」

　どういうこと？　私は彼ほど頭の回転が速くないから、ついていけない。

「何の話？」

　一方、〈金の女王薔[image: ら]〉は腰こしに手をやって嘲ちよう笑しようした。

『王の血？　馬ば鹿かね。〈永遠の王〉に子どもはいなかったわ。彼の血を継ぐ者などどこにも……』

「湖の扉だ」

　ギンレイは断定的に告げた。

「ログレスの伝説では、〈永遠の王〉は臨終のとき、湖の向こうに旅立ったと」

　湖の向こう。ログレスの人々が信じる伝説では、〈永遠の王〉は死後そこに渡わたったのだという。湖の向こうには楽園があり、不思議な力を持つ九姉妹が英えい雄ゆうを癒いやすのだと。

「つまり死んだってことでしょ？」

「違ちがう」

　黒い目をしたログレスの民は、しかし、きっぱりと否定した。

「どういうこと？」

「文字通り考えろ。これは死の比ひ喩ゆなんかじゃなかったんだ」

　言葉は事実を歪ゆがめる。〈金の女王薔[image: ら]〉が言ったことが頭をよぎった。

「〈永遠の王〉は死んでいない。湖の扉をくぐったんだ」

　湖の扉は、気まぐれに現れ、浮うき島ログレスと下界とを繫つなぐ。私はそれを通ってここにやって来た。〈永遠の王〉が湖の向こうへ旅立ったとは、だから、つまり……、

「つまり……、下界に行ったってこと？」

　湖の向こうっていうのは、下界のことだったんだ。やっとそこまで理解した私だけど、

「仮に、〈永遠の王〉が死なず、下界で子孫を残していたら……？」

　ギンレイの口はまだ動き続けた。

「オリハ、君がその血を継ぐ者だったとしたら？」

　なぜだか急に、金色の鎌が焼けるように熱くなった。もつれていた糸がほどけたとき、音もなく掛かけ金がはまり、宿命の水すい晶しよう玉だまが転がり始める。正しい在り処かに帰るために。

「〈永遠の王〉は金の薔[image: ら]を取り込んでいたんだろう。君もそれを継いでいるんだ」

　それは突とつ拍ぴよう子しもない考えに思えた。でも、可能性はある。

　薔[image: ら]憑つきは遺伝。私の赤薔[image: ら]はここに来て襲おそわれたときに身体からだに宿ったものだけど、金の薔[image: ら]は？　もし私が本当に〈永遠の王〉の子孫なら。〈金の女王薔[image: ら]〉の身体の一部、金の薔[image: ら]が、元々私の中にあったとしたら……？

『ふふっ……あっはははは！』

　緊きん張ちようが頂点に達したとき、鋭い笑い声が響ひびき渡った。

『面おも白しろい。あなたって本当に面白いわ。オリヴィア』

〈金の女王薔[image: ら]〉は、恐おそれをなすどころか、余計興奮したようだった。黄こ金がね色の毒を宿した瞳どう孔こうを大きく開く。

『ますます欲しい』

　私は改めて大おお鎌がまを掲かかげた。虚きよ勢せいでもなんでも構わない。今は覚悟を決めるしかないのだ。

　目の前にいるのは女王なんかじゃない。人の命を弄もてあそぶ魔ま物ものだ。

「老王はとっとと身を引くべきなんでしょ？」

〈金の女王薔[image: ら]〉をこのままのさばらせるわけにはいかない。下界にも行かせない。

　だから、

「決着をつけましょ」

　薔[image: ら]戦争を、終わらせるわ。







[image: Ⅵ　金の花に願うのは]




〈金の女王薔[image: ら]〉は私の宣戦布告にいたく感じ入ったらしく、しばらく目を閉じて恍こう惚こつに浸ひたっていたけれど、不意に夢から醒さめたように宙を仰あおいで言った。

『ここ一番の大勝負に、こんな姿じゃ失礼かしらね？』

　直後、マチルダは糸が切れたようにくずおれた。

「マチルダ！」

「待て」

　ギンレイが私の腕を摑つかんで止める。

　同時に、ぞくりと、背筋を悪お寒かんが走った。鎌を握にぎり直す間もなく、

　ぶわっ！

　床ゆかから勢いよく噴ふき出すように、薔[image: ら]が生えてきた。

　そこら辺の薔[image: ら]とはわけが違う。とにかく巨きよ大だいで、おぞましく、まがまがしい金色の薔[image: ら]。部屋を埋うめ尽つくすほど茂しげった葉は触ふれ合うたびに重い金属の板のような音を軋きしませる。枝には人の指ほどもある太くて長い棘とげ、大だい蛇じやのようにとぐろを巻く蔓つる。全すべての花弁が金色にぎらつく中、心花はひときわ大きく、その存在を強調するように揺ゆれた。

『何をのんびり見てるの？　もう戦いは始まってるのよ』

　王の扉とびらは開かないのだ。半分自棄やけになった〈金の女王薔[image: ら]〉に、躊躇ためらいはなかった。

　ビュビュッ！

「オリハ！」

　四方八方から襲いかかる蔓。俊しゆん敏びんで、かつ力強い。恐れ知らずで、同時に狙ねらいは正確だ。

　でも。

　ザン！

　私は上から飛んでくる蔓を搦からめ捕とりながら鎌を引き降ろし、その勢いで断たち切った。すかさず顔を狙って来る蔓を、のけぞって避よける。体勢をすぐに整え、右手と左手を大きく離はなして両手で柄えを持ち、盾たてのようにして蔓を弾はじいた。今度はかがみ込み、隙すきをついて大きく鎌を回す。バランスを崩くずした枝を根元から断ち切り、うごめく花に真上から刃は先さきを突つき立てる。

　まるで舞まい踊おどるように。

　私だって、これまで遊んでいたわけじゃない。この前のときと同じと思ってもらっては困るのだ。剣けん舞ぶで体に染しみついた、効率のよい動き。経験が確かに私を支えてくれる。

　そしてこれに加わるのは……、

「右だ！」

　いつかのように、的確に状じよう況きようを読んで指示を出してくれるギンレイ。考える前に右に鎌を振ふると、わざわざ伐きられに来てくれたかのようなタイミングで薔[image: ら]ばらが刃はの上を滑すべった。

　ギンレイはさっと私の前に立ち、大剣を構えて周囲に目を光らせる。

「頼たのむから無む茶ちやをするな」

「大だい丈じよう夫ぶよ。あなたがいるもの」

　強敵を目前にしてさえ、彼がそばにいるだけで立ち向かえる気がする。たとえ彼が薔[image: ら]を伐れなくたって。私がまだまだ弱くたって。

　独りぼっちじゃないのだから。

　一方、ざくざく身を伐られているのに、枝が落ちるたび、〈金の女王薔[image: ら]〉はくすくす笑った。

「何がおかしいの……！」

『久しぶりに昂たかぶってるわ。あなたって本当に……不ふ愉ゆ快かい』

　凄すごみのある声が、地じ響ひびきのように空気を揺らす。

『不愉快。不愉快よ。だけど最高だわ。楽しませて頂ちよう戴だいね』

　ぼこっ！

〈金の女王薔[image: ら]〉の言葉に応こたえるように、地面から子薔[image: ら]が湧わき上がった。私たちを取り囲むように、部屋の四よ隅すみにそれぞれ一体ずつ。赤、白、黒、黄……、それぞれ二級の大きさだ。

　普ふ段だんの任務なら、ほとんど絶望的な状況だ。でも逃にげないのは……、ここに来てなお、〈金の女王薔[image: ら]〉が私を試ためしているのを感じたからだ。彼女と私は薄うすく血が繫がっているから、なんとなく分かる。紙一重ひとえで、興味が殺気に勝っている。

「オリハ、気を付けろ」

「分かってる」

　多勢に無勢じゃ勝てっこない。そっちが数で押しつぶすつもりなら……こっちにだって考えがあるわ。

　私は浅く、息を吸い、




「従いなさい」




　命じる。強い想おもいで。

　薔[image: ら]には色によって相あい性しようがあるけれど、金色は無敵だ。全てを統すべる色。

　王になるなら……、本当に〈次代の王〉になるなら、敵だって組み敷しいてみせなきゃ。私の身体に、本当に、〈永遠の王〉と〈金の女王薔[image: ら]〉の血が流れているというのなら。

　金の鎌を振り上げ、もう一度。




「従え！」




　すると薔[image: ら]たちは花を固く閉じ、ゆるゆると地に這はった。ひれ伏ふすように。

『厄やつ介かいだわ……』

　劣れつ勢せいの〈金の女王薔[image: ら]〉は、そこでゆらりと向きを変えた。彼女の狙いは、もう一人に移されたようだ。

「ギンレイ！」

　すぐに援えん護ごしようとするけれど、

「きゃあ！」

「オリハ！」

　真上から〈金の女王薔[image: ら]〉の蔓が何本も降ってきて、私を取り囲んだ。棘の檻おりで囲まれたようになる。中から伐っても伐っても、新しい蔓が生えてきて逃げられない。

「出して！　出しなさい！」

　必死に命じるけれど、さすがに〈金の女王薔[image: ら]〉本体には効かないようだ。

「ギンレイ……！」

　一方、真っ向から襲おそい来る薔[image: ら]の蔓を、ギンレイは大剣でぐっと受け止めた。

『あっははは！』

〈金の女王薔[image: ら]〉はめりめりと力を強める。ギンレイは蔓を受け止めたまま、片かた膝ひざをついてしまった。

「ギンレイ！」

『守るために戦うなんて偽ぎ善ぜんだわ』

　魔ま物ものは冷ややかに呟つぶやくと、これ見よがしに圧を加え、ギンレイのうめきを聞いては満足そうに身体からだを揺すった。

「やめて！」

『オリヴィア、あなたは何も守れないのよ。せいぜいそこで黙だまって見ておいで』

〈金の女王薔[image: ら]〉は大だい胆たんにも心花をギンレイの目の前にぶら下げる。心臓部を晒さらしても平気なのは、彼が薔[image: ら]を伐れないことを知っているからだ。

〈金の女王薔[image: ら]〉のかけた呪のろい。

　──お前が百本目の薔[image: ら]を伐るとき、〈次代の王〉は死ぬ。

　その言葉がずっと、彼を縛しばり続けているのだ。

「考えたんだが……」

　そこで、さっきから押し黙っていたギンレイが口を開けた。体勢が崩れかかる直前、必死で剣を支えながら、彼はけれど、驚おどろくほど落ち着き払はらっていた。冷静すぎて、逆におかしい。

「〈金の女王薔[image: ら]〉を伐る者が〈次代の王〉なんだろ？」

　ギンレイは淡たん々たんとそんなことを言う。

　何の話？　そう思ったのは私だけではないようで、〈金の女王薔[image: ら]〉も少し困こん惑わくしたように、

『そうらしいわね。だから何？』

「じゃあ今〈金のお女王ま薔[image: ら]え〉を伐れば、俺が〈次代の王〉ってことになるな？」

「え？」

　ギンレイ、何言ってるの？　それじゃあ……、

『何言ってるの、そんなことしたらお前が死ぬわよ？』

　ギンレイの伐ばつ葬そう数は今九十九本。確かに〈金の女王薔[image: ら]〉を伐れば彼は〈次代の王〉になるけれど、同時に百本目を伐ったことで呪いを受けて死んでしまう……。

「だから何なんだ？」

　ぞくりと寒気がして、私はギンレイの方を見た。それは何か決心したような顔だった。死なんて恐おそれない顔だった。

「ギンレイ、駄だ目め！」

　悪い予感を振り払うために大声で叫さけんでも、

「オリハ、君を死なせたくない」

　その意志は、もう駆かけ出している。追いすがっても手が届かない……！

「嫌いやよ、やめて！」

　そんなの駄目だ。一番駄目だ。

「あなたを独りぼっちにさせないって、決めたのよ！」

「独りぼっちどころか、最近じゃ五月蠅うるさいくらいだ」

　ギンレイは金の心花を見み据すえたまま……、笑っていた。

　どうしてこんなときに、そんな顔で笑うの。今までで一番満足げな顔で。まるで別れを告げるみたいに。

「ずっと何のために戦うのか分からなかった。でも君のおかげで覚かく悟ごが決まった」

　彼は最後にちらりと、その漆しつ黒こくの瞳ひとみに私を映して、そして。

「守るために戦うんだろ」

　大たい剣けんを引き抜ぬき、素す早ばやく振ふりかぶって、息を吞のむより速く……、

「君を守る」

　金色の光が、視界を、満たして、

「駄目!!」




　ぎゃあああああん!!




　絶ぜつ叫きようと共に、金の心花が、落ちた。

『まさか』

[image: ]

〈金の女王薔[image: ら]〉はのたうちながら倒たおれ、衝しよう撃げきで床ゆかを揺ゆらした。本来の年ねん齢れいに戻もどるように、たちまちしおれていく葉。老ろう婆ばみたいなしわがれた声で、

『死にたくない。死にたく、ない……』

　多くの王たちを死に追いやっては喜んでいた魔物は、けれど今、誰だれよりも死を恐きよう怖ふしながら、最さい期ごの叫びをあげ、そして……、息絶えた。

　と同時に、

「ギンレイ！」

　夢のように、幻まぼろしのように、再び目を合わせる隙すきすら与あたえないで。まばたきしたときにはもう、白薔[image: ら]の騎き士しの姿はかき消えていた。

「ギ、ギンレイ」

　檻が崩くずれ落ちる。私は必死でもがき、蔓つるの中から這はい出た。

「噓うそ」

　声にならない声で呟き、駆け寄る。さっきまで彼が立っていた場所へ。でも……、どんなに目をこすっても、周りを見回しても、影かげ一つ見つからなかった。




　──お前が百本目の薔[image: ら]を伐るとき、〈次代の王〉は死ぬ。




　その意味を理解したとき……、世界が、真っ暗になった。

「噓、噓、噓」

　嫌だ、嫌だ、嫌だ。こんな、こんな一いつ瞬しゆんで、消えてしまうなんて。

「ギンレイ！」

　嗚咽おえつ交じりの叫び声が、がらんどうの部屋に反はん響きようする。でも、どこからも返事はなくて。

「うぅ……」

　膝ひざを折る。嗚咽がこみ上げる。ぎゅうと身体からだを縮め、俯うつむいた。

　こんな、こんなの。

　底なしの暗くら闇やみを湛たたえた切れ長の目、力強い手のひら。冷たい言葉、凍こおるような無む彩さい色しよくの視線、何を考えているか分からない鉄の無表情。だけど、本当はいつだって優やさしかった。私を導いてくれた。独りぼっちじゃないって、教えてくれた。自分が一番孤こ独どくだったくせに。誰よりも深く傷ついていたくせに。

　埋うめようのない孔あなが、心を内側からきいんと冷やす。瞬まばたきした瞬間、睫まつ毛げの先まで溜たまった涙なみだが零こぼれ落ちた。それをきっかけに、次から次から、涙が溢あふれて止まらなくなる。

　私が守りたかったのは、本当に守りたかったのは、彼だった。

　一番大事な人だった。

　でも、もういない。

　泣きながらうずくまる。〈金の女王薔[image: ら]〉の言う通り。私、何一つ守れやしないじゃない。

　無力感に打ち震ふるえながら、地面を舐なめるように顔を落とす。跪ひざまずく巡じゆん礼れい者みたいに。今さら祈いのることもないけれど。祈ることなんて、もう……。

「……あ」

　不意に、目を開いた。がばりと起き上がり、そばを見る。

　そこには、金に輝かがやく薔[image: ら]の花が転がっていた。人の頭ほどの大きな花……いや、違ちがう。花の形をしているだけで、これは血にまみれた魔ま女じよの首なのだ。それでも、

「金の心花」

　何でも願いを叶かなえるという……。

　どくんと、胸が震ふるえた。

　金の心花。

　これがあれば、下界に戻れる。火事から父を救うことだってできるかもしれない。懐なつかしい元の世界。私の帰る場所。

　……だけど。

「パパ、ごめんなさい」

　後こう悔かいしない道なんてない。……そうよね？

　ならせめて、本当に大事な気持ちに誠実でいさせて。

　私は凶きよう悪あくにぎらつく金色の花を持ち上げた。重い。これが選せん択たくの重みだとしても、私は。

　ゆっくりと、心花を胸に抱だく。

　ああどうか、奇き跡せきがあるのなら。

「死んじゃ駄目。お願い」

　彼を失いたくない。

　全部守ると決めた。でもそのためには彼が必要なの。

　どの道を歩んだとしても、その未来にはギンレイが必要なの。

　彼は私の道しるべだから。弱い私を導く、確かな灯ともし火びだから。

　だからお願い。

「帰ってきて……ギンレイ」

　そのとき、金の心花がふわりと宙に浮うかび上がった。

「え？」

　花弁がするするとほどけ、夢のような香かおりが広がる。光の粒つぶが空気に溶とけ、やがて何かの形に集まり始めた。金色の煌きらめきに包まれて、永遠のような静せい寂じやくの中、

「……ハ」

　声が、聞こえた。また視界が緩ゆるみ、嗚咽が零れそうになった。咄とつ嗟さに口元を押さえた手を、がっしりとした左手が摑つかむ。そして次の瞬間には、

「オリハ」

　熱い鼓こ動どうを取り戻した白薔[image: ら]の騎士に、私は強く、痛いくらい強く、抱きしめられていた。










　その後、薔[image: ら]騎士団は薔[image: ら]障を鎮ちん圧あつしたけれど、王の扉とびらは永遠に閉とざされた。










「オリヴィア」

　後ろからかけられた声で、振ふり返る。

「マーリン」

　隊舎の裏庭のベンチに腰こしかけ、夕日に照らされた花か壇だんをぼんやり見ていた私は、飛んでくる烏からすのために少し横にずれてあげた。烏の姿のマーリンは黙だまってそこに止まり、瞬またたく間に人の姿に変化した。

「探したわよ」

　私は俯いたまま無理やり笑った。赤く染まった石いし畳だたみの上、影が長く伸のびている。

「静かなところにいたくて」

「どこも浮かれ騒さわぎだものねえ」

〈金の女王薔[image: ら]ばら〉を倒し、お祭り状態の薔[image: ら]騎士団。キャメロット城だけでなく、ログレス全土が歓かん喜きに沸わいていた。歌と踊おどりは夜通し止やまず、誰も彼も葡ぶ萄どう酒を酌くみ交かわし、泣き笑いで喜び合っている。

　残党狩がりこそあれ、薔[image: ら]戦争は終わったのだ。

　薔[image: ら]障は間もなく消え、ログレスは失ったものを取り戻す。

　というのも……、〈金の女王薔[image: ら]〉が死んで初めて分かったことがあった。キャメロット城の地下に眠ねむる、薔[image: ら]に囚とらわれた人々。薔[image: ら]に命を吸われ、植物状態になっていた彼らの中に、目を覚ます者が現れ始めたのだ。身体に巣くっていたはずの薔[image: ら]は枯かれていた。

　親薔[image: ら]の死で、子薔[image: ら]たちも急速に力を失い始めているのだ。宿主の生命力が薔[image: ら]に勝まされば、回復も不可能ではないのかもしれない。騎士団ではすぐに研究班が立ち上げられ、真の意味での薔[image: ら]障撲ぼく滅めつのために動き始めた。

　双ふた子ごの母のメイディランド夫人だって、もしかしたら……。

「マチルダだけど、順調に回復してるそうよ。体力はかなり落ちているけど、命に問題はないみたい」

　顔の半分だけ夕日を受けて、マーリンが言った。

「そう、よかった……」

　私は柔やわらかく息をついた。ラヴァグルド卿きようは円えん卓たくの騎士の称しよう号ごうを剝はく奪だつされ、キャメロットから追放されたけど、娘むすめのマチルダは騎士団で保護されることになったらしい。それも、

「メイディランド家が引き取るんでしょ？」

「そうみたいよ。あの爺じいさん、相変わらずひねくれてるわ」

　老メイディランド卿は確かにいけすかない爺様だけど、結局お人よしは家系なのだろう。今回のことでようやくギンレイの予言の件が明るみに出て、長い誤解も解けた。ギンレイは晴れて無罪放ほう免めん、騎き士し団からの信しん頼らいも一気に回復した。彼は〈次代の王〉の称号を光輪のように背負って、これからのログレスの未来を引っ張っていくだろう。

　対して、私は。

　ログレスの未来……そこに自分が想像できなくて、私はまた俯いてしまった。

　そんな私に、マーリンが控ひかえめに尋たずねた。

「剣けん舞ぶを見ないの？」

「うん……」

　序列決定式はそのまま祝賀祭に変わった。城は開放され、贅ぜいを凝こらした料理やお酒が庶しよ民みんにも振る舞まわれている。そして、せっかくだからということで、延期になっていた剣舞の奉ほう納のうも訓練場で改めて行われることになった。予定ではもうすぐ始まるはずだ。

「悪いけど、そんな気分じゃなくて」

　どうしても明るい表情を作れない私の横で、マーリンはゆったりと足を組んだ。

「聞いたわ。王の扉の鍵かぎを壊こわしたのね」

　私は答えなかったけれど、マーリンはなおも、

「その上〈金の女王薔[image: ら]〉の心花もギンレイのために使ってしまったわ」

「うん……」

「下界に帰れるかもしれなかったのに。馬ば鹿かね」

　一つ一つ確かく認にんされ、私はうなだれてしまう。

　後悔していないと言うと噓うそになる。でも、あれが間違いだったとは思わない。思いたくない。

「オリヴィア」

　マーリンは身体からだを屈かがめ、俯うつむく私を覗のぞき込む。

「あなたには王の素質がある」

「〈金の女王薔[image: ら]〉を伐きったのはギンレイよ。〈次代の王〉は彼だわ」

〈次代の王〉はギンレイ。だからやっぱり、あの心花は彼のために使うのがふさわしかったのだ。そうやって自分を納なつ得とくさせようとした。でも胸の痛みは消えない。

　マーリンはしばらく黙り込んだ後、静かに口を開いた。

「オリヴィア、あなたに言っていないことがあるの」

　顔を上げると、不思議な瞳ひとみとかちあった。万まん華げ鏡きようのように様々な色を弾はじけさせる、魔ま法ほうの瞳。

「湖の扉の役割よ」

　湖の扉の、役割……？

「湖の扉は必要とする者の前に気まぐれに現れると言ったわね。でも本当は、誰だれでもあれを通れるわけではないの。というより、通りたいと思わない者を通す扉なのよ」

「どういう意味？」

　持って回った言い回しに、顔をしかめる。マーリンは夕ゆう闇やみに沈しずむ空を見上げた。

「王はいつも死に急ぐわ」

　そして独り言のように言う。

「〈永遠の王〉もそうだった。彼はいつだって誰かのために戦っていたわ。何かを守るために、自分の命を投げ出すことをいとわなかった」

　言いつつ目を細める姿は、かつての英えい雄ゆうの姿を遠くに眺ながめているようだった。

「……だけど、それが湖の扉と何の関係が？」

　ついていけなくて尋ねると、マーリンはぱちぱち瞬まばたきする。いつものつかみどころのない雰ふん囲い気きを取り戻もどし、

「どの世界でも王は少ない。そしてどの世界でも、王はみな死にたがりよ」

　魔ま術じゆつ師しはまるで様々な世界を本当に自分自身の目で見て回ったかのように話した。

「だから送るの」

「送る？」

「あちらからこちらへ。こちらからあちらへ。送るのよ、別の世界にね」

　マーリンは長い指を左右に振る。

「誰かのために命を投げ出そうとする王を、死の間ま際ぎわに逃にがして、助けるの」

「逃がす……？」

「王の素質を持つ者が死のうとしたとき、誰かのために命を捨てようとしたとき……、湖の扉が開かれるの。だから、開けようとして開けられるものではないし、いつ開くかは誰にも分からない。特に薔[image: ら]戦争の開戦後は、行き来がぷつりと絶えていた」

　死に急ぐ王を生かすための扉。命を救うための扉。

　だけど、そんなこと、どうして知ってるの？

「まさかだけど、マーリン……、湖の扉を作ったのって」

「あの日」

　マーリンは私の言葉を遮さえぎって続けた。

「あの日、〈永遠の王〉は〈反逆の子〉に追いつめられて……なのに、彼を守ろうとしたわ。飛んできた矢から、彼を、守って……」

「守って？」

　また伝説と違ちがう。

〈永遠の王〉が〈反逆の子〉をかばった？　もしそれが本当だとしたら、

「〈反逆の子〉が〈永遠の王〉を殺したわけじゃなかったのね」

「自分のしたことに気づいた〈反逆の子〉は、罪悪感から、自分が殺したのだと噓をついたのよ。そしてすぐに自害してしまった……伝説では相あい討うちということになっているけれどね」

　マーリンは身に纏まとう布をたぐって口元を隠かくした。

「不思議なことに、〈永遠の王〉の亡なき骸がらは見つからなかった。彼は幻まぼろしのように消えてしまったの」

「……湖の扉」

　やっぱり、〈永遠の王〉は死んでなかったんだ。

　死の間際、湖の扉とびらを通って、下界に飛ばされ……、そしてもしかしたら彼は、そこで生き延びたのかもしれない。ログレスでは子を持たなかった〈永遠の王〉だけど、下界で子孫を残したのかもしれない。悲劇の伝説が、にわかに違う色を帯び始めた。

「マーリン、どうしてその話、みんなにしなかったの？」

「誰も信じないからよ」

　マーリンはくったりと肩かたをすくめる。

「王を失った人々には、怒いかりのはけ口が必要だったの。天下の賢けん王おうが突とつ然ぜん雲くも隠がくれした、なんて、納得できないでしょう。〈反逆の子〉を責めていれば楽だわ。そういうものよ」

「そんな……」

　ここログレスでは破は滅めつを招いた者として忌いみ嫌きらわれている〈反逆の子〉。謀む反ほんを起こしたのは確かだし、結果的には〈永遠の王〉の敗北の原因にもなった。でも、〈永遠の王〉に守られた後、悔くい、恥はじ、自分を悪者にして、そして死んで行ったのだとしたら。

〈反逆の子〉はみんなの思っているような裏切り者なんかじゃなかったのかもしれない。

　マーリンは少し疲れたように、夕闇の中に吐と息いきを滲にじませた。

「伝説はどんどん本当のことと乖かい離りしていく。最近では私も、夢だったんじゃないかと思うほどだったわ。でもあなたがここにやって来て、やっぱりそうだと確信した。〈永遠の王〉が言い遺のこしたように、王は必ず蘇よみがえるのだと」

　王は必ず蘇る。魔術師は繰くり返した。私は右の手のひらを眺める。この手に王の血が流れているなんて、実感はなかった。

「オリヴィア、あなたは彼にそっくりだわ」

　マーリンは〈金の女王薔[image: ら]ばら〉と同じ言葉を繰り返し、

「あなたが湖の扉を通ってここにやって来たということは……、あなたも下界で、誰かのために命を投げ出そうとしたということなのでしょう？」

「……でも救えなかったわ」

　絞しぼり出す声がかすれていた。

　こうなってしまっては、父を救うという夢も消えたに等しい。王の扉は永遠に閉とざされ、〈金の女王薔[image: ら]〉の心花ももう使えない。

　下界には戻れない。

　父を火事の現場に残したまま……。

「私は結局何も守れなかった」

　マーリンは節ばった長い指で私の髪かみを撫なでた。びっくりするくらい優やさしかった。

「そうとは限らないじゃない」

　いつも雲のように飄ひよう々ひようとしているくせに、こんなときだけ噓みたいに穏おだやかに、

「少なくともあなたはこの世界を救った。あなただって〈次代の王〉よ」

「王なんかじゃない」

　王なんかじゃ、ない。

　これ以上惨みじめにさせないで。今は虚きよ勢せいを張る元気もないんだから。

「私、そんなに強くないわ」

　湿しめっぽい声でこれだけ言うのが精いっぱいだった。

「オリヴィア」

　マーリンは私の髪を撫でる指をそのまま滑すべらせ、肩に手を置いた。

「王っていうのはね、強大な力をかざして、たった一人で上から支配する者ではないわ。大事な人たちを守るために、共に立ち、戦える者のこと」

　あなたは一人じゃ、ないでしょう？

「守れなかったものばかり考えずに、守れたものを大事になさい」

　マーリンは私を抱だきしめるように腕うでを回し……、

「と、いうわけで」

「うえっ!?」

　そのまま抱かかえ上げた。

「ごめんなさいねえ、双ふた子ごの片割れが怖こわいんだもの」

　意外と力の強いマーリンに肩で担かつがれながら、私はわけが分からなくてもがく。

「ちょっと、え!?」

「いつまでも凹へこんでるのはあなたらしくないでしょ。いいもの見せてちょうだいな」

「マーリンッ!!　どういうことよ!!」










　いつのまにか日が暮れて、薄うす闇やみが満ちた訓練場。ハープの音に乗り、剣けん舞ぶの奉ほう納のうが始まった。

　川のせせらぎを思わせる軽かろやかな音色。ついで伴ばん奏そうに入る縦笛は、その川かわ面もを撫でるそよ風のようだ。トン、トンと打楽器が音を刻めば、主しゆ旋せん律りつは何重にも追いかけっこを始めた。

　幕が開く。

　ログレスの伝説を模した伝統的な剣舞。第一場、最初に舞台に立つのは、〈湖の騎き士し〉と〈反逆の子〉の二人だ。ウォルターとギンレイの鍛きたえ上げられた体たい軀くを包むのは、細かな紋もん様ようが織り込まれた揃そろいの羊毛の上着、金きん縁ぶちのマント。長い革かわのブーツは足を踏ふみしめるたび硬かたい音を響ひびかせる。舞台映ばえする華はなやかな衣い装しようだ。

　二人の騎士は神聖な捧ささげもののように剣を掲かかげ、ゆっくりと振ふり返る。彼らが迎むかえるのは、この舞まいの主役、〈永遠の王〉。

　そして舞台の奥から姿を現したのは……、

「！」

　ギンレイとウォルターが目を丸くしてこっちを見ている。

「びっくりしてるのはこっちよ……」

　ざわつく会場。私は模造剣を手に、低く呟つぶやいた。

　なぜこんなことになっているのか。マーリンに無理やり連れて来られたと思ったら、訳知り顔のスカーレットとニコロに迎えられた。

　いつの間にあつらえたのか、着せられたドレスは目にも鮮あざやかな真しん紅く。歩くたびに翻ひるがえる長いスカートには、動きやすくスリットが入っている。サイズからして、どう考えてもスカーレット用ではない。最初から私のために作られた衣装だ。

　戸と惑まどっている間に、問答無用で長い髪を丁てい寧ねいに結ゆい上げられ、頰ほおと唇くちびるに紅をはかれ、煌きらびやかな首くび飾かざりや腕うで輪わで人形のように飾かざり立られて……、私はここに立っている。

「なんでこんなことに……」

　舞台上の二人はこっちを見たまま固まっている。何よ、その反応は。やっぱり似合ってないのかな。

「ちょっと、動きが止まってるよ」

　そのとき、舞台の脇わきからニコロの声が飛んだ。あいつ、高みの見物だからって偉えらそうに！

「オリヴィアがいくら可愛かわいいからって踊おどりを忘れちゃ駄だ目めよ！」

　首しゆ謀ぼう者しやスカーレットもにやにやしながら覗のぞいている。演奏席からは、エーデルワイスの咳せきばらいが聞こえた。彼女もグルだったのね……！

「なるほど、最初からこういうつもりだったわけか」

「はめられたな」

　ウォルターとギンレイは苦々しく言い合った。

　会場のざわめきは引かない。ああもう、こうなったら自棄やけだわ。

　私は一つ、息をして、足を踏み出した。

「踊りましょ」

　二人の騎士は目を合わせると、苦く笑しようしながら頷うなずき、こちらに手を差し伸のべた。










　第二場は〈湖の騎士〉、ウォルターとの舞だ。

　最初は二人で全く同じ動きをする。まだ二人の心が通い合い、信しん頼らいし合っていたころだ。

　天空に大きく弧こを描えがくように、頭上で剣をひらめかせる。

　ばさり。

　ウォルターのマントと私のスカートが、同時にはためく。

　滑なめらかに体をさばきながら、そのくすんだ緑の目は常にこちらを見ていた。いつも部下に気を配り続けるのは、キングとしての癖くせなのかもしれないけど、

「あんまり見ないで、落ち着かないわ」

　今ばっかりは恥はずかしい。こんなドレス、下界はおろかこっちに来てからだって着たことがないのだ。

「……そんなに変かな」

「いや、似合ってる」

　さらりと言われて真っ赤になった。

「イノシシでも着き飾かざれば見み栄ばえがするもんだな」

　ウォルターはきゅっと口の端はを持ち上げた。私も笑えみを零こぼす。

「そっちこそ」

　リズムを合わせ、踊る。楽しい。

　指先まで意識を通わせ、風を切って、音楽と一体になる。炎ほのおの揺ゆらめきを受けて煌きらめく剣は、舞台のあちこちにちらちらと小さな光を飛ばした。くるりと振り返ると、長いスカートが円形にふわりと持ち上がる。衣きぬ擦ずれの音も心ここ地ちいい。

　なんだか頭が真っ白になってきた。ここのところ悩なやみっぱなしだったから……ただハープの音色に身を任せ、滑らかに身体からだを動かすのがこんなに楽しいなんて。

「それでいい」

　夢中になって踊っていると、ウォルターが呟いた。

「え？」

「その方がお前らしい」

　ウォルターは二本の長剣を美しくさばきながら、

「まだ何か隠かくしてるんだろ」

　一いつ瞬しゆん、動きが止まる。ウォルターはすぐに続けた。

「訊きかないでやる。だから悩むな。薔[image: ら]ばら戦争は終わったんだ」

　私は歯は嚙がみした。やっぱりウォルターは優やさしい。

　身を翻し、手首を返して上体を反らす。一いつ拍ぱく置いて、背中合わせになった。

「お前はイノシシらしくしてろ」

　ウォルターは背を向けたまま言った。

「……うん。ありがと」

　膝ひざを折り、首を垂れる。第二場の終わりだ。〈湖の騎士〉はここで退場する。

「ああ、そうだ。ギンレイに伝えろ」

　ウォルターは去り際ぎわ、さっと身をかがめ、私の耳元に口を寄せた。

「ぼやぼやしてると取っちまうぞ」




　短い幕間。一瞬舞台が暗くなる。

　呼吸を整えていると、横にすっと踏み出す影かげが見えた。〈反逆の子〉役のギンレイだ。

「ギンレイ、見てたでしょ？　私もなかなか悪くない踊り手だと思うわ」

　小声で茶ちや化かすけど、返事はなかった。嫌いや味みの一つでも飛ばされると思ったのに。

　首をひねっているうちに、再び明かりが灯ともり、第三場、最後のパートが始まる。

　静かに体を反転させ、向かい合うと、絵みたいに綺き麗れいな顔が闇やみの中に浮うかび上がった。けれど、その表情は硬い。ギンレイに限って、緊きん張ちようしているなんてこと、ないはずだけど……。

　一歩ずつ歩み寄り、すれ違ちがう。すぐそばを通ったのに、一度も目が合わなかった。暗い舞ぶ台たいで、ただでさえ顔が見えにくいのに。なんだか気づまりで、私はぎこちなく笑った。

「ギンレイ？」

　彼は剣けんを大きく掲げ、振り向く。

　火ほ影かげに照らされたその横顔は、なんだかものすごく……、機き嫌げんが悪そう。無表情はいつものことだけど、今日はなおいっそう冷たく見える。

「……怒おこってるの？」

「別に」

　ギンレイは短く言った。勢いよく剣を振り回すと、びゅんびゅんと風を切る音がする。まるで体の延長かのように、自由自在に剣を操あやつる白薔[image: ら]の王。その風格は〈次代の王〉の名にふさわしい。けれど、やっぱりどうも虫の居所が悪そうだ。舞ぶ台たいの空気までピリピリしてくる。

　さっきまであんなに楽しかったのに……、居い心ごこ地ちが悪く、息苦しい。笑えなくなる。難しい足運びをなんとか決めて、ぱっと顔を上げるけれど、そこにはやっぱりどこかよそよそしい表情があって。

　……ギンレイ、私と踊るの、嫌いやなのかな。

　少し寂さみしく思ったとき。

「あ」

　カラン！

　思わず模造剣を落としてしまった。

　一瞬、静せい寂じやくが場を包む。

　ギンレイはゆるゆると息を吐はいた。それは落らく胆たん？　呆あきれ？　全身に変な汗あせをかきながら、慌あわてて剣を拾おうとすると、

「オリハ」

　その腕うでを、ぐっと摑つかまれた。

「え？」

　そして驚おどろく間もなく、

「ちょっと、え!?」

　私は白薔[image: ら]の騎き士しに連れ去られたのだった。










「ギンレイ」

　息を切らし、叫さけぶ。目を丸くする人々の間を抜ぬけて、訓練場を飛び出し、あてもなくただ走り続けるギンレイ。後ろ姿しか見えないけれど、左手はしっかりと、私の手を握にぎっていて。

「ギンレイってば！」

　ひと気のない隊舎の裏手に回り込んで、ギンレイはようやく立ち止まった。

「一体……どうしたのよ」

　息を整えながら尋たずねる。ギンレイは左手を頑がんとして離はなさず、反対の手で乱れた前まえ髪がみをかき上げた。早口で答える。

「別に、ただ意味もなく無む性しように腹が立っただけだ」

「意味もなく？」

　またそれ？　さすがに顔をしかめる私に、ギンレイは何かをこらえているような顔で言った。

「君が悪い」

「はあ？」

「君を見てると正常な判断が出来なくなる。衝しよう動どうで行動してしまうのは……」

　自己嫌けん悪おでもするように目元をさすって、

「君のせいだ」

　ギンレイはそう言うや、私を引き寄せた。ぎゅうと抱だきすくめられる。

「ギ、ギンレイ」

　かあっと顔に熱が上り、鼓こ動どうが急激に速くなる。身をよじる私を決して離さず、耳元で、低い声がささやいた。

「下界に帰ればいいと言ったのは、噓うそだ」

「……え？」

　私はもがくのをやめた。今、なんて？

「帰るな」

　声が、身体の奥に刻み込まれるように、響ひびいて。勝手に足の力が抜け、唇くちびるが歪ゆがむから、認めざるを得なかった。

　私、その言葉が欲しかったんだって。本当はずっと。

　どうして。たった一言で、心が揺さぶられる。こんなにも強く。

「帰れないわ、どっちみち」

　悔くやしくて、つい可愛かわいくないことを言ってしまう。

「帰れたんだ。本当は」

　ギンレイはそっと体を離した。私の肩かたに手を置いたまま、こちらを見る。

「何故なぜあんな真似まねを」

「それはこっちの台詞せりふよ」

　どうしてあんなことを？　命を捨てることを、知っていて。

「君を救いたかったんだ」

「私だって、そうだわ」

[image: ]

　本心から言う。ギンレイは苦しそうに視線をそらした。

「下界に帰りたくないのか」

「帰りたいわよ……」

　鼻の奥がつんとしてくるけれど、もう泣くのはたくさんだ。だから的外れな方向を向いて、できるだけ明るい声を作って。

「諦あきらめたわけじゃないの。王の扉とびらはもう開かないけど……、何か方法があるかもしれないし」

　でも、意志に反して声が震ふるえ始める。

「そりゃパパのことは心配だけど、諦めたわけじゃないもの、だから、」

　それ以上続けられなかった。

「だから……」

「オリハ、泣くな」

　ギンレイは私の前髪をそっとかきあげる。

「オリハ」

　触ふれるか触れないかのところまで顔を近づけて。

「俺がいる」

　ギンレイがいる。涙なみだで歪んだ視界を埋うめるように、目の前に。

　白銀の、深雪の、その下に……、確かに芽め吹ぶく命の気配。

　凍いてついた北風は、いつだってその後ろに春を連れて来るものだから。見る者に畏い怖ふをも抱いだかせる孤こ高こうの氷山は、迷える旅人にとっては、絶対的な道しるべでもあるから。

　だからあなたが必要なの。

　あのとき、何より願ったこと。彼を失いたくないと。

「俺がいる。みんないる。一人で抱かかえ込むな」

　世界一寂さみしがりの泣き虫のために、ギンレイは切々と言葉を重ねた。長い指で私の頰ほおをなぞり、そっと顎あごを持ち上げて、上を向かせる。

「君が元の世界に帰りたいと言うなら必ず帰す。俺も一いつ緒しよに道を探す」

　一つの手では零こぼれ落ちてしまうものも、二人なら。

「だから、それまでは……」

　ギンレイは私の潤うるんだ瞳ひとみを真っ直すぐ覗のぞき込む。

「そばにいてくれないか」

　夜空より深海より暗い黒を湛たたえた切れ長の目。けれど、見つめられるとこんなに心が明るくなる。その意味に、私はたぶん、気づきかけている。

「そばにいたいんだ」

「……どうして？」

　尋ねる。どうか今度は、意味なんてないなんて、言わないで。

「好きだからだろう、たぶん」

　観念したように答えた彼は、珍めずらしく恥はずかしがっているように見えた。

　ギンレイは照れ隠かくしみたいに、おでこを私のおでこにぶつけた。

「……それに、頼たのまれてしまったからな」

「え？」

「君を守ると」

「何の話？」

「そのうち話すさ」

　彼は言い、きょとんとしている私にそっと口づけた。
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　夢を見ていた。

　金色の光に目を焼かれ、水鏡の幻げん影えいを見たと思ったら、見たこともない場所にいた。

　彼は死んだのだろうか？　〈永遠の王〉のように？

　いや、死んだにしては身体からだの感覚もあるし、意識もはっきりしている。ただ見知らぬ場所に立っているだけだ。ここはどこだ？

　薄うす靄もや、いや、煙けむりに取り巻かれ、人ごみの喧けん騒そうと、何やら耳をつんざく甲かん高だかい音の中、彼はよろめきながら立ち尽つくしていた。

　火事だ。

　彼はこの臭においを知っていた。希望が焦こげる臭い。平へい穏おんが焼け落ちる臭い。どくどくと、心臓が早はや鐘がねを打ち始める。人ごみをすり抜ぬけ、よろよろと足を進める。

　燃えているのは、緑の屋根の家だった。藁わら葺ぶきにも石造りにも見えないが……妙みような形の家だ。馬車のなりそこないみたいな大きな黄色い乗り物──車輪がついているから乗り物だろう──も見える。

　理由もないのに、彼はその家を目指した。火の粉が降りかかっても、後ろから誰だれかが何か叫さけんでも、引き寄せられるように。顔が焼けるほど熱いのに、ひどい寒気がする。

　庭の生け垣がきに辿たどりついたとき、そこに薔[image: ら]ばらの花を見つけた彼は、咄とつ嗟さに伐ばつ葬そう具を召しよう喚かんしようとした。

「君、危ないぞ！」

　そのとき、後ろから腕うでが摑つかまれた。変わった服を着た男たちが彼を取り囲んでいる。銀色のぶかぶかした服は、周りの人たちの着ている服とは様子が違ちがった。それに、目ま深ぶかの兜かぶとのようなものまでかぶっている。何かの制服だろうか？

「近づくんじゃない！」

「何て恰かつ好こうをしてるんだ……ほら、これを」

　男たちのうち一人が自分の上着を脱ぬいで彼の肩かたにばさりとかけた。

「火が強いな」

「規制線を張れ！」

　行き交かう叫び声の中、

「まだ中に人が」

　誰かがそう、言ったとき。

「嫌いや!!」

　後ろから無理矢理押しのけられ、彼はつんのめった。見れば、人ごみを搔かき分けて彼を追い越こして行ったのは、真っ黒な服を着た長い黒くろ髪かみの少女だ。一心不乱に火事に飛び込もうとしている。

　視界の隅すみに、赤いスカーフが、揺ゆれて、

「駄だ目めだ！」

　気がつけば彼は必死で少女を後ろから抱だき留めていた。

「危ない。入っちゃ駄目だ」

　止めなければ。衝しよう動どう的に湧わき上がった思いに突つき動かされ、羽は交がい絞じめにする。このままでは彼女は死んでしまう。直感がそう告げる。それでも、彼女はもがき続けた。

「だけどパパが！」

　髪を振ふり乱みだし、汗あせだくになってもがく姿は、野生の獣けもののようだった。彼女は一いつ瞬しゆん振り返り、きっとこちらを睨にらんだ。澄すみ渡わたる青い瞳にとらえられる。火は青い方が熱いということを、彼は知っていた。

「パパ！」

　止めなければ。守らなければ、彼女を……。

　そのとき、まるで運命のように、金色の光が視界を満たした。

「湖の扉」

　突とつ然ぜん、彼は全すべてを思い出した。

　湖の扉だ。必要とする者の前に気まぐれに現れるという扉。

　じゃあ、今胸に抱くこの少女は、

「オリハ？」

　けれどその声は彼女に届かなかった。

　彼女は、行ってしまうのだ。行ってしまう。彼はもう、戻もどることのできない場所に。

　それは天の定めた巡めぐり合わせのような、凄せい絶ぜつな皮肉のような、すれ違い。

「オリハ」

　再び口にするその名は、喉のどで引っかかるように霞かすんで、音にならなかった。そして彼が、すがるように腕に力を入れようとしたとき、

　胸の中から少女が消えた。

「おい、君！」

　後ろから引っ張られ、よろめく。

「あの子はどこに行ったんだ？」

「遠く……遠くに」

　彼は両手を眺ながめた。そこに彼女の幻げん影えいを探すように。

「何を言ってるんだ、君は？」

　そう問い返されたとき。

「おい、人だぞ！」

　燃え盛る家から、女性に支えられる恰好で男性が出てきた。男性はひどく咳せき込み、ふらついている。彼は思わず二人に駆かけ寄った。

「オリハ」

　男性が口にした名を聞いたとき、彼は思わず瞠どう目もくした。

　煤すすにまみれた背の高い茶ちや髪ぱつの男性は……、じゃあ、彼女の父親？　恋こい人びととともに、火事現場からなんとか逃にげてきたのだ。

「オリハ、オリハ」

　男性は繰くり返した。彼は男性に肩を貸しながら、

「大だい丈じよう夫ぶ、彼女は大丈夫です」

「オリハを」

　男性は急に強い力で彼の胸むな元もとを摑んだ。歩くのもやっとというほど弱った体のどこにこんな力が残っていたのか。真に迫せまった表情、かすれた声で、懇こん願がんする。

「オリハを守ってくれ」

　喉のど元もとに何かがこみ上げてきた。情けないがどうしようもなく泣きそうだった。

「できるものなら……必ず」

　もしも再び会えるなら。

　彼はもう決して彼女の手を離はなさないだろう。命を懸かけて守るだろう。

　でも、そのためにこうして別れて来たのだ。彼女を守るために、自分はログレスで命を捨てて、そうして二度と会えない道を選んだ。

　後こう悔かいしては、いないけれど。

「……オリハ」

　こらえきれず、呟つぶやいたとき。

　ぐんと、重力のねじれる感覚があった。

「……い」

　意識の奥底に滲にじみ上がるような声。

　彼は顔を歪ゆがめた。

　やめてくれ。どうしてだ。どうして戻って来てしまうんだ。

　助けようとしてもあえて危険な方へ走る。手放そうとしても、必ず、戻ってきてしまう。彼女は絶対に、彼の思い通りにならない。なのに、

「死んじゃ駄目」

　その声を再び聞いたとき、体中が喜びに打ち震ふるえるのを、止められなかった。

　極ごつ寒かんの北天にそびえ立つ山の頂。足あし跡あと一つない、一面の銀世界……。彼の孤こ独どくを溶とかすのは、他ほかならぬその声なのだ。一度沈しずんでも、必ずまた昇のぼってくる太陽のように。遠ざけても、絶対に戻ってくる。あつかましいほどの熱量で、彼を無む邪じや気きに照らすために。

　勢い任せで無理やり重い扉とびらをねじ開けるその手は、確かに無ぶ遠えん慮りよで、慈じ悲ひの女め神がみとは程ほど遠い。それでも、絶望の淵ふちで凍こごえきった指先は、本当はずっとその熱を求めていたのだ。そして一度手にした光を、彼はやっぱり、忘れられなかった。

　あの向こう見ずな、危なっかしくも優やさしい太陽に向かって手を伸のばすのを、いったいどうして止められるだろう。凍とう傷しようで根から焼き切られ、固く閉とざされたはずのつぼみが、こうしてあの青い瞳ひとみを思い出すだけで、いともたやすくほころび始めるというのに？

「お願い」

　声がひときわ大きくなる。金の光が辺りを包む。彼は不意に、抵てい抗こうを諦あきらめた。

　どうせ死んだようなものだ。どうなったって構わない。行きつく先に彼女がいるなら、この濁だく流りゆうに身を任せるのもいい。彼女がもう一度、この名を呼んでくれるなら。

「帰ってきて……ギンレイ」

　そして光の中に再び彼女を見つけたとき、もう躊躇ためらいはなかった。

　抱きしめる。

　今度こそ、強く。







　あとがき







　こんにちは、天てん川かわ栄えい人とです。

　おかげさまで『オリヴィアと薔[image: ら]ばら狩がりの剣けん』二巻をお届けすることができました。応おう援えんしてくださったみなさま、本当にありがとうございました。




　一巻を読んだ知人に「あとがきが真ま面じ目めすぎる。もっとふざけろ」と言われてしまいました。毎回、題名とあとがきが本当に苦手です。できることなら誰だれか別の人にやってもらいたい。

　ただ悩なやんでいても仕方がないので、執しつ筆ぴつ用ノートをぱらぱら見返してみましたら、初期設定では異世界トリップでもなければ騎き士し団ものでもなく（むしろ騎士養成の学園ものでした）、オリヴィアはギンレイを殺そうとしてるわ、ウォルターは黒くろ髪かみ眼鏡だわ、本当に紆う余よ曲きよく折せつしまくってここまで来たのだなあと実感しました。思い返せば、アイディア出しに付き合ってもらっていたとき、「この辺（手首）から薔[image: ら]が生えてきたら面おも白しろくない？」と言ったら、相手は「こいつマジか」という顔をしていましたが……、人生どうなるかは分からないものです。

　遠回りと思いつきの連続で綱つな渡わたりの執筆だったので、こうしてエンドマークまで辿たどりつけたことが奇き跡せきみたいです。私も大たい概がいイノシシですね。

　以下、謝辞を。

　今回もため息が出るような美び麗れいなイラストを描かいてくださった高たか星ぼし麻あさ子こさま。自分の中にしかいなかったキャラクターが目の前に確かに立ち上がってくる感動は、何度味わっても言葉にできません。ビジュアルの力でこの作品を強く支えていただき、ありがとうございました。

　担当さま。お電話のたびに天川を励はげます時間を設けさせてしまい申し訳ありません。ご心配をおかけしなくてよくなるように精しよう進じんしますので、これからもよろしくお願いいたします。

　編集部のみなさまや、製作関係者の方々、家族や親しん戚せき、一巻読んだよ報告をくれた友人知人のみなさまにも、この場を借りてお礼を申し上げます。

　そして何より、二巻までお付き合いいただいた読者さまに、心からの感謝を。織葉と一いつ緒しよに、私自身も迷って悩んで、たくさん学んだ作品でした。読者のみなさまに少しでもお楽しみいただけたなら、これ以上の幸せはありません。

　やっぱり真面目になってしまいました。次までにふざけた文章を書く練習をしておきます。

　それでは、またお会いできることを祈いのって。


天川栄人　　
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